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序 文

熊本県教育委員会では、 県営圃場整備事業(白水西部地区)に伴う埋

蔵文化財調査として、 阿蘇郡白水村に所在する杉の本遺跡の発掘調査を

実施しましたO

調査の結果、 7世紀から9世紀にかけての大規模な集落跡が確認され

ました。 とりわけ大型の掘立柱建物を中心とした集落の成り立ちは、 南

郷谷の拠点的な性格を推測させます。 阿蘇地方においてこの時期の集落

跡の発見は例がなく、 律令期の集落の有様を復原するうえで貴重な遺跡

である、 ということが言えます。

このたび、 杉の本遺跡報告書を刊行することになりましたが、 本報告

書が広く県民の皆様の埋蔵文化財に対する認識と理解を深め、 さらには

学術研究の進展にいささかでも寄与することができれば、 誠に喜びに堪

えませんO

なお、 本調査を実施するにあたり、 文化財保護の観点から多大の御協

力を惜しまれなかった県農政部、 県阿蘇事務所(現、 阿蘇地域振興局)

耕地課、 白水村教育委員会及び地元の関係者の皆様、 また御指導御助言

をいただきました諸先生方に深く感謝申し上げたいと思います。

平成13年3月31日

熊本県教育長 田中 力男



{列
l 本書は、 県営圃場整備事業に伴って実施した埋 水野哲郎が行った。

蔵文化財発掘調査の調査報告書である。 7 遺物の実測は水野・竹田知美・宮寄まい子 ・前

2 発掘調査は、 熊本県阿蘇郡白水村に所在する杉 屋敷和美・ 上山光美・水上仁が行った。また、 遺

の本遺跡、が対象となり、 県農政部の依頼を受けて 物実測の一部を(有)埋蔵文化財サポートシステ

熊本県教育委員会が実施した。 ムに委託した。土器拓影は整理作業員 4 名であた

3 遺物の整理は、 熊本県文化財収蔵庫で行った。 った。遺構製図及び遺物製図は竹田・宮寄・前屋

なお、 遺物の保管も文化財収蔵庫である。 敷・上山がおこなった。遺物の写真は 村田百合子・

4 遺跡、の発掘調査は、 平成 4 年度に実施し、 整理 水野・竹田が撮影した。

は平成1 1 年度に行った。 8 土壌分析は古環境研究所に依頼した。

5 本書の地形図は、 県農政部から提供を受けたも 9 本書の執筆は水野が行った。

のをもとにした作成した。 10 本書の編集は水 野があたり、 校正に際しては竹

6 現地調査での実測及び写真撮影は、 古森政次・ 田・前屋敷 が補助した。

凡 例
l 現地での実測図は、 以下の縮尺で作成した。 5 須恵器は断面にスクリーントーンを貼って示し

竪穴住居 20分の 1 た。その他の遺物は白いままである。

掘立柱建物 20分のl 6 土師器費の内面の調整で、 ヘラ削りは矢印で削

土坑 10分のl りの方向を示した。

i茸 20分のl 7 出土遺物の解説は本文中に記した。

また、 本書収録の際には以下の縮尺となった。

掘立柱建物 80分のl

竪穴住居 60分のl

土坑 30分のl

2 遺構図に示した方位は磁北である。

3 遺構は以下のように記号化した。

竪穴住居= S I

掘立柱建物= S B

土坑= S K

溝= S D

不明遺構=sx

4 出土遺物の番号は、 各図版ごとに通して付した。

例えば、 第 5 図のl香の遺物であれば 5 -1 のよ

うに表記した。なお、 縮尺は 3 分のlである。
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第I章 調査の概要

第1節 調査に至る経緯

1 調査の契機

1989 (平成元) 年度 よ り 県営圃場整備事業 白水西

部地区の事業が計画 さ れ た。 こ れ は 「区画形状の改

善 、 道路網の配置 、 用排水の 分離、 暗渠排水等 の総

合的 な 整備 を 行 い 、 大型機械化営農体系の確立 と 農

地の高度利 用 並 び に 流動化 を 推進 して 、 中核 的担 い

手農家の利用 集積、 生産組織 の 強化、 生産 コ ス ト の

低減 を 図 り 、 農家経営 の安定 を 目 指す。J と い う 、

い わ ゆ る 農業の 近代化 を 図 る 目 的で着手 さ れ た も の

で あ る。受益面積 は265haの大規模 な 農業基盤整備事

業であ る 。

2 事業照会と予備調査の経過

県農政部か ら 同事業 の 計画 が提出 さ れ た こ と を受

面積 は約5， 500m'で 、 旧地形 は棚 田 の 重 な る段差の

激 し い と ころ で あ る ため 、 特 に比高差の あ る と ころ

で調査区 を 2 つ に 分 け た。 す な わち 、 便宜上南側 を

I 区 (約2， OOOm2) 、 北 側 を E 区 (約3， 500m2) と 名

付 け調査 を進め た。 調査地区 の 名 前 は 調査 に 着手 し

た順番で命名 し た。遺跡 は 開田等 で削平が激 し く 、

遺構 は かろ う じて確認で き る 程度 で あ っ た。 掘立柱

建物や 竪穴住居 を 中 心 に遺構の 数 は密 で あ っ た が、

包含層 も 少 な く 、 遺構が著 し く 削 平 さ れて い る ため 、

厳冬 の 阿蘇 と い う 悪条件 に も かか わ ら ず調査 は 順調

に進 ん で 、 1993 (平成 5 ) 年 の 3 月 31 日 に は調査の

全 日 程 を 終了 し た。

4 調査の組織

【1992 (平成 4 ) 年度 発掘調 査】

調査責任者 大塚正信 (文化課長)

隈 昭志 (教育審議員兼課長補佐)

けて 、 文化課で は 1989 (平成元) 年度 に遺跡台帳 の 調査総括

照合 と 現地踏査 を 実施 し た。 そ の結果、 杉の本遺跡、 調査担 当

二 本木前遺跡、 祇園遺跡、 南鶴遺跡、 吉 田 城跡 な ど

の地点 を 埋蔵文化財包蔵地が存在す る 可能性が高 い

と ころ と 判 断 し た。 そ の 後速 や か に踏査結果 を 県農

政部 に 報告 し 、 試掘 ・ 確認調査の必要 な旨 を 通知 し

た。

杉の本遺跡の確認調査 は 、 平成 2 年 5 月 に 実施 し

た (文化財保護主事 木崎康弘、 坂 田 和 弘)。 そ の

結果、 多数の柱穴 な どの遺構、 土師器 ・ 須恵器 な ど

島津義昭 (調査第 1 係長)

古森政次 (文化財保護主事)

水野哲郎 (文化財保護主事)

調査事務局 松崎厚生 (課長補佐)

木下英治 (経理係長)

高演保子 (参事)

調査協力者 板楠和 子 (九州ル ー テル大学教授)

[1999 (平成11) 年度 報告書作 成】

整理責任者 豊 田貞二 (首席教育審議員兼文化課長)

島津義昭 (課長補佐)

の遺物が多 く 確認 さ れ、 当該地 に埋蔵文化財包蔵地 整理総括

の存在が認め ら れ る こ と と 、 そ の範囲や深度 を 明示 整理担 当

し た 報告書 を 農政部 に 通知 し た。 ま た 、 今後の措置

と して 、 工事施工 の 上 で埋蔵文化財包蔵地 を掘削す

る 地域 につ いて は 、 発掘調査が必要で あ る旨 を 農政

部局へ通知 し た。

そ の後の協議で、 遺跡保存 の ため に耕地設計の変

更 を 要請 し 、 設計上や む な く 掘削せざ る得 な い面 (第

l 図 ス ク リ ーン ト ーン部分) につ いて は 発掘調査 を

実施す る こ と と な っ た。

3 発掘調査の進捗

調査は 1992 (平成 4 )年 1 1 月 よ り 調査着手。 調査

江本 直 (主幹兼調査第 2 係長)

水野哲郎 (文化財保護主事)

竹 田 知美 (嘱託)

宮寄 ま い子 (嘱託)

前屋敷和美 (臨時)

上 山光美 (臨 時)

整理事務局 川 上康治 (課長補佐)

小斉久代 (総務係長)

川 口 久夫 (主事)

調査協 力 者 平川 南 ( 国 立歴 史民俗博物館教授)

山 本信夫 ( 日 本中 世土器研究会)

網 田龍生 (熊本市教育委員 会)

美濃 口雅朗 (熊本市教育委員 会)

qd

 



第l節 調査に至る経緯

第 1 図 周辺地形図 ( 事業前) ( 1 /3000) 
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第I章 調査の概要

第2図 周辺地形図(事業後) (1/3000) 
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第 2 節 調査の方法と経緯

第2節 調査の方法と経過

1 調査の方法

写真 は モ ノ ク ロ と カ ラ ー ス ラ イ ド の 2 種類 で撮影

し た。写真機の種類 は35 mm の 一眼レ フ を 用 い た。撮

影 は そ れぞ れ の遺構 につ いて 2 方向から 3 枚ずつ を

基本 と して い る。 ま た 、 調査の最終段階 で ラ ジ コン

ま ず重機 に よ る表土剥ぎ を 行 い 、 作業員 の 手作業 ヘ リ に よ る 空 中撮影 を お こ な っ た。

に よ る 清掃 を 行 っ た。 引 き 続 き 、 実測 図作成 の ため

に 、 工事区内 の任意の 点 を 基準 にグ リ ッ ド を 調査区 2 調査の経過

内 に 設定 し た。 設定 し たグ リ ッ ド の一辺の長 さ は 10

m で あ り 、 こ れ を 大グ リ ッ ド と 呼ぶ。 ま た 、 北東 を

遺跡の上 に して そ れぞ れ の 大グ リ ッ ド に は下から上

にA �J 、 左から右へ 1 � 17 ま で の番 号 を振 り 分け

遺構の 場所 を示す基準 と し た。

調査地 は遺物包含層 が少 な く 、 表土剥ぎ は 、 遺物

の検出 で き る黄褐色粘土層 で止めて い る。 埋土 は黒

褐色土で あ る ため 、 遺構の 認識 は 行 い や すか っ た。

遺構 に は 竪穴住居、 掘立柱建物 、 溝 、 不 明遺構 な

と eがあ っ た。 以下 、 そ れぞ れ につ いて調査方法 を示

す。

竪穴住居 は 、 平面形 を 確認 し た後、 平面形 に合 わ

せて実測の 基準軸 と な る 点 を 4 つ設 け 、 そ の 点 を結

ん で土層堆積状況 を 確認す る ため のベル ト を十 字 に

残 し 、 発掘 を 行 う 。 次 に 土層観察 と 土層 断面 図 を作

成 し 、 そ の写真撮影 を す る。 そ の 後、 ベル ト を取 り

除いて平面 図 と 断面 図 を 完成 さ せ る 。 平面 図 は遺物

を 入れ た 状況 を 実測 し 、 写真撮影 を 行 う 。 そ の後遺

物 を取 り 除い た 完掘 写真 を撮影 し調査は完了 す る 。

実測図 の 縮尺 は 1 /20で あ る。

掘立柱建物 は 、 調査区の清掃後 に柱穴 を観察 し 、

柱穴の大 き さ 、 埋土の状態、 柱穴 の 配列・ 間 隔 な ど

を 考 え併せて建物 の単位 を 確 定 し た。柱穴 同士 の切

り 合い よ り 新 旧 が判 断で き た も の も あ っ た。 そ の後 、

柱痕跡 を 確認 し 、 写真撮影 を 行 っ た。 そ れぞ れの柱

穴 につ いて埋土 を半割 し 、 堆 積状況 を観察 し た 上で

平面図・断面 図 を 完成 さ せ た。 実測方法 は 、 建物 の

平面 に あ わせて実測 の 基準軸 4 点 を 設け 、 平面図 を

作成 し た。 実測 図 の 縮尺率 は 1 /20で あ る。

本調査は 1992 (平成 4 ) 年 の 1 1 月 よ り 始 ま り 、 1993

(平成 5 ) 年の 3 月 に 終了 して い る 。 以下 そ の経過

を 月 ご と に言己 し た い。

[1 1 月]

初旬 よ り 調査開始。 標高 の高 い 同遺跡 は 1 1 月 は じ

め で も 肌寒 い。表土剥ぎ を 行 い 、 遺構が大 き く 削平

さ れてい る こ と がわか る 。 竪穴住居の検出や 、 掘立

柱建物の柱穴の組み合わせ な ど、 遺構検出 に 時 間 を

か け る。

[12月]

12月 を迎 え る と 寒 さ も 一層増 し 、 毎 日 の よ う に 降

霜があ る。遺構面 を保護す る ため に寒冷紗 や シ ー ト

で地面 を覆 う が効果 は ほ ど ほ ど。 I区で は掘 立柱建

物 も か な り 検出が進 み 、 竪穴住居の発掘 も 順調 に進

む。 削平が激 し く 、 遺構の埋土が少 な い ため発掘が

早い。遺構内 よ り 出土す る遺物 も 少 な い。 E区 も 遺

構検出が順調 に進 む。

[ 1 月1

年が明 けて 阿蘇の冬 は厳 し さ を増 して 、 現場 は毎

日 の よ う に凍結 を す る。遺構 の 精査 も 、 昼 の氷解 を

待 た な け れ ばで き な い。 調査面の氷 が無 く な っ た後 、

今度 は現場がぬか る み 、 い ず れ に しろ困難 な 状況が

続 く 。

発掘の 中 心 は E区移 り 、 I 区 で は 実測 に追 わ れ る 。

【 2 月]

調査期 間 も あ と 2ヶ 月 と な り 調査 も 大詰め に 入 る。

遺構 も 掘立柱建物が20棟 を越え 、 竪穴住居 も 20基ほ

ど発掘 を 終 え る 。

冬 の寒 さ も 本格化 し 、 天候 に係 わらず必ず午後 に

溝 の 調査 は 、 遺構の平面形 を 確認の後 、 土層 の堆 な る と 強い北風が襲 う 。 降霜 、 凍結 は毎 日 で、 降雪

積状況 を確認す る ため のベル ト を 残 して発掘 を 行 う 。 に よ り 作業 を 中止 す る こ と も し ば し ばあ る。厳 し い

そ の後 に 土層 の堆積状況 を 確認 し 、 土層 断面 図 と 平 条件 で の調査で あ る。

面 図 を作成。 縮尺率 は 1 /20で あ る 。
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【 3 月 】

北風が吹き付ける合聞にしばしば暖かい南風も吹

きはじめ、 厳しい寒さが続く中にも春が近づいてい

ることを感じる。調査も残り 日 数 を数えながら順調

に進捗する。

板楠先生に来跡いただき、 助言を賜る。古環境研

究所による土壌分析。ラジコンヘリによる空撮を終

えて調査終了する。
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第E章 遺跡の概要

第1節 遺跡の環境

1 地理的環境

を何度 と なく襲 い被害 を与 えて き た。 ま た 、 カ ル デ

ラ内 に 人 々 の営みがは じ ま って か ら も 、 阿蘇 山 は 激

し い 噴火 を繰 り 返 し 、 人 々 を 不安 に陥 れ た。 火 山灰

に よ り し ば し ば も た ら さ れ る 、 家畜や 農作物 に 対す

阿蘇地域での 地理形成 を 見 る 場合 に 、 特 に そ の火 る被害 を と と も に 、 こ の 地域 の 人 々 の生活 は古来、

山活動 を看過す るこ と がで き な い。ここ で は約 100万 自 然 と の闘 い で あ っ たこ と は想像 に難 く な い。

年以上前 よ り 数多 く の 火 山 活動 を確認で き る が、 阿

蘇外輪 火 山 の 噴火活動が活発 に な っ た の は約30年前 2 歴史的環境
程前で あ る 。 数回 の 大規模 な 噴火 に よ り 大量の火砕 旧石器・縄文時代
流 を吐 き 出 し 、 中 部九州 を ほ と ん ど覆 い尽 く し た。 阿蘇地方 を 概観 し た場合、 旧石器時代 の遺跡 は外

そ の問 、 数回 の陥没運動、 断層運動が行 わ れ、 約 2 輪 山内壁斜面 ・ 外麓斜面 に 点 々 と 見 ら れ、 約30ヶ所

万印00年前 ま で に は現在の よ う な カ ル デ ラ が形成 さ が知 ら れ る。外輪 山 北 部 で は下城遺跡 (小 国 町) 、

れ た。 そ の 後 カ ル デ ラ 内 は 1 万年以上の問湖 で あ り 、 大観望遺跡、 湯浦遺跡、 長倉坂遺跡 (以上阿蘇町) 、

人 々 を寄せ付 け な い領域で あ っ た。

阿蘇郡 はこ の よ う に形成 さ れ た 世界最大の阿蘇 カ

ル デ ラ 、 す な わち 阿蘇 山 と そ の外輪山 を 中心 と し た

地域の 中 に位置す る 。 同 郡 を 地域 的 に 大別 す れ ば、

阿蘇 カ ル デ ラ 火 山内部の 中 央火 口正 山麓 と 火 口原、

お よ び外輪山内壁斜面 、 外輪 山外麓斜面 と す るこ と

象ガ鼻遺跡 (一の宮町) な どがそ れ であ る が、 外輪

山南西部 で は 大矢野原 (矢部 町 ~ 西原村) に十数 カ

所 の遺跡群があ る 。 し か し 、 カ ル デ ラ 内 に お いて は

湖 の形成 の 時期 に あ た る ため か 、 旧石器 の遺跡 は 発

見 さ れて お ら ず、 実態 は不 明 で あ る 。

縄文時代 の遺跡 は 、 早期 と 晩期 が多 く 、 中 期 は極

がで き る 。内部の火 口 原 は 、 中 央火 口正 を 境 と して 、 めて少 な い。 地理的 に は外輪 山 の縁辺部 に 集 中 し 、

北部の阿蘇谷 と 南部の南郷谷 に 分か れ る 。 阿蘇谷 は カ ル デ ラ 内へ の縄文人 の進出 は 見 ら れ な い。こ れ は 、

取 り 囲 む外輪 山頂部が平 た く 、 そ の懐 に は広大 な平 カ ル デ ラ 内 が未 だ湿地帯 を形成 してお り 、 生活 に適

坦地が広 が っ て い る の に対 し 、 南郷谷の外輪 山頂部

は 凹凸が激 し く 、 し か も 高 い。 後者で は 、 火 口正 と

外輪 山 が迫 って い る ため に 平坦部が狭 く 、 東西 に細

長 く 弧 を 描 い た谷部 を形成 して い る。 谷 中 央部 を 切

る よ う に して 白 川 が流 れ 、 南郷谷西端で 阿蘇谷 よ り

流 れ来 る 黒JII と 合流 し 、 熊本平野へと流 れ落ち る。

集落 は 北 の 火 口 正斜面、 及 び外輪山内壁斜面 と 平坦

部の接点 に 発達 し 、 白 川 に沿 う よ う 続いてい る。

さ な か っ たこ と を物語 る 。

ま た 九州 の 中 央部 に 位置す る 阿蘇 山 は 、 東西 に流

れ る 河川 の 分水嶺 に な って い る。こ のこ と は河川 を

通 じ 、 東西の文化の流入 を可能 に して い る と 言 う こ

と がで き 、 こ の 地方 が文化の交流点で あ っ た と い う

こ と がで き る で あろ う 。 西 か ら は曽畑式土器 を 指標

に す る こ と が可能 で 、 白 川 を 通 じて伝播 して き た も

の で あろ う 。こ の 土器 は 九州西海岸 か ら朝鮮半 島 、

白 水村 はこ の よ う な 南郷谷の ほ ぼ中 央部 に 位置 し 、 沖縄 ま で広 く 分布す る 土器 と して知 ら れ る が、 阿蘇

北部の御竃門 山 や烏帽子岳 な ど の 1 ， 100 - 1 ， 300m級

の 山 々 を 背 に し た緩傾斜地上 に あ る 。 杉の本遺跡 は

地籍上 は熊本県阿蘇郡 白 水村大字 中松字杉の本に位

よ り 東へ は希薄 で あ る 。 ま た 、 東側 か ら は 瀬戸内地

方 や東九州 の 土器 が出土 して い る。

こ の よ う な遺跡の 特徴 を 概観す る と 、 2 種類 に 分

置 す る 。 一帯 は 、 溶結凝灰岩 を 基盤 と して火山灰質 け るこ と がで き る 。ひ と つ は 各期土器が出土 して長

の酸性土が覆 い 、 土 地 は決 して肥沃 で は な い。 ま た 、 い期間存続 し た と 見 ら れ る 生活遺跡 で あ る 。 も う ひ

阿蘇山系 の裾野 に あ た る ため 、 村内至 る所 に湧水池 と つ は 1 時期 の土器 し か出土 し な い遺 跡 で 、 こ の 中

が多 く 、 古代 よ り 生活 や農業 ・ 文化の 面で村 を潤す に は 土器 を 伴 わ ず 、 石鎌 を 中 心 に 石器 の み出土す る

一方 、 同 時 に災厄 も も た ら して き た。 阿蘇山 に 降 り 外輪 山高所 の 小遺跡 も 含む。こ の 2 つ の遺跡の あ り

注いだ大雨は土石流とな っ て 、 谷の追ったこの地域 方 は 、 セ ン タ ー的役割 を 持 っ た拠点集落 と 狩猟採集
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第1表 周辺遺跡地名表

Na 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
杉ノ本 白水村中松 杉ノ本 古代・中世 包蔵地

2 一本木前 白水村中松 ( 通称御寺) 古代・中世 包蔵地 阿蘇家居舘跡
3 後藤又兵衛星敷跡 白水村中松 ( 通称芹川) 近世 包蔵地
4 円師庵跡 白水村中松 ( 通称円飾庵) 中世 寺社

5 竹崎屋敷跡 白水村両併 ( 通称竹崎) 中世 包蔵地

6 南鶴 白水村吉田 南鶴 弥生 包蔵地 弥生土器片多数
7 吉田城跡 白水村吉田 城後 中世 織
8 新町 白水村吉田 城後 縄文 包蔵地 縄文後期土器
9 孝女白菊墓 白水村白川 女辻 近世 墓

10 白川水源地 白水村白川 出口 弥生7中世 包蔵地
" 無量寺跡 白水村両併 寺山 中世 寺社 両併の阿弥陀仏
1 2  市下械跡 白水村両併 城山 中世 域
1 3  中郷 白水村両併 中郷 古蹟 古境 現状1碁
14 一本松 白水村両併 一本松 弥生 包蔵地 弥生 ( 重孤文)
15 橋口 白水村両併 桶口 縄文・弥生 包蔵地 縄文・弥生、 石鍛
1 6  幅 白水村両併 幅 弥生 包蔵地 弥生、 須恵器・石包丁
17 幅繍穴群 白水村両併 幅 古績 古繍 県道工事の時破壊 4基残存

18 祇園 白水村一関 祇園 古代・中世 包蔵地 阿蘇家居館跡
19 一関 白水村一関 弥生・中世 包蔵地

20 無回 白水村一関 無回 弥生・中世 包蔵地

21 一関A 白水村一関 古代?中世 包蔵地

22 一関B 白水村一関 古代?中世 包蔵地
23 南町 白水村吉田 縄文?中世 包蔵地

24 御手水 白水村白川 弥生 包蔵地

25 古坊中僧坊跡 白水村中松 古坊中 古代 寺社 阿蘇町との境界不明

26 檀城跡 ( 峰城跡) 白水村中松 壇域 中世 織
27 上積 白水村吉田 上積 中世 石造物

28 倶利加羅谷 白水村白川 倶利伽羅谷 中世 包蔵地

29 娼ノ尾 久木野村河陰 摺ノ尾 弥生 包蔵地 弥生土器・石器

30 柿野釈迦堂跡 久木野村河陰 酉鶴 中世 寺社

31 阿弥陀堂板碑 久木野村河陰 摺野 中世 石造物

32 猶須A 久木野村河陰 猶須原 縄文 包蔵地 縄文早前中期土器

33 慈水城跡 久木野村河陰 猶須原 中世 域 中世城跡

34 羅漢窟 久木野村河陰 猶須原 古代 包蔵地

35 平原 久木野村久石 ( 通称平原) 弥生 包蔵地 弥生土器片

36 柏木谷 久木野村久石 柏木谷 縄文・弥生 包蔵地 県
37 片山寺跡 久木野村久石 桑原鶴 古代 寺社

38 自禿山城跡 久木野村久石 上駄原 中世 城 商郷械跡か?

39 妙音寺跡 久木野村久石 本田 古代 寺社

40 天徳寺跡 久木野村久石 酉一丁目 古代 寺社

41 恵良館跡 久木野村久石 ( 通称原尻) 中世 包蔵地

42 本田 久木野村久石 本田 弥生?中世 集落
43 ナンゾウ坊 久木野村久石 ナンゾウ坊 古代 寺社

44 酉一丁田 久木野村西一丁田 弥生・古績 集落 古績

45 東一丁田 久木野村東一丁田 弥生・古績 集落
46 小無田鶴 久木野村小無回鶴 縄文・弥生 集落
47 小無田鶴 久木野村小無回鶴 縄文・弥生 集落
48 駒返城跡 久木野村久石 ( 通称城山) 中世 域

49 東福寺跡 久木野村久石 五の小石 中世 寺社

50 陳林 久木野村久石 陳林 弥生 埋葬
51 六の小石古績群 久木野村久石 六の小石 古境 古蹟 ヰサ
52 ー子石 久木野村久石 ( 通称上二子石) 弥生 包蔵地 弥生土器

53 羅漢岩+六羅漢 久木野村久石 中世 石造物

54 谷頭 久木野村河陰 縄文 包蔵地 石斧・石鍍・石匙

55 とりのこ塚の石仏 久木野村河陰 中世 石造物

56 放牛石仏 久木野村河陰 近世 石造物

57 室町の板碑 久木野村河陰 中世 石造物

58 観音寺跡 久木野村河陰 古代 寺社

59 久木野神社眼鏡橋 久木野村河陰 近世 建造物
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第l節 遺跡の環境

Na 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
60 摺尾の釈迦堂 久木野村河陰 中世 寺社 近くに宝箆印繕あり
61 願成寺跡 久木野村河陰 中世 寺社 宝箆聞繕あり
62 原口 久木野村河陰 弥生?中世 包蔵地
63 原口 久木野村河陰 弥生7中世 包蔵地
64 原口荒神さん板碑 久木野村河陰 中世 石造物 阿弥陀=噂
65 原口 久木野村河陰 弥生?中世 包蔵地
66 千代前の墓碑 久木野村河陰 石造物
67 猶須原 久木野村河陰 古境・古代 包蔵i也
68 名称不明 久木野村河陰 中世 石造物
69 猶須B 久木野村久石 縄文 包蔵地
70 ーの山の上石塔群 久木野村久石 中世 石造物
71 おたまいさん板碑 久木野村久石 中世 石造物
72 栗焼板碑1 久木野村久石 中世 石造物
73 栗焼板碑2 久木野村久石 中世 石造物
74 小無田鶴 久木野村久石 弥生7古代 包蔵地
75 ーの大平原板碑 久木野村久石 中世 石造物 現在は所在不明
76 御陳 久木野村久石 弥生 包蔵地
77 桑原五輪繕 久木野村久石 中世 石造物 一石五輪
78 経線古繍 久木野村久石 古績 古境 土師器出土、 板碑(天文11年)あり
79 酉左敷 久木野村久石 古代・中世 包蔵地
80 原尻 久木野村久石 中世 包蔵地
81 原尻の板碑群 久木野村久石 中世 石造物
82 ニの陣林豪族館跡 久木野村久石 中世 包蔵地 ニ子石丸郎左衛門屋敷跡か、六角形の水舗あり。

83 六の小石 久木野村久石 古績 包蔵地 吉積石材散乱
84 久石A 久木野村久石 古代?中世 包蔵地
85 法華堂板碑 久木野村久石 中世 石造物
86 河陰A 久木野村久石 縄文 包蔵地
87 河陰B 久木野村久石 縄文?中世 包蔵地
88 河陰C 久木野村久石 縄文?中世 包蔵地
89 室町 久木野村可陰 室町 中世 包疎地
90 鼠土械跡 久木野村河除 東屋 中世 城 中世械跡
91 八里木 久木野村河陰 八星木 縄文 包蔵地 縄文土器
92 隠谷御所 久木野村河陰 柿野上 包蔵地 長柄銚子・甲胃
93 扇ノ坂B 久木野村河陰 18石器?縄文 包蔵地
94 扇ノ緩C 久木野村河陰 旧石器?縄文 包蔵地
95 扇ノ:坂D 久木野村河陰 旧石器?縄文 包蔵地
96 豆縁古績(馬見塚) 高森町高森 豆縁 古篇 古繍 町
97 長爆古積 高森町色見 下中山 古境 古蹟 町
98 年の神 高森町高森 小鶴 古償 包疎地
99 柏縁相姫の墓 高森町高森 市下 近世 墓 町
100 柏塚古沢元倫の墓 高森町 近世 墓 町
101 i寧留大和守の碑 高森町高森 小鶴 中世 石造物 町
102 滞留大鷲の墓 高森町高森 大鶴 近世 墓 町
103 高森村総庄屋友庄屋跡 晶森町晶森 小鶴 近世 包蔵地 町
104 丸山城跡 高森町色見 中世 域
105 山烏 高森町色見 山鳥 中世 包蔵地 仏像・石硯・かんざし
106 安楽寺跡観音堂 高森町色見 戸狩・中園前 中世 寺桂 町
107 色見六地蔵 晶森町色見 戸狩・中園前 中世 石造物 町
108 山造第1 蘇陽町上差尾 山造 縄文 包蔵地 石銀、 土器片(縄文)
109 赤谷第1 清和村郷の原 縄文 包蔵地
110 栃木 長陽村河陽 栃木 縄文 包蔵地
111 佐川官兵衛の墓 長陽村河陽 黒川 近代 墓
112 京大火山研究所 長陽村河陽 高野 縄文・弥生 包蔵地
113 西南の役古戦場跡 長陽村河陽 高野 近代 軍事
114 渇大迫の宝箆印繕 長陽村長野 湯大迫 中世 石造物
115 乙ヶ瀬 長陽村長野(通称乙ヶ瀬) 弥生 包蔵地
116 山久保 長陽村山久保 弥生 包疎地
117 吉岡の経線 長陽村長野 吉岡 中世 経爆
118 陽の丘 長陽村河陽 村下 弥生 包蔵地 弥生土器・石器
119 長野綾跡 長陽村長野 陣内 中世 織
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第E章 遺跡の概要

Na 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
120 長徳寺跡 長陽村長野 中江ノ前 中世 寺社
121 河陽 長関村河陽 村の上 中世 包蔵地 麿・宗・明銭1850個、 陶製壷
122 下回城跡 長陽村河陽 正伝寺 中世 城
123 下回東滅跡 長陽村河陽 東下回 中世 城
124 光窪寺跡 長陽村河陽 宮寺鶴 寺社
125 長野A 長陽村長野 弥生 包蔵地
126 長野B 長陽村長野 弥生 包蔵地
127 長野C 長陽村長野 弥生 包蔵地
128 長野D 長陽村長野 弥生 包蔵地
129 長野E 長陽村長野 縄文・弥生 包蔵地
130 河陽A 長陽村河陽 縄文・弥生 包蔵地
131 河陽B 長陽村河掲 弥生 包蔵地
132 河陽C 長陽村河陽 弥生 包蔵地
133 河陽D 長陽村河陽 弥生 包蔵地
134 河陽E 長陽村河陽 弥生 包蔵地
135 河陽F 長陽村河鱈 縄文・弥生 包蔵地
136 河陽G 長陽村河陽 縄文・弥生 包蔵地
137 桑鶴古屋敷 西原村小森 桑鶴 縄文7古蹟 包蔵地 縄文・弥生・古績期土器出土
138 桑鶴扇坂の口(桑鶴古池サン) 酉原村小森 桑鶴 縄文・弥生 包蔵地 縄文・弥生
139 桑鶴 酋原村小森 桑鶴 弥生 包蔵地 弥生土器・土師器・須恵器
140 日南為 酉原村烏子 日i有為 縄文?古代 包蔵地
141 桑鶴土橋 西原村小森 桑鶴土橋 縄文・弥生 包蔵地 縄文・弥生土器、 土師標
142 丸林 酉原村小森 桑鶴 縄文?古代 包蔵地
143 烏子城 西原村烏子 上鳥子 中世 城 中世城跡
144 うっさい 西原村小森 土橋 弥生 包蔵地 弥生後期土器
145 袴野 西原村小森 祷ノ雷 縄文・弥生 包蔵地 縄文前期・弥生土器
146 揺が池 西原村小森 桑鶴 弥生 包蔵地 弥生後期土器・土師器・須恵器
147 揺が池菌側台地 酉原村小森 暴鶴 縄文・弥生 包蔵地 縄文後晩期・弥生後晩期土器
148 扇ノ:妓A 西原村 桑鶴 旧石器?縄文 包蔵地 土器片・剥片・石核採集
149 箱式石棺 菌原村富山 医王寺向 中世 吉績 地蔵車事
150 冠ヶ岳第1 酉原村宮山 医王寺向 弥生 包蔵地 弥生土器出土
151 冠ヶ岳第2 西原村宮山 医王寺向 包蔵地 石槍
152 冠ヶ岳第3 酉原村宮山 医王寺向 包蔵地 石鍛・石匙
153 河原第2 西原村河原 大野 旧石器 包蔵地 旧石器、 縄文
154 冠ヶ岳第4 酉原村富山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
155 冠ヶ岳第5 酉原村富山 医王寺向 l日石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
156 冠ヶ岳第6 西原村宮山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、調j片・石核採集
157 冠ヶ岳第7 西原村富山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
158 冠ヶ岳第8 酉原村宮山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
159 冠ヶ岳第9 酉原村富山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
160 冠ヶ岳第10 西原村富山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
161 冠ヶ岳第11 酉原村宮山 医豆寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
162 冠ヶ岳第12 酉原村富山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
163 冠ヶ岳第13 西原村宮山 医王寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
164 冠ヶ岳第14 酉原村宮山 医主寺向 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
165 冠ヶ岳第15 西原村富山 医王寺向 旧石著書?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
166 冠ヶ岳第16 西原村宮山 医王寺向 旧石器7縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
167 河原第18 西原村河原 大野 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 自由l片・石核採集
168 河原第19 西原村河原 大野 旧石器?縄文 包蔵地 土器片、 剥片・石核採集
169 瀬田裏 大津町瀬田 長袖ほか 縄文・古繍 包蔵地
170 瀬田裏古繍群 大津町瀬田 瀬田裏 古繍 古墳 3 ? 4基(石室のみ)、 封土なし
171 瀬田裏E地点 大津町瀬田 瀬田裏 縄文 包蔵地
172 南郷往遺跡 大津町外牧 近世 建造物 石畳道、 幅約2m長25m
173 土井出取入口 大津町外牧 大鶴 近世 建造物
174 岩戸神社岩かげ 大津町外牧 大鶴 縄文 包蔵地 岩陰遺跡
175 瀬田裏B 大津町瀬田 縄文 包蔵地 土器片、 石鍛など
176 大鶴A 大津町外牧 大鶴 縄文 集落 県鶴査
ln 大鶴B 大津町外牧 大鶴 縄文 集落 県調査
178 前畑 大津町外牧 前畑 縄文 包蔵地 内牧遺跡A
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第1節 遺跡の環境

中 の短期 間 の滞在 を示す も の と 解釈 で き る。 南郷谷

で は 、 点 的 な 土器採集例 は あ る が、 集落跡 な どの ま

と ま っ た遺跡 は な く 、 そ の 実態 は 明 ら かで な い。

弥生時代
阿蘇地方 に 弥生文化が前期末頃 か ら そ の影響が見

ら れ る が、 生活跡 は 不 明 で あ る。遺構 と して は 中期

初頭、 狩尾方 無 田遺跡 ( 阿蘇町) の竪穴住居が最古

の も の で あ る 。 後期 に な る と 阿蘇谷 を 中 心 に遺跡の

数 を増 して行 く 。 土器 の様相 よ り 東西 に門戸 を聞 い

って華 や か な 古墳文化形作 る の に対 して 、 南郷谷の

方 は 分布が希薄 で系統的 な 整 理 に至 って い な い。 大

ま か な 分布 は 、 谷 中 央部 か ら 東側 部分 に か けて の外

輪 山丘陵尾根部や斜面 に 立地 して い る 。

高森 町の上色見古墳群 は 6 基以上の石棺が分布 し 、

人骨 と と も に鉄剣 が出土 し た。 同 町の 上 ノ 園古墳群

は 、 l 基の 円墳 と 2 基 の箱式石棺 か ら な り 、 太万 、

銀環 、 鉄鉱、 馬具 な どが出土 し た。 久木野村の六 ノ

小石古墳群 は 4 基の 円墳か ら な り 、 l 号墳 か ら金銅

た縄文以来 の 文化流入 のル ー ト は依然継続 してお り 、 製鈴 、 水晶製切子玉、 万子、 鉄鉱が出土 し 、 遺物 よ

白 川 流域 、 大野川 流域、 南部山岳地帯 な ど を 経由 し り 6 世紀後半 の も の と思 わ れ る 。 ま た 、 同村柏木谷

た 文化の影響 を看取で き る 。 遺跡では 圃場整備 に と も な う 調査が実施 さ れ、 方形

南郷谷 に お いて 、 前期 ・ 中 期 の 実態 は 明 ら かで な

く 、 現在知 ら れて い る も の は 、 概 して弥生後期 の遺

跡 で あ る 。遺 跡 は主 に 、 低地 に臨 む麓 に 立地す る も

の と 、 正陵地 に 立地す る も の があ る。低地の遺跡 を

代表す る も の は 、 白 水村の南鶴遺跡があ る 。 後期 の

周溝墓12基、 円形周溝墓9 基、 円墳 l 基の存在が確

認 さ れ た。 円墳は 4 世紀代の も の と 推定 さ れてお り 、

外径34. 5mで、 南郷谷 で は最大規模の も の で あ る。

古代
古代 の遺跡 は不明 な 点が多 い が、 4 世紀以降、 大

集落跡 と 考 え ら れ、 1974 ( 昭和49) 年 の耕地整理作 和朝廷 の影響下 に あ っ た 阿蘇氏 が国造 と して 阿蘇地

業 中 に 大量 の査 ・ 聾 ・ 石斧 ・ 畿 な どの遺物が発見 さ 方 を支配 し た も の と 思 わ れ る 。 古代律令制 に お いて

れ た。 一方丘陵地の遺跡で は 、 西原村の谷頭遺跡が 南郷谷 は 阿蘇郡 に属 し 、 本遺跡の位置す る 白水村 は 、

あ る。こ の遺跡 は外輪 山 の西斜面標高約450mの高所

に あ り 、 水 田耕作 に は不適 の 地で あ る。 注 目 さ れ る

の は 、 竪穴住居の 中 よ り 多量の磨製石鎌 の製品 ・ 未

製品 と と も に 、 ‘ 石包丁 の 完成 品 と 未製品が出土 し た

こ と で あ る 。長陽村沢津野遺跡 も 同様 の性格 の遺跡

と 思 わ れ る が、 平坦部の水田耕作 を 中 心 と す る 集落

と の交流 を想起 さ せ る も の で あ る 。

先 の南鶴遺跡 に 見 る よ う に 、 南郷谷 に稲作が始 ま

り 、 集落が形成 さ れ る の は 少 な く と も 弥生後期 か ら

で あ る 。 立 地 は 火 口正 よ り 谷部へ延 びる 台地の先端

部、 も し く は外輪 山 内壁斜面 で あ り 、 平坦部 と の境

に湧 き 出す湧水 を利用 し た水 田耕作 で あ っ たこ と が

想像 さ れ る 。 他 に 久木野村の西一丁 目遺跡、 相木谷

『和妙抄 』 の 中 の知保郷 に あ た る も の と 考 え ら れて

い る。 阿蘇氏 は 、 律令体制確立後 も 阿蘇社神主 と 郡

司 を兼任す る 存在 と して 、 南郷 に も そ の影響力 は 及

ん で い た も の で あろ う 。 さ ら に 白 河天皇 の承暦年間

に 、 阿蘇荘が四至 を定めて立荘 さ れ た ( 阿蘇文書) 。

す な わち 、 奈良 ・ 平安初期以来私営 田領主 と して出

発 し た 阿蘇氏 は 、 古代末期 に は 、 阿蘇郡 に お いて そ

の領主権 を 確立 し た の で あ る 。

ここ杉の本遺跡 は 奈良時代 の 大規模 な 掘立柱建物

や竪穴住居の住居群が検出 さ れ た。 特 に 掘立柱建物

は規模が大 き く 、 当 時の 開発領主層 の 建物跡 と 推測

さ れ、 南郷谷 に お いて本格 的 な荘 園支配が始 ま る 前

の集落形態 を示す遺跡 と して注 目 さ れ る 。 ま た 、 南

遺跡、 摺尾遺跡、 小無田鶴遺跡、 二子石遺跡な ど、 郷谷に は古代か ら 中世にかけ て の神社 ・ 寺院が多く、

外輪 山 内壁斜面 に 弥生 の 集落が多 く 見 ら れ る 。 ま た 、 中岳噴火 口西方 の西巌殿寺 (古坊 中 ) は 8 世紀 に 起

長陽村の長陽 中 学校遺跡や京大火山研究所遺跡 も 集 源 を 持つ と 伝 え ら れ、 白水村の祇園社 は 9 世紀 に 起

落跡 と して知 ら れ る 。 源 を も つ も の と い う 伝承がのこ る 。

古墳時代 中世

古墳時代 に な る と 南郷谷 に も 古墳が作 ら れ る が、 阿蘇氏 は 、 12世紀後半 に は 阿蘇谷 よ り 南郷谷 に拠

阿蘇谷が中 通古墳群 を 中 心 と し た 多 く の古墳群 に よ 点 を 移 し 、 「南郷大宮司J と して 史料 に登場す る よ
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第E章 遺跡、の概要

う に な る。 そ の 後、 南 北朝期 に は 阿 蘇氏 も 南朝方

(矢部) 北朝方 (南郷) に 分裂 し 、 争乱 を繰 り 返 し

た。阿蘇両 家 の統一 は 中 央 よ り も 遅 れて統ーがな さ

古代の遺構 と 遺物 で あ る 。遺構 の 内容 は 竪穴住居、

掘立柱住居、 溝 な どで、 ピ ー ク は 7 世紀 中葉 か ら 9

世紀 中葉 ま で で あ る 。 他 に 中 世 の掘立柱建物 と 竪穴

れ、 拠点 を矢部 に移す15世紀前半 ま で南郷谷 は 政治 住居が若干確認で き る 。 中 で も 古代の掘立柱建物 の

の 中 心 と な っ た の で あ る 。 そ の ため南郷谷 に は 中 世 規模 は大 き く 、 遺跡の形成者 は荘園体制 が確立 して

城や寺院跡、 板碑 な どの石碑類が点在 し 、 数 も 多い。 行 く 時期 の在地領主 的 な 性格 を 持つ有 力 者 で あ る こ

1994、 5 (平成 6 、 7 ) 年度 に 調査の行 わ れ た二 と を想像 させ る 。遺構の 変遷 を 見 る と 、 竪穴住居か

本木前遺跡や祇園遺跡 は そ の 集 中 地 区 に あ り 、 当該

地域が中 世 に お いて重要 な 地域であ っ た こ と が想像

さ れ る。 1994、 5 (平成 6 、 7 ) 年度 に調査の行 わ

れ た二 本木前遺跡か ら は 、 方一町の大規模 な濠 に か

こ ま れ た 方形居館跡が検出 さ れて お り 、 1995 (平成

7 ) 年度調査の祇園遺跡か ら は 大規模な掘立柱建物

が39棟検出 さ れ、 大量 の 陶 磁器が出土 し た。遺跡、の

内容 や 、 歴 史的環境か ら両遺跡 は 「南郷大宮 司館」

と 推定す る こ と がで き る 。

近世

天正15年 、 豊臣秀吉 の 九州 出仕後、 南郷は佐 々 領

と な り 、 そ の 後加藤、 細川領 と 変遷す る。 細川藩政

で は 手永制が敷 か れ る が、 現 白 水村 は高森手永 に属

す る。 手永会所は最初高森 に 置 か れ た が、 後 に吉 田

新 町 に 移 さ れ、 白 水村 を 中 心 と す る 南郷谷 中央部は

政治・経済 の 中心地 と 位置づけ る こ と がで き る 。 南

郷谷 の 近世の遺跡 は ほ と ん ど知 ら れてお ら ず、 考古

学的 な ア プロ ーチがほ と ん ど為 さ れてい な い の が現

状であ る 。 今後の資料の 集積・整理が待 た れ る 。

第2節 遺跡の概要

今回発掘 し た杉 の 本遺跡 は 、 熊本県阿蘇郡 白水村

大字 中松 に所在 して い る o 前節 で も 見 た よ う に 、 立

地す る 場所 は 阿蘇南郷谷 中 央、 阿蘇五岳が白川 に 向

けて緩や か下 降す る末端 に 位置す る。 旧地形で は南

郷谷 を 特長付 け る 魚鱗状の棚 田 の 中 に あ り 、 近世以

来の大幅 な 開 田 で 田 か ら 田への段差も大 き い。標高

は約395 �400mで あ る 。

発掘調査は県営圃場整備事業 ( 白水西部地 区) に

f半 って1982 (平成 4 ) 年 度 に 実施 さ れ た。 そ の結果、

飛鳥 ~ 鎌倉時代の遺構が検出 さ れ た。 包含層 に は縄

文 後期 の遺物 も 若干含ま れて い た が、 遺跡の中心は

ら 掘立柱建物への移 り 変 わ り を捉 え る こ と がで き 、

興味深 い。 ま た 、 阿蘇地方 に お いて古代集落が調査

さ れ た 例 は な く 、 本調査で の 成果 は 、 律令制確立期

か ら 荘 園制社会へ の 移行期 の村落の様相 を 示す例 と

して貴重 で あ る 。

第3節 遺跡、の層位と包含層

本遺跡の 立地 は 阿蘇 山裾野 の 緩斜面 の末端 に あ る

り 、 幾重 に も 重 な る 棚 田 の下層 に保存 さ れて い た。

そ の ため 、 棚 田 の形成時 か ら か な り の 削 平 を受 けて

お り 、 遺構検出面 も か な り の高低差があ り 、 遺構 自

体 も か な り の 削 平 を受 けて い た。 以下基本土層 を 示

す。

①耕作土 (約30crn ) 

②灰暗褐色土 (約30crn ) 

後世の整地 な ど に よ る 撹乱 層 で 、 縄文晩期 ~

近世 ま で の遺物が混 じ る 。

③黒褐色土

黒 ボ ク に あ た る が、 良好 に 残 る と ころ は 少 な

い。遺構 の埋土。

④黄 褐色土

遺構検 出 面。② の 除去後 に 現れ る こ と が多 い。

な お 、 ④の下位層 につ いて は 、 遺跡の近接地 に

地層 の露頭 し た壁面があ っ た ため 、 古環境研究所

に委託 を 行 い 地層観察 を 行 っ た。 詳 し く は 第 4章

に記 し で あ る。
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第E章 調査とその成果

第1節 遺構とそれに伴う 遺物

1 はじめに
本遺跡 は 、 阿蘇五岳 が 白 川 ま で裾野 を延 ばす緩傾

斜地上 に あ る 。 旧地形 で は裾野 を 細 か に刻 む棚 田が

形成 さ れてお り 、 遺構検出 面 は 削平が激 し く 、 遺構

の残存状態 は あ ま り 良 く な か っ た。 こ の よ う な傾斜

地 に も 、 古代 に お いて は 集落が形成 さ れて い た こ と

が、 調査 に よ って 明 ら か に さ れ た。 こ こ で は 遺構の

主 な も の と して 、 竪穴住居35基、 掘立柱建物25棟 を

取 り 上 げ る 。

2 竪穴住居(S 1 ) 
S 101 (第5図)
【遺構】

I 区西側 ( F - 2 区) に位置す る 遺構で、 切 り 合

い は な い。 遺構南側 は 削 平 を受 け不明瞭 で あ る が、

ほ ぼ正方形 プ ラ ン を 持つ小型の住居で、 主軸方位 は

N30' E で あ る。

東西軸3. 3 m 、 南北軸3. 0m。 深 さ は 15cm で 、 南側

は遺跡の傾斜 に沿 って削平 を受 けて い る。柱穴 は 2

本で 中 央 よ り 西 に よ り 、 直径25 -40cm 、 深 さ 40- 60

cm と 均一 で な い。 硬化面 は竃周辺 に 東西 に延 びる。

硬化面下 に 直径約 100cm の貯蔵穴状の土坑があ り 、

住居建設時 に作 ら れ た も の あ る が、 用途 は不 明。

竃 は 北側壁面 ほ ぽ中 央 に位置す る 。 煙道が北 に延

び、 燃焼面 は残 る が、 ソ デ は 残 ってい な い。

[遺物1

5ー 1 竃 よ り 出土 し た 土師器杯。 口径12. 8cm。器

高3. 1cm o 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎 土 は 砂粒 が少 な く き

め細か。 底部か ら の 立ち上が り に 丸 み を 持 ち 、 底径

が小 さめ。 全体 に 丁寧 な ナ デ調整で 、 体部下半 は l

条 ヘ ラ 削 り を 行 って い る 。 丹塗 り で色調 は糧色。 内

外面 の一部 に カ ーボンが付着す る。

5- 2  貯蔵穴 よ り 完形 で出土 し た 須恵器坪。 口径

12. 8cm。器 高4. 2cm。底 部 は へ ラ 切 り 。 胎 土 は 砂粒

が混 じ り や や粗 い。 体部 は口縁部 に か けて真 っ 直ぐ

に 伸 び る 。 体部外面 に はロ ク ロ 目 が残 る 。 見込み を

横 ナデする。 色調 は に ぶ い樺色。

5 - 3  貯 蔵 穴 よ り 出 土 し た 土 師器 聾。 復 原 口 径

23. 6倒。 胎土は砂粒が多 く 粗い。 口縁部 は緩 く 外反

す る 。 口縁部内面 に は ハ ケ 目 で l 周す る よ う に 施文

す る 。 体部外面 は 縦 に ハ ケ 目 調 整 し 、 口縁部外面 は

横 ナ デ を 行 う 。 体部 内 面 は 上方へヘ ラ 削 り 。 色調 は

に ぶ い樟色。

5 - 4  竃 よ り 出土 し た 土 師器費。 復原 口 径26. 0叩。

胎土 は砂粒が混 じ り 粗い。 口縁部は ゆ る く 外折す る。

口縁部内面 に は ハ ケ 目 で l 周 す る よ う に 施文す る 。

体部外面 は 縦 に ハ ケ 目 調整 し 、 口縁部外面 は横 ナ デ

を 行 う 。 体部 内 面 は 上方へヘ ラ 削 り 。 色調 は に ぶ い

樫色 で 、 内外面 に カ ーボンが付着す る 。

5- 5 竃 よ り 出土 し た 土 師器聾。 復原 口径26. 5cm。

胎土は砂粒 は 少 な い が や や 粗い。口縁部 は緩 く 外反

す る 。 口縁部内面 に は ハ ケ 目 で 1 周す る よ う に う す

く 施文す る 。 体部外 面 は 縦 に ハ ケ 目 調整 し 、 口縁部

外面か ら 体部上方 に か けて は横 ナ デ を 行 う 。 体部 内

面は斜め上方へへ ラ 削 り 。 色調 は に ぶ い樺色 で 、 外

面 に カ ーボンが付着す る 。

S 102 (第6図)
[遺構】

I 区西側 ( E - 3 ・ 4 区) に位置す る 遺構 で 、 S

104、 05 を 切 って い る 。 遺構西側 は調査区外 で あ る

ため 、 プ ラ ン の 全容 は 不 明 で あ る 。 主軸方位 は N27

• E で あ る。

切 り 合 い の 北側 に 位 置 し 、 南北軸6. 0 m 、 東西軸

(3. 2 m ) 。深 さ は 15cm で あ る 。柱 穴 は伴 う も の は確

認で き な か っ た。 硬化面 は確認で き な か っ た。 遺構

東側 に 直径80cm の貯蔵穴状の土坑があ る 。

竃 は北側壁 面 に位置 し 、 調 査 区 の線 の際 に あ る が、

ほほ 中 央 に位置す る も の と 思 わ れ る 。 黄色粘土のソ

デが東側 に 残 っ て い る が、 ソ デ石 の抜 き 取 り 痕 と 粘

土の広が り が確認で き る 。ソ デ よ り 西側 に は燃焼面

が残 る。

【遺物1

6ー 1 土師器聾。 復原 口 径23. 7cm。 胎 土 は砂粒が

多 く 組い。 口縁部 は 外反 す る 。 口縁部内面 は ナデ調

整。 体部外面 は残存率悪 く 、 観察で き る範囲で は ナ

デ調整。 体部内 面 は 斜め 上方へヘ ラ 削 り 。 色調 は に
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第E章 調査とその成果

ぶい糧色で、焼きむらにより黒変した部分がある。 確認できない。硬化面も明瞭なものは確認できない。

6-2 土師器杯。復原口径12.9cm。器高3.2cm。 遺構の東側に貯蔵穴がある。

底部はヘラ切り。胎土は砂粒が混じるが細かい。体 焼土が北側壁面ほぽ中央にある。燃焼面に伴う土

部は口縁部にかけて真っ直ぐに伸びる。色調はにぶ 坑があるが、 ソデは確認できない。

い糧色。 【遺物1

8ー1 土師器杯。復原口径12.7cm。器高2.7咽。

S 104 (第 6 、 7 図)

【遺構】

I区西側(Eー3 ・ 4区)に位置する遺構で、 S

I05を切り、 S I02に切られている。遺構西側は調

査区外であるため、プランの全容は不明である。主

軸方位はN" 27Eである。

切り合いの中央に位置し、 南北軸4.8m、東西軸

(2.6m)である。深さは15叩で、南側は遺跡の傾

斜に沿って削平を受けている。柱京は確認できなか

った。硬化面は竃東側に南北に延びる。遺構東側に

直径約1∞佃の貯蔵穴がある。

竃I�北側壁画ほほ中央に位置する。土坑状の掘り

こみと焼土が確認できたが、 ソデは残っていない。

S 105 (第 6 、 7 図)

【遺構】

I区西側(E-3 ・ 4区)に位置する遺構で、 S

I02、04に切られる。遺構西側は調査区外であるた

め、プランの全容は不明である。主軸方位はN290

Eである。

切り合いの東側に位置し、 南北軸4.0m、東西軸

(3.2) mである。深さは15咽 で、南側は遺跡の傾

斜に沿って削平を受けている。柱穴は確認できなか

った。硬化面も明瞭なものは確認できなかった。遺

構東側に直径40叩の貯蔵穴状の土坑がある。

竃は北側壁画に位置する土坑状の掘りこみと焼土

が確認できたが、 ソデは残っていない。

S 103 (第 8 図)

【遺構】

I区東側( G-4区)に位置する遺構で、切り合

いはない。不定形の方形プランを持つ小型の住居で、

主軸方位はN 5 0  Eである。

南北軸2.4m、東西軸2.4m。深さは15cm。柱穴は

底部はヘラ切り。胎土は砂粒が少なくきめ細か。口

縁部が大きく聞き、底径が小さめ。底部付近は、深

いロクロ 目 による凹線が 1条付く。全体に丁寧なナ

デ調整。丹塗りで色調は糧色。

8-2 土師器杯。復原口径15.5cm。器高4.6cm。

底部はヘラ切り。胎土は砂粒がやや混じるが、細か。

口縁部は大きく聞き、 端部はやや外反する。体部内

外面ともナデ調整で、外面はヘラによる回線が数条

入る。色調はにぶい黄櫨色。

8-3 土師器杯。復原口径13.8価。器高2.8cm。

底部はヘラ切り。胎土は砂粒が少なくきめ細か。 口

縁部が大きく聞き、底径が小さめ。内外面ともナデ

調整で、底部付近は深いロクロ 目 による凹線が l条

付く。見込みを横ナデする。丹塗りで色調は樺色。

底部に「手」という墨書がある。

8-4 土師器費。復原口径22.8価。胎土は砂粒が

多く粗い。口縁部は緩く外反する。口縁部内面はナ

デ調整。体部外面は頚部まで縦のハケ 目 調整、口縁

部外面はナデ調整。体部内面は斜め 上方へヘラ削り。

色調はにぶい糧色で、外面にカーボンが付着する。

S 10 6 (第 9 図)

【遺構I

I区東側(F・ G-4・ 5区)に位置する遺構で、

切り合いはない。ほぽ正方形のプランを持つ住居で、

主軸方位はN300 Eである。

南北軸5.4m、東西軸5.2m。深さは15叩で、南西

側は遺跡の傾斜に沿って削平を受けている。柱穴は

4 本で、直径15-23cm。柱穴の深さは48-52cm であ

る。硬化面は遺構中央部に東西に広がる。遺構北東

隅に直径80咽ほどの不定形の貯蔵穴がある。

竃は北側壁面のほぼ中央に位置し、燃焼面とそれ

に伴う浅い土坑が確認できたが、 ソデは残っていな

U 、。
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S 109 ( 第10、 1 1 、 13図 )[遺物】

[遺構】須恵器杯。 復 原 口 径16. 4cm。 器高5. 7cm。9 - 1 

S I 区東側 ( E - 5 ・ 6 区) に位置す る遺構で、底部は ヘ ラ 切 り 。胎土 は砂粒がや や混 じ る が細 か い。

1 08 を 切 って い る 。 ほほ正方形 の プ ラ ン を 持つ住居口縁部 に か けて薄 く 真 っ 直ぐ に底部の器 肉 が厚 く 、

E で あ る。で、 主軸方位 は N 260伸 びる 。 体部内外 面 は 丁寧 な ナ デ調整。 見込み を 横

南北軸4. 8m 、 東西軸4. 8m。 深 さ は lOcm で 、 南西ナ デす る 。 色調 は糧色。

側 は遺跡の傾斜 に沿 って削平 を受 けて い る 。 柱 穴 は

4 本で、 直径 は約40cm。 柱 穴 の 深 さ は60 - 70叩 で あ

る 。 明瞭な 硬化面は確認で き な かった。 遺構北東隅

戸hdnd
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107、 16を切っている。 方形のプランを持つ住居で、

主車111方位はN26' Eである。

南北11111] (4.8) 111、 東西1Iî�16.2111。 深さは12cmで、

南西側は遺跡の傾斜に沿って削平を受けている。 柱

穴は 4本で、 直径は約40cm。 柱穴の深さは24�30cm

である。 硬化面は寵周辺に確認できた。 遺構 北東隅

に100X80cm の貯蔵穴がある。

篭は北側壁面のほぼ中央に位置するが、 浅い土坑

が確認できたのみで、 ソデや燃焼面は残っていない。

S 108 (第10、 12、 13図 造物]

[遺構 13- 3 土師器杯。 復原口径15.6clllo }I台土は砂粒が

と北西隅に100X80cmほどの貯蔵穴がある。

竃は北側壁面のほほ中央に位置するが、 浅い土坑

が確認できたのみで、 ソデや燃焼面は残っていない。

[遺物]

13- 5 須恵器壷または裂の胴部。 胎土は砂粒が少

なくきめ細か。 外面は来日lかな格子目のタタキがはい

り、 内面は同心円の当て具痕が付く。 器肉が薄い。

色調は、 外面が灰色で内面は褐色 。

I区東側(F - 5 ・6区)に位置する遺構で、 S 少ないが、 やや粗い。 丸み を持った体部から、 口縁

nio
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S 107 ( 第10、 1 1 、 13図 )端部が外反す る。内外面 と も 細 か な 単位で手持 ち に

【遺構】よ る ヘ ラ 磨 き を 行 う 。 丹塗 り で色調 は樺色。

S I区東側 ( F - 5 ・ 6 区 ) に位置す る 遺構 で 、土 師器鉢。 復原 口 径28. 3cm。 胎土は砂粒が13 - 4 

S 1 08 に 切 ら れて い る 。 方形 の プ ラ ン1 16 を 切 り 、混 じ り 、 や や粗い。 口縁部 は 緩 く 外 反す る 。 体部外

E で あ る。を 持つ住居で、 主軸方位 は N26"面 と 口縁部内外 面 は ナ デ調整で、 内面は横方向 に へ

南北軸 (2. 6) m 、 東西軸4. 6 m。 深 さ は20cm で 、

南西側 は遺跡の傾斜 に沿って 削 平 を受けて い る 。 柱

ウtqL

 

ラ 削 り を 行 う 。 色 調 は 褐灰色。
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第 l 節 遺構とそれに伴う遺物

穴 は 4 本 と 思 わ れ る が、 3 本 し か確認で き な い。柱

穴 の 直径 は32 � 52cm 、 深 さ は28cm で あ る 。 硬化面は

竃 周 辺 に確認で き た。遺構北東隅 に60 X 40cm ほ どの

貯蔵穴があ る 。

竃 は北側壁面 の ほ ぼ中 央 に位置 し 、 ソデ石 と ソデ

を 残 して い る 。 煙道 を 含む土坑 内 の両脇 に 、 花嗣 岩

を芯 に して黄 色粘土捲 いて い る 。 土坑 中 央 に は 聾 を

支 え る ため の 石 を据 え 付 け る 。 土坑 内 に は焼土が厚

く 堆積 して い た。

【遺物1

13ー 1 土師器聾。 復原 口 径19. 1cm。胎土 は砂粒が

多 く 粗い。 口縁部 は ゆ る く 外折す る 。 口縁部内面は

ナデ調整。 体部外面 は頚部 ま で縦の ハ ケ 目 調整 し 、

頚部 よ り 口縁部外 面 ま で は ナデ調整 を す る。 体部内

面 は斜め 上方へヘ ラ 削 り 。 色調 は にぶ い糧色 で 、 口

縁部外面 に カ ー ボンが付着 す る 。

13- 2 土師器蓋。 復原 口 径21 . Ocm o 胎土 は砂粒が

多 く 粗い。 口縁部 は ゆ る く 外折す る 。 口縁部内面は

ナデ調整。 体部外 面 は 頚部 ま で緩 いハ ケ 目 調整 し 、

頚部 よ り 口縁部外 面 ま で は ナデ調整 を す る 。 体部内

面 は斜め 上方へヘ ラ 削 り 。 色調 は にぶ い樫色。

S 11 6 ( 第 10、 12 、 13図)

[遺構】

I区東側 ( F - 5 ・ 6区) に位置す る遺構で、 S

107 に 切 ら れ る 。方形 の プ ラン を 持つ住居で、 主軸

方位 は N 15D E で あ る 。

南北軸 (3. 0) m 、 東西軸4. 2m。 深 さ は20cm で 、

南西側 は遺跡 の傾斜 に沿 って削平 を受 けてい る。柱

穴 は 4 本 と 思 わ れ る が、 2 本 し か確認で き な い。柱

穴 の 直径 は24 �32畑、 深 さ は28�40cm で あ る。 硬化

面 は竃周辺 に 東西 に延 びる 。

竃 は北側壁 面 の ほほ 中 央 に位置 し 、 ソデ石 を抜い

た痕跡と黄色粘土のソデを残し て い る 。 燃焼室の浅

い土坑 と 焼土が確認で き 、 焼土 中 に須恵器杯 蓋が出

土 し た。

【遺物1

13 - 6 須恵器杯 の蓋。 口径13 . 9cm。 胎土 は砂粒が

少 な く キメが細 か い。 蓋 内 面 に返 り があ り 、 返 り の

外面 に窪 み があ る 。 内外面 と も ロ ク ロ 目 が付 き 、 蓋

の上部は ヘ ラ 削 り 調整。 上部頂 点 に は ヘ ラ で 同 心 円

状 に刻 み を 入 れ、 つ ま み の接合部分 と して い る 。つ

ま み は と れてい る 。 色調 は 明オ リ ープ灰色。

13 - 7  須恵器杯 の蓋。 復原 口 径13. 0cm。 胎土は砂

粒が少 な く キメが細 か い。 査 内 面 に返 り があ り 、 外

面 は 直線的。 内外面 と も ロ ク ロ 目 が付 き 、 蓋 の 上部

はヘ ラ 削 り 調整。 色調 は 暗緑灰色。

S 1 10 (第14 、 15図)

[遺構1

I区東側 ( E . F - 6区) に位置す る遺構 で 、 S

111 、 12 と 重複 して い る が、 削平が激 し く 、 切 り 合

い 関係 は 不 明。方形 の プ ラ ン を 持つ と思 わ れ る 住居

で 、 貯蔵穴が竃 の右隣 に あ る と 仮定 し た場合、 主軸

方位 は N 65D E で あ る 。

南北軸 、 東西軸 と も に 不 明。 深 さ はo cm で 、 遺構

の北東側 が削平 を受 けて い る 。 柱 穴 は 4 本 で 、 直径

は30�36cm 、 深 さ は30�80cm で あ る 。 硬化 面 は確認

で き な い。遺構南東隅 に 120 X 100cm ほ どの貯蔵穴が

あ る。

竃 は確認で き な か っ た。

S 1 1 1  (第14、 15図)

【遺構】

I区東側 ( E . F - 6区) に位置す る 遺構で 、 S

1 1 1 、 12 と 重複 して い る が、 削 平が激 し く 、 切 り 合

い 関係 は不 明。方形 の プ ラ ン を 持つ と思 わ れ る 住居

で 、 貯蔵穴が竃 の右隣 に あ る と 仮定 し た場合、 主軸

方位 は N65D E で あ る 。

南北軸 、 東西軸 と も に 不 明。 深 さ は O cm で 、 遺構

の北東側が削 平 を受 けて い る 。 柱穴 は 4 本で 、 直径

は32cm 、 深 さ は50 �60cm で あ る 。 硬化面 は確認で き

な い。遺構南東隅 に80 X 80cm ほ どの貯蔵穴があ る 。

竃 は確認で き な か った。

S 1 12 (第14、 15、 16図)

[遺構1

I区東側 ( E . F - 6区) に位置す る 遺構 で 、 S

1 1 1 、 12 と 重複 して い る が、 削平が激 し く 、 切 り 合

い 関係 は不 明。方形 の プ ラ ン を 持っ と 思 わ れ る 住居

nu
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第皿章 調査とその成果

で 、 貯蔵穴が竃 の右隣 に あ る と 仮定 し た場合、 主軸

方位 は N45' E で あ る 。

南北軸 、 東西軸 と も に不 明。 深 さ はo cm で 、 遺構

の北東側 が削 平 を受 けて い る。柱穴 は 4 本で、 直径

は28 �40cm 、 深 さ は 16 � 36cm で あ る 。 硬化面 は確認

で き な い。 遺構南東隅 に 100 x80cm ほ どの貯蔵穴が

あ る 。

竃 は確認で き な か っ た。

S I 13 ( 第17図)

[遺構]

I 区西側 (D 0 E - 4 区) に位置す る 遺構で、 S

B 05 に 切 ら れ る 。 ほ ぼ正方形 の プ ラ ン を 持つ住居で、

主軸方位 は N30' E で あ る。

南北軸2. 8m、 東西軸30 0m。 深 さ は 16cm で 、 南西

側 は 遺跡の傾斜 に沿 って削平 を受 けてい る 。 遺構 に

伴 う 柱穴は不明。 硬化面 は 削 平 を受 けて い な い 中 央

か ら 北東 に延 び る 。

竃 は確認で き な い。

[遺物】

17ー 1 土師器杯。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が

少 な く 細 か い。 体部底面付近 にロ ク ロ ナ デ に よ る l

条の窪 み があ る 。 見込み は横 ナ デ を 施す。 丹塗 り で

色調 は にぶ い桂色。底部 に 墨書あ り 。

17- 2 土師器査。 復原 口径9. 0cm。 器高90 5cm。

胎土 は砂粒が混 じ り 、 や や組い。 口縁部は ゆ る く 聞

く 。 口縁部内面 は ナ デ調 整。 体部外面 は頚部 ま で縦

に ハ ケ 目 調整 し 、 頚部 よ り 口縁部外面 ま で は ナ デ調

整 を す る 。底部 は ヘ ラ 削 り に よ り 成形 す る 。 体部内

面 は斜め上方へヘ ラ 削 り 。 色調 は樺色。

S I 1 4  ( 第18図)

[遺構】

I 区南側 (D - 6 区) に位置す る 遺構で、 切 り 合

い は な い。 ほ ぼ正方形 の プ ラ ン を 持つ住居で、 主軸

方位は真北で あ る。

南北軸3. 4m、 東西軸30 4m。 深 さ は20cm で 、 南西

側 は 遺跡の傾斜 に沿 って削平 を受 けて い る。柱穴は

4 本で 、 直径は24 � 32cm 、 深 さ は36cm で あ る。硬化

面 は 竃周辺 よ り 南北 に延 びる 。遺構北東隅 に80 X 80

cm の貯蔵穴があ る O

竃 は北側壁面 の ほ ぼ中央 に位置 し 、 ソ デ部分 と 燃

焼室 の浅い土坑 と 焼土が確認で き る 。

[遺物1

18ー 1 須恵器杯。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 底部の端部 に

高台 を 付 け る 。 高台 は接合面 よ り 外側 に 大 き く 張 り

出 し 、 高台 中 位 に稜 を 持つ。 畳付 き は 鋭角 に 成形す

る。胎土 は砂粒が少 な く 細 か い。 見込み は横 ナ デ を

施す。 色調 は 明 オ リ ー ブ灰色。

S I 1 5  (第四図)

I遺構]

I 区東側 (D - 6 ・ 7 区) に位置す る 遺構 で 、 S

B 07に切 ら れ る 。 方形 の プ ラ ン を 持つ住居で、 主軸

方位は N 19' E で あ る 。

南北軸 (6. 0) m 、 東西軸50 4m。 深 さ は 16cm で 、

南西側 は 遺跡 の 傾斜 に沿 って 削 平 を 受 けて い る 。 柱

穴 は 4 本 で、直径 は32 � 60cm 、 深 さ は32 �48cm で あ る 。

硬化面 は竃周辺 よ り 東側 に延 び る 。 遺構北東隅 に は

150 X 120cm の貯蔵穴があ る 。

竃 は北側壁面 の ほ ぼ中 央 に位置 し 、 燃焼室 の 浅 い

土坑 と 焼土が確認で き る 。

[遺物1

19ー 1 須恵器杯。 復原 口径160 6cm。器高 6 cm。 底

部 は ヘ ラ 切 り 。 底部の端部 に 高台 を 付 け る 。 高台 は

接合面が く ぴ れ、 外側 に 張 り 出 し た 後 に 内傾 し 、 畳

付 き は鋭角 に尖 る 。 胎 土 は砂粒 が少 な く 細 か い。 見

込み は横ナ デ を 施す。 色調 は オ リ ー ブ灰色。 高台 内

と 体部下位 に 自 然紬が付着す る 。

19ー 2 土師器査。 胎 土 は砂粒 が多 く 、 粗い。 体部

下半の み で 、 口縁の形態 は不明。 体部外面 は ナ デ調

整、 内面 は横方向 に ヘ ラ 削 り 。 色調 は にぶ い撞 色。

19- 3 土師器輩。 復原 口径120 4cm。 胎土 は砂粒が

混 じ り 、 や や粗い。 口縁部 は 大 き く 外 反す る 。 口縁

部内面 は ナ デ調整。 体部・頚部外 面 は 頚部 ま で ナ デ

調整。 口縁 内面 は ナ デ調 整。 体部 内 面 は横方向へヘ

ラ 削 り 。 色調 は オ リ ー ブ黒 色。
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S 1 1 7 ( 第20図) 部外面 は ナ デ調整。 色調 は にぶ い黄 櫨色。

[遺構 21 - 4 土師器費。 復原 口径22. 5cm。胎土 は砂粒が

E区西側 ( H ー 5区 ) に 位置す る遺構で、 S 1 18、 少 な く 、 細 か い。 口縁部 は緩 く 外反す る 。 体部の調

19 に 切 ら れ、 S 123 を 切 る。 長方形 の プ ラン を 持つ 整 は 残部が少 な く 不 明 で あ る が、 口縁部内外面 は ナ

と 思 わ れ る 住居 で 、 主軸 方位は真北 で あ る 。 デ調整。 色調 は にぶ い黄 櫨色。

南北軸 (3. 4) m、 東西軸3. 4m。 深 さ は20cm で 、

南側 は遺跡 の傾斜に沿 って削平 を受 けて い る。柱穴

は 4 本 で 、 直径 は24 - 32cm 、 深 さ は36cm で あ る。硬

化面 は竃周辺 よ り に 南北 に延 びる 。遺構北東隅 に は

80 X 60cm の貯蔵穴があ る 。

竃 は 北側壁面 の ほ ぼ中 央 に位置 し 、 燃焼室の浅い

土坑 と 焼土が確認で き る 。

【遺物1

21 ー 1 土 師器費。 復原 口径25. 5cm。胎土 は砂粒が

少 な く 、 細 か い。 口縁部 は ゆ る く 外折す る。 口縁部

内面 は 円周 に沿 ってハ ケ 目 調整。胴部内面 は縦方向

に ヘ ラ 削 り 。 体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整 し 、 口

縁部外面 か ら 頭部 ま で ナ デ調整で、 ハ ケ 目 を 消す。

色 調 は にぶ い糧色。

21 - 2 土師器聾。 復原 口径24. 8cm。 胎土 は砂粒が

混 じ り 、 や や粗い。 口縁部 は 強 く 外折 し 、 口縁部 は

平 ら に な る。 口縁部の器 肉 が厚 い。 口縁部内 面 は ナ

デ調整。 体部内面は縦方向 に ヘ ラ削り。 体部外面は

縦 に ハ ケ 目 調整 を し 、 そ の 後 ナ デ消 して い る。 口縁

部外面 も ナ デ調整。 色 調 は 樺色。

21 - 3 竃 よ り 出土 し た 土 師器聾。 復原 口径25. 2cm。

胎土 は砂粒が少 な く 、 細 か い。 口縁部 は緩 く 外反す

る。 口縁端部 は や や肥圧 す る 。 口縁部内面 は ナ デ調

整。 体部内面 は縦方向 に ヘ ラ 削 り 。 頚部外面か ら 体

21 - 5 土師器蓋。 復原 口径24. 0cm。 胎土 は砂粒が

混 じ る が、 細 か い。 口縁部 は 強 く 外折 し 、 ほほ水平

に な る 。 口縁部内面 は ナ デ調整。 体部内面 は縦方向

に ヘ ラ 削 り 。 体部外 面 は 縦 に ハ ケ 目 を 調整の後、 頚

部外面か ら 体部 に か けて ナ デ る 。 色調 は にぶ い撞色。

体部外面 は カ ー ボンが付着す る 。

21 - 6 須恵器杯 の蓋。 復原 口径16. 2個。胎土は砂

粒が混 じ る がキメが細 かい。内外 面 と も ロ ク ロ 目 が

付 き 、 蓋上面 は 削 り に よ り く ぼむ が、 つ ま み の形状

は不明。色調 はオ リ ー ブ灰色。

21 - 7  紡錘車。 直 径4. 1価。 須 恵 質 の 焼成 で 、 胎

土 は砂粒が混 じ り 細 か い。 須恵器の転用 品 と思 わ れ、

両平面、 周辺は平滑 に研磨 さ れて い る 。 色調 は 明褐

灰色。

S 1 18 (第20、 2 1図)

[遺構I

E区西側(H- 5区) に位置す る 遺構 で 、 S 1 17、

23 を 切 り 、 S 119に切 ら れ る 。 方形 の プ ラ ン を 持つ

住居で 、 主軸 方位 は N 150 E で あ る。

南北軸 (3. 6) m、 東西軸3. 8m。 深 さ は20cm o 柱

穴 は 4 本 と 思 わ れ る が、 明瞭 に確認で き な い。硬化

面 は 遺構東側 に南北 に延 び、 中 央部分は S 119に切

ら れて不明。遺構北東隅 に80 X 60叩 の貯蔵穴があ る 。
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第17 図 S 1 1 3遺構実測図 ( 1 /60) 出土遺物実測図 ( 1 / 3 ) 

竃 は 北側壁 面 の ほ ぼ中 央 に 位置 し 、 燃焼室 の浅い 胎土は砂粒が少 な く 細 か い。 体部 は 緩 く 聞 き 、 口縁

土坑 が確認で き た。 端部は屈 曲 し 、 平 ら に な る 。 内外面 と も ナ デ調整。

[遺物】 丹塗 り で色調 は樺色。

2 1- 8 土師器蓋。 復原 口 径22 . 7cm。 胎土は砂粒が

少 な く 、 細 か い。 口縁部 は緩 く 外 反す る。 口縁部内

面 は ナ デ調整。 体部内面 は縦方向 に ヘ ラ 削 り 。 体部

外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整 し 、 口縁部外面か ら 頭部

2 1ー 12 土師器皿で、 S 1 18、 19の両 方 の 可 能性が

あ る。底部 は へ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い。

内外面 と も ナ デ調整。 丹塗 り で色 調 は 樫色。底部 に

は墨書があ る 。

ま で ナ デ調整 を 行 う 。 色調 は にぶ い 黄 櫨色。

2 1- 9 竃 よ り 出土 し た 土 師器費。 復原 口径26. 9cm o S 1 19 (第20、 2 1図)

胎土 は砂粒が混 じ り 、 や や粗い。 口縁部 は緩 く 外反 [遺構】

す る 。 口縁部内面 は ナ デ調整。 体部内面は縦方向 に E 区西側 ( H ー 5 区) に 位置す る遺構で、 S 1 17、

ヘ ラ 削 り 。 体部外面 は 縦 に ハ ケ 目 調整 を し 、 そ の 後

ナ デ消 して い る 。 口縁部外面 も ナ デ調整。 色調 は に

ぶ い樺色。

2 1ー 10 土師器棄で S 1 18、 19の両方 の可能性があ

る 。 復原 口 径25. 0cm。 胎土 は砂粒が少 な く 細かい。

口縁部 は緩 く 外反す る 。 口縁部内面 は ナ デ調整。体

部内面 は縦方向 に ヘ ラ 削 り 。 頭部外面 は ナ デ調整。

色調 は にぶ い 黄 櫨色。

2 1ー 11 土師器蓋で 、 S 1 18、 19の両 方 の 可能性が

あ る 。復原 口 径18. 4cm 。器高 1 . 6cm 。底部 は へ ラ 切 り 。

18、 23 を 切 る 。 方形 の プ ラ ン を 持つ住居 で 、 主軸方

位 は N 150 E で あ る 。

南北軸 (2. 2) m、 東西軸3. 6 m。 深 さ は20cm。 柱

穴 は 4 本 と 思 わ れ る が、 2 本 しか確認で き な い。柱

穴 の 直径 は24 � 28cm 、 深 さ は28� 32cm で あ る 。 硬化

面 は竃周辺 よ り 南北 に延 び る 。遺構北東隅 に 70 X 50

cm の貯蔵穴 があ る 。

竃 は北側壁面 の ほほ 中 央 に 位 置 し 、 燃 焼 室 の 浅 い

土坑 と 焼土が確認で き る 。
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第1 8図

南北軸6. 0m、 東西軸4. 8m。 深 さ は20cm。 柱穴 はS 123 ( 第20図)

4 本で 、 直径 は28�32cm 、 深 さ は48 � 52cm で あ る。[遺構]

硬化面 は プ ラ ン に そ っ て ほ ぼ全域 にひろ が る 。遺構S 1 17、E 区西側 ( H - 5 区) に 位置す る遺構で、

北東隅 に80 X 60cm の貯蔵穴があ る 。S 1 18、 19 に 切 ら れ る 。方形 の プ ラ ン を 持つ住居で、

ソ デ石 と 黄 色竃は北側壁面 の ほ ぼ中 央 に 位置 し 、E で あ る。主軸方位 は N 15。

粘土のソ デ を 残 してお り 、 燃焼室 の 浅 い 土坑 と 焼土S I18のすぐ東 と な り に重 な る よ う に あ り 、 プ ラ

が確認で き る。ン も 主軸方向 も ほ ぼ S I18 と 閉 じ と 思 わ れ る 。 重複

[遺物]して い る ため柱穴 、 竃 などの構造 も 個別 に判別 で き

土師器皿。 復原口径13. 2cm。 器高3. 0cm。23- 1 な い 。

底部は へ ラ 切 り 。胎土 は砂粒が少 な く 細 か い。 体部

S 120 ( 第22、 23図) は緩 く 聞 く 。内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 丹塗 り で色

調 は糧色。[遺構]

須恵器杯の蓋。復原 口径16. 7cm。器高2. 3cm。23-2 S 122、E区西側 ( H - 6区) に位置す る遺構で、

胎土 は砂粒が混 じ る がキメ が細 か い。内外面 と も ロ

ク ロ 目 が付 き 、 蓋上面 は輪状つ ま み が付 く 。 色調 は

- 38 -

29 を 切 る。 長方形 の プ ラ ン を 持つ住居で、 主軸方位

E で あ る 。は N 15。
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第E章 調査とその成果
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第23図 S 1 20竃実測図 ( 1 /30) S 1 20 、 22出土遺物実測図 ( 1 / 3 ) 

灰色。 S 122 ( 第22、 23図 )

23- 3 竃 よ り 出 土 し た 土師器聾。 復原 口 径12. 5cm o 遺構]

10cm 

胎土 は砂粒が少 な く や や 細 か い。口縁部は ゆ る く 外 H 区西側 ( H - 6 区) に位置す る 遺構で 、 S 1 20 

反す る。 口縁部の器 肉 が厚 く 、 幅が狭い。 口縁部内 に切 ら れ る 。 長方形 の プ ラ ン を 持つ住居で 、 主軸方

面 は ナ デ調整。 体部内面 は縦方向 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 位 は N 150 E で あ る 。

体部・頚部の外面 は ナ デ調 整。 色調 は にぶ い桂色。

外面 に は カ ーボ ン が付着する。

23- 4 土 師器蓋。 復原口径20. 9cm。 胎土は砂粒が

混 じ る が、 細 か い。 口縁部 は 大 き く 外反す る。口縁

南北軸5. 4m 、 東西軸5. 0m。 深 さ は20cm o 柱穴 は

4 本で 、 S 1 20の柱穴 と 同 じ で ある。 す な わ ち S 1 

20が再建時 に 同 じ柱穴 を 使用 し た も の と 思 わ れる。

竃 は北側 壁面の ほ ぼ中 央 に位置 し 、 こ れ も 柱穴 と

部の器肉 が厚 く 、 幅 が狭い。 口縁部内面 は ナ デ調整。 同 様 に 、 S 1 20がそ の 後 に 再利用 し た も の と 思 わ れ、

体部内 面 は 縦方向 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部・頚部の S 1 20 と 同 一 で ある。

外面 は ナ デ調整。 色 調 は 明黄褐色。口唇部 に カ ーボ [遺物】

ンが付着する。 23- 5 土師器斐。 復原口径25. 1cm 。 胎土は砂粒が
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S I 21 、 30遺構実測図② ( 1 /60) 出土遺物実測図 ( 1 / 3 )  第25図

し て い る 遺構面 の ほ ぼ全域 に 広 が る 。 遺構北東隅 に少 な く やや粗い。 口縁部 は 緩 く 外反す る 。 口縁部内

80 X 80Cßl の貯蔵穴があ る 。面 は ナ デ調整。 体部内 面 は 斜め 上方 に ヘ ラ 削 り を 行

竃 は S 1 20、 22 に 切 ら れ消滅 し て い る 。う 。 体部 は縦方向 に ハ ケ 目 調整 を 行 い 、 頚部の外面

は ナ デ調整 を し 、 胴部の一部 を ナ デ消す。 色調 は糧

S I 2 1  ( 第24、 25図 )

[遺構]

色。 外面 に は カ ー ボ ン が付着す る 。

S E 区西側 ( G - 6 ・ 7 区) に位置す る 遺構 で 、S 129 ( 第22図 )

1 30 を 切 る 。 長方形の プ ラ ン を 持つ 住 居 で 、 主軸方[遺構]

E で あ る 。f立 は N250S 1 20、E 区西側 ( H - 6 区) に 位 置す る 遺構 で 、

南北軸5. 5 m 、 東西軸3. 7 m 。 深 さ は 16Cßl で 、 南西22 に 切 ら れ る 。 方形の プ ラ ン を 持つ住居で、 主軸方

側 は 遺跡の傾斜 に 沿 っ て 削 平 を 受け て い る 。 柱 穴 はE で あ る 。位 は N 160

3 本 し か確認で き な い 。 柱 穴 の4 本 と 思 わ れ る が、m o  i:采 さ は lOCßl 。 中主南北軸3. 6 m 、 東西軸 ( 1 . 2 )  

直径は32 � 36Cßl 、 深 さ は20 �40Cßl で あ る 。 硬化面 は

竃周辺か ら 細長 く 南西 に 方 向 に 延 び る 。

'hU

 

4
 

2 本 し か確認で き な い 。 柱

穴 の 直径 は24cm 、 深 さ は24cm で あ る 。 硬化面 は残存

穴 は 4 本 と 思 わ れ る が、



第l節 遺構とそれに伴う 遺物

竃 は北側壁面 の ほ ほ 中 央 に位置 し 、 東側 に黄色粘

土 の ソ デが l 枚残 り 、 燃焼室 の 浅 い 土坑 と 焼土が確

認で き た 。

[遺物1

25ー 1 須恵器査 ま た は 費の胴部。 胎土は砂粒が少

な く い が、 や や粗い 。 外面 は 平行 タ タ キ で 、 一部 を

ナ デ消 し て い る 。 内 面 は 同 心 円 の 当 て具痕が付 く 。

器 肉 が厚 い 。 色調 は 灰 白 色 。

S 1 30 ( 第24、 25図 )

[遺構】

E 区西側 ( G - 6 ・ 7 区) に位置す る 遺構 で 、 S

I 21 に 切 ら れ る 。 方形の プ ラ ン を 持つ住居 で 、 主軸

竃 は北側壁面 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、 ソ デ石 と 黄色

粘土の ソ デ を 残 し て い る 。 燃焼室 の 浅 い 土坑 と 焼土

が確認で き 、 焼土 中 央 に は煮沸具 を 支 え る た め の 石

が固定 し で あ る 。

[遺物1

27ー S I 24 の 遺構東側 よ り 出 土 し た縄文晩期 の

土器で深鉢。 胎土は砂粒 が少 な く や や粗い。 体部内

面 は縦方向 に 、 体部外面 は横方向 に ヘ ラ 磨 き を 行 う 。

色調 は黄褐色。 外面胴部 に は カ ー ボ ン が付着す る 。

28ー 1 竃 よ り 出 土 し た 土 師器聾。 復原 口 径25. 0cm 。

胎土 は砂粒が少 な く や や組い 。 口縁部 は 強 く 外反 し 、

口縁部の張 り 出 し は少 な い 。 口縁部内面 は ナ デ調整。

体部内 面 は斜め 上 方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部 は縦方

方位 は N 15. E で あ る 。 向 に ハ ケ 目 調整 を 行 い 、 ナ デ消 し て い る 。 頚部外面

南北軸 (4. 6) m 、 東西軸 (3. 0) m 。 深 さ は 10側 も ナ デ調整 を 行 う 。 色調 は に ぶ い黄櫨色。

で 、 南西側 は遺跡の傾斜 に 沿 っ て 削平 を 受け て い る 。 28- 2 土師器聾 で 、 S I 2臥 25双方の可能性があ

柱 穴 は 4 本 と ，思 わ れ る が、 2 本 し か確認で き な い 。

柱穴の直径 は40-48個 、 深 さ は32 - 44佃 で あ る 。 硬

化面 は確認で き な い 。 遺構北東隅 に は 1200 X 80叩 の

貯蔵穴があ る 。

竃 は確認で き な か っ た 。

【遺物】

25ー 2 貯 蔵 穴 よ り 出 土 し た 土 師 器聾。 復 原 口 径

15. 2cm 。 胎土は砂粒が少 な く や や粗 い 。 口縁部 は 強

く 外折す る 。 口 縁部 は や や 平坦気味。 口縁部内面は

ナ デ調整。 体部内 面 は斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。

頭部 ・ 体部の外面 は ナ デ調整。 色調 は糧色。 外面胴

部 に は カ ー ボ ン が付着す る 。

S 1 24 ( 第26、 27、 28図 )

【遺構]

E 区西側 ( G ー 7 区) に位置す る 遺構。 S I 25の

上 に 立 て 替 え を し た も の で 、 同 遺構 と ほ ぼ同 じ プ ラ

ン と軸 方 向 で切っ て い る 。 東西 に 長軸 を とる 長方形

の プ ラ ン で 、 主軸方位 は N30. E で あ る 。

南北軸4. 4 m 、 東西軸5. 2 m 。 深 さ は40cm で 、 南西

側 は遺跡の 傾斜 に 沿 っ て 削 平 を 受 け て い る 。 柱穴は

4 本で 、 直径は24 -32cm 、 深 さ は32 - 60佃 で あ る 。

硬化面 は竃周辺 に 南北 に 延 び る 。 遺構北東隅 に は 100

X 120cm の貯蔵穴があ る 。

る 。 復原 口 径20. 0倒 。 胎土は砂粒 が多 く や や粗い 。

口縁部 は 強 く 外反 し 、 口縁部の張 り 出 し は 少 な い 。

口縁部内面 は ナ デ調整。 体部内 面 は斜め上方 に ヘ ラ

削 り を 行 う 。 体部 は縦方向 に ハ ケ 目 調整 を 行い 、 ナ

デ消 し て い る 。 頚部外面 も ナ デ調整 を 行 う 。 色調 は

に ぶ い 黄樺色。

28- 3 土師器聾。 復原 口径17. 6cm 。 胎土は砂粒が

多 く や や粗い。 口縁部 は 強 く 外反 し 、 口縁部の張 り

出 し は少 な い 。 口縁部内 面 は ナ デ調整。 体部内 面 は

斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部 は縦方向 に ハ ケ 目

調整 を 行 い 、 ナ デ消 し て い る 。 頚部外面 も ナ デ調整

を 行 う 。 色調 は に ぶ い糧色。

28- 4 土師器鉢で 、 S I 24、 25双方の可能性があ

る 。 復原 口 径24 . 0cm 。 胎土 は砂粒が多 く や や粗い。

口縁部 は緩 く 外反す る 。 口縁部内面 は ナ デ調整。 体

部内面 は斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部 は縦方向

に ハ ケ 目 調整 を 行 い 、 ナ デ消 し て い る 。 頭部外面 も

ナデ調整 を 行 う 。 色調 は に ぶ い 黄褐色。

28- 5 土師器聾。 胎土 は砂粒が多 く や や粗い。 体

部内面 は斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は ナ

デ調整。 色調 は に ぶ い褐色。

28- 6 須恵器坪 の 蓋 で 、 S I 24、 25双方 の 可能性

があ る 。 口 径15. 9cm 。 器高3. 5cm 。 胎 土 は 砂粒 が少

な く キ メ が細 か い 。 内外面 と も ロ ク ロ 目 が付 き 、 蓋
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S 1 26 、 27遺構実測図 ( 1 /60) ・ S 1 27竃実測図 ( 1 /30) ・ 出土遺物実測図 ( 1 / 3 ) 第29図

貯蔵穴 は切 ら れて い る S 1 24 と 閉 じ と 思 わ れ る 。 硬上 面 は ヘ ラ に よ る 調整 で つ ま み が付 か な い 。 蓋裏面

化面 は竃周 辺 に 東西 に 延 びる 。は l 度横 ナ デ を 行 う 。 色調 は 灰 白 色。

竃 は北側壁面 の ほ ぼ中 央 に位置 し 、 切 ら れて い るS 1 24 、 25双方の可能性須恵器坪の蓋で 、28- 7  

S 1 24の竃 よ り 南側 に あ り 、 燃焼室 の 浅い 土坑 と 焼

土が確認で き た 。

が あ る 。 口 径15. 3cm 。 器高3. 6cm 。 胎 土 は 砂粒 が混

じ る がキ メ が細 か い 。 内 外面 と も ロ ク ロ 目 が付 き 、

蓋上面 は ヘ ラ に よ る 調整 で つ ま み が付か な い。 蓋裏 【遺物]

鉄製万 子で 、 先端部分が欠損 し て い る 。 長27- 2  面 は横 ナ デ を 数 回 行 う 。 色調 は灰色。

さ 14cm 。 幅 1 . 9畑 。 茎 の 部分 を 残す 。須恵器杯の 身。 復原 口 径12. 9cm 。 器高5. 6cm 。28- 8  

胎土は砂粒 が混 じ る がキ メ が細 か い 。 内外面 と も ロ

S 1 26 ( 第29図)ク ロ 目 が付 き 、 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高台 は 断面 四 角 で、

【遺構]や や 中 央 に 着 け る 。 色調 は灰色。

E 区西側 ( G . F - 7 区) に位置す る 遺構 で 、 S

1 27に切 ら れ る 。 方形の プ ラ ン を 持つ住居で、 主軸S 1 25 ( 第26、 27、 28図 )

E で あ る 。方位 は N 15'【 遺構】

南北軸 ( 1 . 5) m 、 東西軸2. 1 m 。 深 さ は lOcm で 、E 区西側 ( G - 7 区) に位置す る 遺構。 S 1 24 に

南西側 は遺跡の傾斜 に 沿 っ て 削 平 を 受 け て い る 。 柱切 ら れ る 。 東西 に 長軸 を と る 長方形の プ ラ ン で 、 主

2 本 し か確認で き な い 。 柱穴 は 4 本 と 思 わ れ る が、E で あ る 。軸方位 は N30'

穴の直径 は 12 - 16cm 、 深 さ は 14 -20cm で あ る 。 硬化

面 は 竃周 辺 に 東西 に 延 び る 。

nU

 

Fhu

 

南北軸4. 0m 、 東西軸4. 4 m 。 深 さ は40cm で 、 南西

側 は遺跡、の傾斜 に 沿 っ て 削 平 を 受 け て い る 。 柱穴、
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[遺物 1竃 は確認で き な い 。

須恵器坪の蓋。 口 径14. 5cm 。 胎土 は砂粒が29- 1 

少 な く キ メ が細 か い 。 内外面 と も ロ ク ロ 目 が付 く 。S 127 ( 第29図 )

蓋裏面 は 返 り を 持つ 。 色調 は 灰 白 色 。[遺構]

S E 区西側 ( G . F - 7 区 ) に 位置す る 遺構で 、

S 128 ( 第30図 )1 26 を 切 る 。 方形の プ ラ ン を 持つ住居で、 主軸方位

[遺構1E で あ る 。は N 150

I 区西側 ( H - 7 ・ 8 区) に 位置す る 遺構 で 、 切南北軸 ( 1 . 5) m 、 東西軸2. 1 m 。 深 さ は lOcm で 、

り 合 い 関 係 は な い 。 長方形の プ ラ ン を 持つ と 思 わ れ南西側 は 遺跡の傾斜 に 沿 っ て 削 平 を 受 け て い る 。 柱

E で あ る 。る 住居で、 主軸方位 は N 7 0  2 本 し か確認で き な い 。 柱穴 は 4 本 と 思 わ れ る が、

南北軸4. 4 m 、 東西軸4. 4 m 。 深 さ は o cm で 、 全体穴 の 直径 は 12 � 16cm 、 深 さ は 14 � 20cm で あ る 。 硬化

に 削 平 を 受 け て お り 、 遺構 の プ ラ ン は 痕跡か ら の推面 は 竃周 辺 に 東西 に 延 び る 。

定で あ る 。 柱 穴 は 4 本 で 、 直径 は30 � 45cm 、 深 さ はソ デ石 を 抜い竃 は北側壁面 の ほ ぼ中 央 に 位 置 し 、

25 � 50cm で あ る 。 硬化面 は確認で き な い 。 遺構北東た痕跡 と 黄色粘土の ソ デ を 残 し て い る 。 燃焼室 の 浅

隅 に90 X 70cm の 貯蔵穴があ る 。

竃 は 北側壁面 の ほ ほ中 央 に位置す る が、 燃焼室 の

唱EAFhd

 

い 土坑 と 焼土が確認で き 、 焼土中 に 須恵器杯蓋が出

土 し た 。
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第31 図 S 1 31 遺構実測図 ( 1 /60) ・ 出土遺物実測図 ( 1 / 3 )

浅い土坑 と の み が確認で き た 。 南北軸3. 3 m 、 東西軸3. 8 m 。 深 さ は 7 cm で 、 南西

側 は 遺跡の傾斜 に 沿 っ て 削平 を 受 け て い る 。 柱穴 は

4 本で、 直径は35-40cm 、 深 さ は50cm で あ る 。 硬化S 13 1 ( 第31 図 )

【遺構】

E 区西側 ( E . F - 9 区) に位置す る 遺構で、 S

1 32 、 33 を 切 っ て お り 、 S B 23 に 切 ら れ て い る 。 長

方形の プ ラ ン を 持つ住居 で 、 主軸方位 は N 120 Wで

あ る 。

面 は 竃周 辺 よ り 東 に 延 び る 。 遺構北東隅 に lOO X 100

cm の貯蔵穴があ る 。

竃 は北側壁面 の 東 よ り に位置 し 、 黄色粘土の片側

ソ デ を 残 し て お り 、 燃焼室 の 浅 い 土坑 と 焼土が確認

で き た 。
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S 132 ( 第32、 33 、 34図 )【遺物 】

[遺構1土師器聾。 復原 口径19. 9cm 。 胎土 は砂粒が3 1- 1 

S E 区西側 ( E . F - 9 区) に位置す る 遺構 で 、多 く や や粗 い 。 口縁部 は 強 く 外折 し 、 口縁部の張 り

S 1 31 と S B 23 に 切 ら れ る 。 長方形の1 33 を 切 り 、出 し は 少 な い 。 口縁部内面 は ナ デ調整。 体部内 面 は

E で あ る 。プ ラ ン を 持つ住居で、 主軸方位 は N 5 '  斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部 は縦方向 に ハ ケ 目

南北軸5. 5 m 、 東西軸6. 5 m 。 深 さ は O cm で 、 全体調整 を 行 い 、 頚部外面 は ナ デ調整 を 行 う 。 色調 は に

に 大 き く 削平 を 受 け て い る 。 柱 穴 は 4 本で、 直径はぶ い黄櫨色。 体部外面 に は カ ー ボ ン が付着す る 。

30� 50cm 、 深 さ は45� 60cm で あ る 。 硬化面 は 明 瞭 に

確認で き な い 。 遺構北東隅 に 2 つ の貯蔵穴があ る が、

日
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第 1 節 遺構とそれに伴う 遺物
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第35図 S 1 34遺構実測図 ( 1 /60) 出土遺物実測図 ( 1 / 3 )

S 1 32 の も の は西 の も の と 思 わ れ る 。 サ イ ズ は90 X 砂粒が混 じ り 、 や や粗 い 。 体部 は 直立気味 に や や 開

lOOcm 。貯蔵穴 の 西側 に は 黄色粘土 を 張 り 付 け て 区画 く 。 内外面 と も 手持 ち に よ る ヘ ラ 磨 き で丁寧 に 仕上

し て い る 。 げる 。 色調 は灰褐色。

竃 は確認で き な か っ た 。 34- 3 土 師 器杯。 口 径13. 5cm 。 器 高3. 5倒 。 底 部

【遺物】 は ヘ ラ 切 り で 、 そ の 後ヘ ラ で横方向 に 調整。 胎土 は

34ー 1 土 師 器杯。 口 径13. 9個 。 器 高3. 0cm 。 底 部 砂粒が混 じ り 、 や や粗 い 。 体部 は 直立気味 に や や 聞

は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が少 な く キ メ 細 か い 。 体部 く 。 内外面 と も 手持 ち へ ラ 磨 き 調整。 色調 は櫨色。

は緩 く 聞 き 、 中 位 で屈 曲 し て 直立気味に な る 。 内外 34- 4 土 師 器杯。 口 径14. 2cm 。 器 高3. 8畑 。 底 部

面 と も 回転ヘ ラ 磨 き で丁寧 に 仕上 げ る 。 色調 は樺色。 は へ ラ 切 り で 、 そ の 後ヘ ラ で横方向 に調整。 胎土は

34- 2 土 師 器杯。 口 径13. 8cm 。 器 高3. 4畑 。 底 部 砂粒が混 じ り 、 や や粗 い 。 体部 は 直立気味 に や や 聞

は ヘ ラ 切 り で 、 そ の 後ヘ ラ で横方 向 に 調整。 胎土 は く 。 内外面 と も 手持 ち ヘ ラ 磨 き 調整。 色調 は灰褐色。

po
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第36図 S 1 35遺構実測図 ( 1 /60)

2個

34- 5 土 師 器杯。 口 径13. 4cm 。 器 高3. 7cm 。 底 部

は ヘ ラ 切 り で、 そ の 後ヘ ラ で横方 向 に 調整。 胎土は

砂粒が混 じ り 、 や や粗 い 。 体部 は直立気味に や や 開

く 。 外面 は ナ デ調整、 内 面 は 手持 ち ヘ ラ 磨 き 調整。

色 調 は 灰褐色。

34- 6 須 恵 器盤。 口 径17. 5cm 。 器高2. 0cm 。 底 部

は ヘ ラ 切 り 。 胎土は砂粒が混 じ る が細 か い 。 体部 は

聞 く 。 内外面 は 回転 ナ デ調整 で 、 見込み は横 ナ デ を

数回行 う 。 色調 は緑灰色。

34- 7 須恵器坪身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高台は底部

の 端 に付 き 、 外側 を 削 る 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か

い 。 内外面 は 回転 ナ デ調 整 で 、 見込み は横 ナ デは行

わ な い 。 色調 は灰 白 色。

34- 8 須恵器坪の蓋で完形品 。 復原 口径15. 2cm 。

器 高 1 . 3叩 。 胎土 は 砂粒 が少 な く キ メ が細 か い 。 内

外面 と も ロ ク ロ 目 が付 き 、 蓋上面 は つ ま み を 固 定す

る 窪 み があ る 。 蓋裏面 は 数回横 ナ デ を 行 う 。 色調 は

灰 白 色 。

34- 9 須恵器坪の蓋で完形品。 口 径 13. 8cm 。 器高

3. 3cm 。 胎土 は砂粒が少 な く キ メ が細 か い 。 内外面

と も ロ ク ロ 目 が付 き 、 蓋上面 は つ ま み があ る 。 色調

は 灰 白 色。

34ー 1 0 土師器要。 復原 口 径22 . 4cm 。 胎土は砂粒が

多 く や や粗 い 。 口縁部 は 強 く 外反 し 、 口縁部の張 り

出 し は 少 な い 。 口縁部 内 面 は ナ デ調整。 体部内面 は

斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方向 に ハ

ケ 目 調整 を 行 い 、 頚部外面 は ナ デ調整 を 行 う 。 色調

は に ぶ い 黄糧色。

S 1 33 ( 第32 、 33、 34図 )

[遺構]

E 区西側 ( E . F - 9 区) に位置す る 遺構で 、 S

1 33、 3 1 、 S B 23 に 切 ら れ る 。 正方形の プ ラ ン を 持

つ住居で、 主軸方位 は N 140 E で あ る 。

南北軸 (5. 0) m 、 東西軸 (5. 0) m 。 深 さ は o cm 

で、 全体 に 大 き く 削 平 を 受 け て い る 。 柱穴 は 4 本で、

直径 は30-40側 、 深 さ は40 - 70cm で あ る 。 硬化面 は

明瞭 に確認で き な い 。 遺構北東隅 に は 2 つ の貯蔵穴

があ る が、 S 1 33 の 貯蔵 穴 は 東側 の も の と 思 わ れ る 。

大 き さ は 120 X l lOcm o

竃 は確認で き な か っ た 。

S 1 34 ( 第35図 )

[遺構】

E 区西側 ( E - 9 ・ 10区) に 位置す る 遺構 で 、 切

り 合 い は な い 。 方形の プ ラ ン を 持つ住居で 、 遺構西

側 は 調査区外 に な り 主軸方位 は N 8 ・ Wで あ る 。

南北軸5. 8 m 、 東西軸 (3. 0) m 。 深 さ は o cm で 、

全体 に 大 き く 削 平 を 受 け て い る 。 柱穴 は 4 本 と 思 わ

れ る が、 2 本 し か確認で き な か っ た 。 直径 は25 - 30

ヴ，Fhu
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cm 、 深 さ は 55 � 75cm で あ る 。 遺構南東 隅 の 土坑付近

に 硬化面が確認で き た 。 遺構北東隅 に 120 X 120cm 、

遺構南東隅 に 140 X 160cm の貯蔵穴があ る 。

竃 は 確認で き な か っ た 。

[遺物1

3 5ー 1 須 恵 器 杯 身 。 口 径12. 5cm 。 器高3. 9cm 。 底

部 は へ ラ 切 り 。 高 台 は 内 よ り に付 く 。 胎土は砂粒が

少 な く 細 か い 。 内外面 は 回転 ナ デ調整で、 見込み は

l 、 2 囲横 ナ デ を 行 う 。 色調 は 青灰色。

S 13 5 ( 第36図 )

[遺構]

E 区 中 央 ( I - 9 区) に位置す る 遺構 で 、 切 り あ

い は な い 。 長方形の プ ラ ン を 持つ住居 で 、 主軸方位

は N 360 E で あ る 。

南北軸2. 4m 、 東西軸2. 7 m 。 深 さ は30cm 。 遺構 に

伴 う 柱穴 は確認で き な か っ た 。 遺構 中 央部 に 硬化面

が南北 に 広 が る 。 硬化面が 2 枚あ り 、 同 一 プ ラ ン で

床 を 貼 り 、 2 時期 に 渡 っ て 使用 さ れ た も の と 思 わ れ

る 。

竃 は確認で き な か っ た が、 遺構 中 央 の 北側 と 南側

に焼土の堆積層 があ っ た 。

3 掘立柱建物 (S B )  
3 - 1  遺構

S 801 ( 第37図 )

I 区西側 ( D - 3 区 ) に位置す る 遺構で 、 S B 02 を

の レ ベ ル は ほ ぼ一定で あ る 。

柱痕跡 は 3 つ で確認で、 き 、 直径20� 28cm で あ る 。

S 803 ( 第37図 )

I 区西側 ( D . C - 3 ・ 4 区) に位置す る 遺構 で 、

切 り 合 い 関係 は な い 。 桁行6. 4 m (約21 . 3尺) 、 梁行

5. 2 m  (約17. 3尺) の 4 間 X 2 聞 の 東西棟建物 で 、

桁行方向 は E 150 S で あ る 。

柱 間 寸法 は 桁 行約2. 1 m (約 7 尺) 、 梁行約2. 7m

( 9 尺) で あ る 。 遺構南東 隅 の 柱穴 は 削 平 さ れ て 消

滅 し て い る が、 梁行 は南側 に 聞 い て い る 。

柱穴は 直径28� 44cm 、 深 さ 16 � 32cm で あ る 。 柱穴

の下端の レ ベ ル は 一定で は な い 。

柱穴 に柱痕跡 は確認で き な か っ た 。

S 80 4 ( 第38図 )

I 区西側 ( C - 4 ・ 5 区) に位置す る 遺構で 、 切

り 合い 関 係 は な い 。 遺構西側 が調査 区外 と な っ て い

る が、 検出 す る 限 り で は桁行7. 6 m (約25. 3尺) 、 梁

行6. 8m (約22 . 7尺) の ( 4 ) 問 X ( 3 ) 聞 の 東 西

棟建物 で 、 桁行方 向 は E 130 S で あ る 。

柱 間 寸 法 は 桁 行 1 � 5 で 1 . 7m (約5. 7尺) + 1 . 8m 

( 6 尺) + 1 . 7m (約5 . 7尺) + 2 . 4 m  ( 8 尺) で あ り 、

柱穴聞 は不均等で あ る 。 梁行 8 � 5 も 2. 4m ( 8 尺)

+2 . 4 m  ( 8 尺) +2 . 0 m  (約6. 7尺) で不均等 で あ る 。

柱穴 は直径72 �80crn 、 深 さ 60 � 100crn で あ る 。 柱

穴の 下端 の レ ベ ル は一定で は な い。 桁行方 向 は柱の

切 っ て お り 、 S B 02 を 建 て 替 え る よ う に 東 に ずれて 立て替 え があ り 、 南 よ り 北へず ら し て い る 。 柱痕跡

い る 。 桁行、 梁行 と も に調査区外 に か か る た め 不明。 は 7 つ で確認で き 、 直径 は28 � 30cm で あ る 。

柱 間 寸 法 は2. 0m (6. 7尺) の 等 間 隔 で あ る 。

柱 穴 は 直径56crn 、 深 さ 60 � 80crn で あ る 。 柱穴下端

の レ ベ ル は ほ ぼ一定であ る 。

柱痕跡 2 つ で確認で き 、 直径20� 28crn で あ る 。

S 802 ( 第37図 )

I 区西側 ( D - 3 区) に位置す る 遺構で 、 S B 01 

に切 ら れ て い る 。 桁行、 梁行 と も に調査区外 に か か

る た め 不明 。

柱 間 寸 法 は2. 0m (6. 7尺) の 等 間 隔 で あ る 。

柱穴 は 直径56crn 、 深 さ 60� 80crn で あ る 。 柱穴下端

S 80 5 ( 第39、 40図 )

I 区 中 央 ( C ・ D . E - 4 ・ 5 区) に位置す る 遺

構で 、 重複 し て い る 遺構 は な い が、 S 1 13 と 隣接 し

て い る 。 桁行12. 0m (40尺) 、 梁行6. 8m (約22. 7尺)

の 4 間 X 2 聞 東西南 3 面庇の 東西棟建物で 、 桁行方

向 は E 130 S で あ る 。

柱 間 寸 法 は 桁 行 1 � 9 で2 . 1 m ( 7 尺) + 1 . 8m 

( 6 尺) + 1 . 8m ( 6 尺) + 2 . 3 m  (約7. 7尺) で あ

る 。 桁行 3 � 7 で は2. 2 m (約7. 3尺) + 1 . 8m ( 6  

尺) + 1 .  8m ( 6 尺) +2 . 4 m  ( 8 尺) で あ り 、 両桁

oo

 

-hu
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行 は不均等 で あ る 。

一方、 梁行 1 � 3 で は2. 6m (約8. 7尺) の 等 間 隔

で 、 梁行 9 � 7 で は2. 6 m (約8. 7尺) +2 . 8m (9. 3 

尺 ) で あ り 、 東北側 に や や 聞 い て い る 。 庇の 張 り 出

し は 東方向へ約2. 0m (約6. 7尺) 、 西方向へ約2. 2m

(約7. 3尺) 、 南方向へ約 1 . 6m (約5. 3尺) で あ る 。

+主穴 は 直径60 �80cm 、 深 さ 30 � 100cm で あ る 。 柱

穴 の 下端の レ ベ ル は 一 定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線

に整列す る 。 柱痕跡 は 大部分が確認で き 、 直径 は25

� 30cm で あ る 。

S 8 06 ( 第41 図 )

I 区南側 ( C - 5 区) に 位 置す る 遺構で 、 他の遺

構 と 重 複 は し な い 。 桁 行4. 2 m ( 14尺 ) 、 梁 行3. 5m

( 約 1 1 . 7尺) の 2 間 X 2 聞 の 東西棟建物 で、 桁行方

向 は E 15' S で あ る 。

柱間寸法は桁行 3 � 5 で2. 1 m ( 7 尺) の等 間 隔 、

桁行 1 � 7 で は 1 . 9m (約6. 3尺) + 2 . 2m (約7. 3 m )

で あ る 。 梁行 1 � 3 、 7 � 5 は 1 . 8m ( 6 尺) + 1 . 7 

m (約5. 7尺) で 、 両梁行 は 均等 で あ る 。

柱 穴 は 直径60 � 70cm 、 深 さ 50 � 90cm で あ る 。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は 一 定で は な い 。 同 じ 柱穴 を 利用 し

て 立 て 替 え を 行 っ た よ う で 、 柱 穴 内 に 柱痕跡 を 2 つ

確認で き る も の も あ っ た 。

柱痕跡 は全て の 柱穴で確認で き 、 直径は24 � 28cm

で あ る 。

つ な 形 に な っ て い る 。

柱痕跡 は 6 つ の柱穴 で確認で き 、 直径 は 約 18cm で

あ る 。

S 8 08 ( 第43 図 )

I 区 中 央 ( E . F - 4 ・ 5 区) に 位置す る 遺構で 、

他の遺構 と の重複 は な い 。 桁行6. 5m (約21 . 7尺) 、

梁行5. 0m (約 16. 7尺) の 3 間 X 2 聞 の 南北棟建物 で 、

桁行方 向 は N 2T E で あ る 。

柱間寸法 は桁行 3 � 6 で2. 1 m ( 7 尺) + 1 .  9m (6. 3 

尺 ) +2 . 4 m  ( 8 尺 ) 、 桁行 1 � 8 で は2. 1 m ( 7 尺 )

+ 2. 3m (約7. 7尺) で あ る 。 梁 行 1 � 3 は2. 6 m

(8. 7尺 ) + 2 . 4m ( 8 尺 ) で 、 北東隅 の柱穴が削 平

さ れ て い る が、 7 � 6 は2 . 7m ( 9 尺) で あ る 。

柱穴 は 直径22 � 52cm 、 深 さ 20 �40cm で あ る 。 柱穴

の下端の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

整列 す る

柱痕跡 は 6 つ の柱 穴 で確認で き 、 直径 は 14 � 24cm

で あ る 。

S 8 09 ( 第44 図 )

I 区南側 ( B ・ C - 6 区) に 位 置す る 遺構 で 、 S

X 01 を 切 っ て い る 。 桁行5. 0 m (約 16. 7尺 ) 、 梁行3. 1

m (約 10. 3尺) の 2 間 X 2 聞 の南北棟総柱建物 で 、

桁行方向 は N 12' E で あ る 。

柱 閉 す 法 は 桁 行 1 � 7 で2 . 1 m ( 7 尺) + 2 . 3 m  

(約7. 7尺) 、 桁行 3 � 9 で は2. 5 m (約8. 3尺) +2 . 3 

S 8 07 ( 第42図 m (約7. 7尺) で あ る 。 桁行 は 西 方 向 に 聞 き 、 桁 行

I 区 中 央 ( D . E - 5 ・ 6 区) に位置す る 遺構で、 は不均衡 で あ る 。 梁行 3 � 1 は1 . 5m ( 5 尺) + 1 . 6  

S 1 15 を 切 っ て い る 。 桁行7. 0m (約23. 3尺) 、 梁行 m (約5. 3尺) で 、 他 の 梁行 も 同 様あ る 。

4. 4 m  (約 14. 7尺) の 3 間 X 2 聞 の 東西棟建物 で 、 柱 穴 は 直径20 � 30cm 、 深 さ 12 �40cm で あ る 。 柱穴

桁行方向 は E 20' S で あ る 。

柱 間 寸 法 は 桁行 3 � 6 で2. 3 m (約7. 7尺) の等間

隔 で 、 桁行 1 � 8 で は2. 3 m (約7. 7尺) +2 . 6m (約

8. 7尺) + 2 . 1 m  ( 7 尺) で あ る 。 梁行 1 � 3 、 8 �

6 は そ れ ぞ れ2. 1 m ( 7 尺) + 2 . 3 m  (約7. 7尺) で

あ る 。

柱穴 は 直径32 � 60cm 、 深 さ 20 �36cm で あ る 。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は 一 定で は な い 。 柱列 は l がはずれ

る が、 他 は ほ ぼ直線 に整列 す る 。 梁行が傾 き 、 い び

の 下端 の レ ベ ル は 一 定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

整列 す る

柱痕跡 は確認で き な か っ た 。

S 8 1 0 ( 第45図 )

H 区西側 ( F . G - 8 ・ 9 区) に 位置す る 遺構 で 、

他 の 遺構 と の 重 複 は な い 。 桁 行l 1 . 4 m (38尺 ) 、 梁

行6. 5m (約21 . 7尺) の 5 間 X 2 聞 の南北棟建物 で 、

桁行方向 は N 3 '  E で あ る 。
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1 28を切ってい る。 桁行6.5 m  (約21.7 尺 ) 、 梁行4. 6柱 間 寸 法 は桁 行 3 � 8で2. 3 m (約7.7尺 ) + 2. 4 m

の 3 間 X 2 聞 の 南北棟建物で 、 桁行(約15.3尺)打l+ 2. 2m (約7.3尺 ) + 2.4 m( 7 尺)+ 2.1m ( 8 尺)

Eである。方向はN 2 。+ 2. 2m (約7.7尺 )( 8 尺 ) 、 桁行 1 � 1Oでは2.3 m

柱 間 寸 法 は桁 行 4 � 1で2. 3 m (約7.7尺) + 1.9m+ 2.4 m ( 8 尺 ) + 2. 3 m十 2.2 (約7.3 尺 )(約7.3尺)

( 8 尺 ) 、 桁 行 6 � 9では2. 1 m+ 2.4m (約6.3尺)(約7.7尺) である。 梁 行 3 � 1 は3. 2m (約10. 7尺)

である。+ 2. 1 ( 7 尺 )(約6.7 尺 )+ 2. 0 m  ( 7 尺 )8 � 10 も 同様で、ある。で 、( l l 尺 )+ 3.3 m 

で 、(約7. 3 尺 )+ 2.2m ( 8 尺 )梁行 6 � 4 は2. 4 m柱穴は直径50� 60cm、 深さ20 � 65α11である。 柱穴

の 等 間 隔である。(約7.7尺)9 � 1 は2. 3 mの 下端の レ ベ ル は一定ではなし 、 。 柱列はほぼ直線に

柱穴は直径36 � 40cm、 深 さ16 � 36CJll である。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は一定ではない 。 柱列 はほぼ直線に

整列する

整列する

柱痕跡、は全ての 柱穴で確認でき、 直径は20� 24cm

である。

柱痕跡は 8 個の 柱穴で、確認でき、 直径は約16cmで

ある。

、1ムnhu

 

S 

(第46図)

E区西側IJ ( 日 一 7 ・ 8区) に 位置する遺構で、

S B l l  



三五 L
J 夜行6f

第 1 節 遺構とそれに伴う 遺物

佐 官
a:J 

‘ ゴ

， :1 

A 

E 

a:J . 

〈ォr

J駅

1 7  

2 

f旨1言

重工
o ιl>  

o 巳D

0 
ヒc=:d

第39図 S 8 05遺構実測図① ( 1 /80)

qL
 
PO

 

一一- :1

一一- .::1

A ' 

E ' 

d 

D 

4m 



調査と その成果第皿章

笠日空 0 '

395， 82� G ' 

日一一一

J-=- \�一一「\�三三J

G 一一一一

主主笠Q. A ' 

三三盤E \幽J

A 一一一

主?BQ E ' E 一一一一

重品J 札f 閣肖 E

4m 0 
ヒ====t

S B 05遺構実測図② ( 1 /80) 第40図

の 下端 の レ ベ ル は 一 定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 にS B 1 2  ( 第47図 )

整列 す る が、 そ れぞれ の柱穴 に 立 て 替 え の 痕跡があE 区西側 ( F - 7 ・ 8 区) に位置す る 遺構で、 他

り 、 柱穴 2 に お い て 柱穴 を 南 に ず ら し て い る 。の 遺構 と の重複は な い 。 遺構 の西側が調査区外 と な

柱痕跡 は 8 個 の柱 穴 で確認で き 、 直径 は 約 14 � 24っ て い る が、 検出 を す る 限 り で は 、 桁行8. 8m (約29. 3

cm で あ る 。の 5 間 X 2 聞 の 南北棟尺) 、 梁行5. 2 m (約 17. 3尺)

E で あ る 。建物 で 、 桁行方 向 は N 2 '  

S B 1 3  ( 第48図 )+ 1 . 8  柱 間 寸 法 は 桁 行 6 � 1 で 1 . 6 m  (約5. 3尺)

E 区南側 ( E . F - 9 ・ 10区) に位置す る 遺構 で 、+ ( 6 尺 )+ 1 . 8m (約6. 7尺)+ 2 . 0m ( 6 尺)立1

( 18尺) 、 梁行他の遺構 と の重複 は な い 。 桁行5. 4 m+ 1 . 6m (約5. 3尺) 、 梁行 4 � 6 で は2 . 7m ( 9 尺)

の 3 間 X 2 聞 の 南 北棟建物 で 、

E で あ る 。

3. 8m (約12 . 7尺)

桁行方向 は N lO'

内べuphu

 

2 . 6m (約8. 7尺) で あ る 。

柱 穴 は 直径56 �60cm 、 深 さ 24 � 56cm で あ る 。 柱穴
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第41図

の 下端の レ ベ ルは一定ではない。 柱列はほ ぼ直線に+ 2.0 (約5. 3 尺 )4主 問 寸 i法は桁 行 3 � 6 で 1.6 m

整列する。( 6 尺 ) 、 桁行 1 � 8では1. 6+ 1.8m (約6.7尺)町1

柱痕跡は 5 1回の 柱穴で(約5.7尺)十 1 . 7 m( 7 尺)+ 2 . 1 m  (約5. 3 尺 )lη 

cm である。の 等 間 隔(約6.3尺)である。 梁行 3 � 1では10 9 m

(約7 . 7尺)+ 2.3 m (約6.3尺 )6 � 8 は10 9 mで 、

S B 1 4  (第49図)

E区中央 ( F . G - 9 ・ 10区) に位置する遺構で、

であ り 、 北に聞 い て い る。

柱穴は直径50�60cm 、 深さ12�44cm である。 柱穴

- 64 
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他 の 遺構 と の 重複 は な い 。 桁行7. 7m (約25. 7尺 ) 、 の 下端 の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

梁行4 . 0m ( 約 13 . 3尺) の 4 間 X 2 聞 の南北棟建物 で 、 整列す る 。

桁行方向 は N 6 '  E で あ る 。 柱痕跡 は 8 個 の 柱 穴 で確認で き 、 直径は約 16cm で

柱 間 寸 法 は 桁 行 3 - 7 で 1 . 8 m  ( 6 尺) + 1 .  9m あ る 。

(約6. 3尺) + 2 . 0m (約6. 7尺) + 2 . 0m (約6. 7尺 ) 、

桁行 1 - 9 で は 1 . 7m (約5. 7尺 ) + 1 . 7m (約5. 7尺 S B 1 5  ( 第50図 )

+ 1 .  9m (約6. 3尺) + 2 . 4 m  ( 8 尺 ) で あ る 。 梁 行 H 区 中 央 ( F ' G - lO ・ 1 1 区 ) に位置す る 遺構 で 、

3 - 1 で は 1 . 9m (約6. 3尺) + 2 . 1 m  ( 7 尺 ) 、 梁行 他の遺構 と の重複 は な い 。 遺構南側 が調査区外 と な

7 - 9 は2. 0m (約6. 7尺) の 等 間 隔 で あ る 。 っ て い る た め 遺構 の 全容 は 不 明 で、 あ る が、 検出 す る

柱 穴 は 直径40 -44cm 、 深 さ 12 - 32cm で あ る 。 柱穴 限 り で は 、 桁行8. 4 m (28尺 ) 、 梁行6. 2 m (約20. 7尺 )
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第43図 S 8 08遺構実測図 ( 1 /80)

の 4 間 X 2 聞 の南北棟建物 で 、 桁行方 向 は N 7 ・ E あ る 。

で あ る 。

柱 間 寸 法 は 桁 行 1 - 5 で1 . 9 m (約6. 3尺) +2 . 3 

m (約7. 7尺) + 2 . 1 m  ( 7 尺) +2 . 1 m  ( 7 尺) 、 桁

行 9 - 7 で は 1 . 9m (約6. 3尺) + 2 . 2 m  (約7. 3尺)

で あ る o 梁行 5 - 7 は3. 0m ( 10尺) +3 . 2 m  00. 7 

尺 ) で あ る 。

柱 穴 は 直径30-44cm 、 深 さ 12 - 20cm で あ る 。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

整列す る 。

柱痕跡 は 8 個 の柱穴で確認で き 、 直径 は約20cm で

S B 1 6  ( 第51 図 )

E 区 中 央 ( H ー 10 ・ 1 1 区) に位置す る 遺構で 、 他

の遺構 と の重複 は な い 。 桁行6. 5m (21 . 7尺) 、 梁行

3. 8m (約12. 6尺) の 3 問 X 2 聞 の 東面底東西棟建

物 で、 桁行方向 は E 23" S で あ る 。

柱 間 す 法 は 桁 行 3 - 6 で2. 2 m (約7. 3尺) + 2 . 3 

m (約7. 7尺) +2 . 0m (約6. 7尺) 、 桁行 1 - 8 で は

2. 2m (約7. 3尺) + 2. 2 m  (約7. 3尺) + 2 . 3 m  (約

7. 7尺) で あ る 。 梁 行 3 - 1 は2. 3 m (約7. 7尺) +

- 66 -
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1 .  7m (約5. 7尺) 、 梁 行 1 � 8 は2 . 2 m (約7. 7尺) の遺構 と の重複 は な い 。 遺構 の 大部分が調査区外 に

+ 2 . 2 m  (約7. 3尺) + 2 . 3 m  (約7. 7尺) で あ る 。 な り 、 柱列 の み の検出 と な っ た 。

柱 穴 は 直径24 � 36crn 、 深 さ 16 �36crn で あ る 。 柱穴 柱 間 寸法 は 3 � 1 で 1 . 7m (約5. 7尺) + 1 .  8m ( 6  

の 下端の レ ベ ル は 一 定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に 尺) で あ る O

整列す る 。 柱穴 は 直径約80 � 120crn 、 深 さ 約90crn で あ る 。 柱

柱痕跡 は 2 個 の柱 穴 で確認で き 、 直径 は約 12crn で 穴 の 下端 の レ ベ ル は 一定で は な い。 柱列 は ほ ぼ直線

あ る 。 に整列す る 。

柱痕跡 は 全 て の 柱 穴 で確認で き 、 直径 は 約28crn で
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I 区南側(B ・ C - 6 区) に 位置す る 遺構で 、 他

あ る 。
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S B 1 1 遺構実測図 ( 1 /80)
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S B 1 8  ( 第53 図 )

I 区東側 ( E . F ー 6 ・ 7 区) に位置す る 遺構 で、

他 の 遺構 と の重複 は な い 。 総柱建物 で 、 桁 ・ 梁の 方

向 は不 明 。 南北軸3. 8m ( 12 . 7尺) 、 東西軸3. 8m ( 約

12. 7尺) の 2 間 X 2 聞 の 総柱建物 で 、 南北軸 は桁行

方向 は N 5 '  E で あ る 。

柱間寸法は南北軸 1 � 7 で2. 0m (約6. 7尺 ) + 1 . 8  

m ( 7 尺) で 、 3 � 9 で は2 . 1 m ( 7 尺) の 等 間 隔

で あ り 、 西へ聞 い て い る 。 一方 、 東西軸 3 � 1 で 1 . 8

m ( 6 尺) + 2 . 0m (約6. 7尺) で 、 9 � 7 で は2. 0

m (約6. 7尺) の 等 間 隔 で あ り 、 北側へ開 い て い る 。

柱穴 は直径26 �40cm 、 深 さ 24 � 44cm で あ る 。 柱穴

の 下端 の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

整列 す る 。

柱痕跡は確認で き な か っ た 。

S B 1 9  ( 第53図 )

I 区東側 ( E . F - 5 ・ 6 区) に位置す る 遺構で 、

S 1 09、 10、 1 1 、 12 と 重複 し て い る 。 桁行7. 2 m (24 

尺) 、 梁行5. 5m (約 18. 3尺) の 3 問 X 2 聞 の南北棟

建物 で、 桁行方 向 は N 5 '  E で あ る 。

柱 間 寸 法 は 桁 行 1 � 7 で2 . 6 m (約8. 7尺) + 2 . 2 

m (約7. 3尺) + 2 . 4 m  ( 8 尺) 、 桁行 3 � 5 で は2. 3

m (約7. 7尺) + 2 . 8m (約9. 3尺) で 、 遺 構 南 東 隅

は 削 平 さ れ て い て柱 間 隔 は不 明 で あ る 。 梁行 5 - 7

は2. 7m ( 9 尺 ) + 2 . 8 m  (約9. 3尺) 、 梁行 2 � 1 は

3. 5m (約 1 1 . 6尺) で あ る 。

柱 穴 は 直径20 �40cm 、 深 さ 20 �40cm で あ る 。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

整列 す る 。

柱痕跡 は確認で き な か っ た 。
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S 8 20 ( 第54、 55図 ) 整列 す る 。 ほ ぽ同位置で立 て 替 え が行 わ れ て お り 、

E 区西側 ( H . 1 - 5 ・ 6 区 ) に 位置す る 遺構で、 そ れ ぞれの柱穴 に 2 重 の痕跡があ る 。

S 1 20、 22、 29、 S B 21 と 重複 し て い る 。 S B 21 に

切 ら れ 、 各 S 1 を 切 っ て い る 。 桁行6. 5m (約21 . 7 

尺) 、 梁行5. 0m (約16 . 7尺 ) の 3 間 X 2 聞 の南北棟

建物 で 、 桁行方向 は N lO' E で あ る 。

柱 間 寸法 は桁行 3 - 6 、 1 - 8 と も に2. 0m (約6. 7

尺 ) + 2 . 5m (約8. 3尺) + 2 . 3 m  (約7. 7尺) で あ る 。

梁行 3 - 1 、 6 - 8 は と も に2. 5m (約8. 3尺) の等

間 隔 で あ る 。

柱穴 は 直径40- 56cm 、 深 さ 60 - 80cm で あ る 。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は 一 定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線に

柱痕跡 は 全 て の 柱 穴 で確認がで き 、 直径 は 16 - 20

cm で あ る 。

S 8 21 ( 第54 、 55図 )

E 区西側 ( H . 1 - 5 ・ 6 区) に位置す る 遺構 で 、

S 1 20、 22 、 29、 S B 21 と 重複 し て い る 。 S B 20 を

切 り 、 各 S 1 を 切 る 。 桁行7. 1 m (約23 . 7尺) 、 梁行

4. 7m (約15 . 7尺) の 3 間 X 2 聞 の 南 北棟建物 で 、

桁行方向 は N 8 '  E で あ る 。

柱 間 寸 法 は 桁 行 3 - 6 は2. 1 m ( 7 尺 ) + 2 . 4 m 

司E4司i
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尺 ) +2 . 1 m  ( 7 尺) +2 . 5m (約8. 3尺) で あ る 。

梁 行 3 � 1 は2 . 7m ( 9 尺) + 2 . 4m ( 8 尺) 、 6 �

8 は と も に2 . 2 m (約7. 3尺) + 2. 5m (約8. 3尺) で

あ る 。

柱 穴 は 直径36 �40cm 、 深 さ 50 �60cm で あ る 。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

整列 す る 。 ほ ほ同位置で立て 替 え が行 わ れ て お り 、

そ れぞれの柱穴 に 2 重 の痕跡があ る 。

A 一一一一

0 
ヒ=:l

4m 

第49図 S B 1 4遺構実測図 ( 1 /80)

( 8 尺) + 2. 3 m  (約7. 7尺) 、 1 � 8 は2. 5m (約8. 3 柱痕跡 は ほ と ん どの柱穴で確認がで き 、 直径 は 16

�20cm で あ る 。

S 8 22 ( 第56図)

E 区西側 ( H - 9 区) に 位置す る 遺構 で 、 他 の 遺

構 と の重複は な い 。 南東側 を 削 平 さ れ遺構の 全容 は

不明で、 あ る が、 検出 す る 範囲 で桁行5. 6 m ( 約 18. 7尺) 、

梁行3. 5m (約 1 1 . 7尺) の 3 問 x 1 聞 の 東西棟建物 で 、

桁行方向 は E 33' S で あ る 。
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柱 間 寸 法 は 桁 行 3 � 6 は 1 . 9m (約6. 3尺) +2 . 1 S 1 31 、 32、 33 を 切 っ て い る 。 切 り 合 い 関 係 は 不 明 。

桁 行7. 0m (約23 . 3尺) 、 梁 行5. 0 m ( 約 16. 7尺) の

4 問 X 2 聞 の 南北棟建物 で 、 桁行方向 は N 5 '  E で

あ る O

柱 間 寸 法 は 桁 行 1 � 6 は 1 . 6 m  (約5. 3尺 ) + 1 . 8  

m ( 6 尺) + 1 .  6m (約5. 3尺) + 2 . 0m (約6. 7尺) 、

梁行 4 � 6 は2. 3 m (約7. 7尺) + 2 . 6 m  (約8. 7尺)

+2 . 5m (約8. 3尺) で あ る 。

柱穴 は 直径40� 60cm 、 深 さ 30 � 50cm で あ る 。 柱 穴

S 8 23 ( 第57図 ) の下端 の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直 線 に

E 区西側 ( E . F - 8 ・ 9 区 ) に位置す る 遺構で、 整 列 す る 。 遺構南西隅が削 平 さ れ、 全体像が不 明 瞭

m ( 7 尺) 十 1 . 8m ( 6 尺) 、 梁行 2 � 3 は 聞 に柱穴

が削平 さ れ て い る 可能性があ り 、 1 . 75m (5. 8尺) の

等 間 隔 に な る 可能性があ る 。

柱穴 は 直径12 � 20cm 、 深 さ 1O� 24cm で あ る 。 柱穴

の 下端の レ ベ ル は 一定で は な い 。 柱列 は ほ ぼ直線 に

整列す る 。

柱痕跡 は確認がで き な か っ た 。
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で あ る 。 ほ ぽ同位置で立 て 替 え が行 わ れ て お り 、 そ S 8 24 ( 第58図 )

れぞれの柱穴 に 2 重 の 痕跡があ る 。 II 区西側 ( G . H - 13 ・ 14区 ) に位置す る 遺構 で 、

柱痕跡 は ほ と ん どの柱穴で確認がで き 、 直径 は 16 S B 25 と 重複 し て い る が、 切 り 合 い 関 係 は 不 明 。 南

-24cm で あ る 。 東隅が削平 さ れて い る た め遺構 の 全体像 は 不 明 で あ

る が、 検出 す る 限 り で は桁行5. 9m (約19 . 7尺) 、 梁

行3. 7m (約12 . 3尺) の 3 間 X 2 聞 の東西棟建物 で 、

Aせ円i
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桁行方向 は E 230 S で あ る 。

第53図 S B 1 9遺構実測図 ( 1 /80) 

S 8 25 ( 第58図 )

柱 間 寸 法 は 桁 行 4 � 7 は 1 . 8m ( 6 尺) +2 . 3m 11 区西側 ( G . H - 13 ・ 14 区 ) に位置す る 遺構で 、

(約7. 7尺) + 1 .  8m ( 6 尺 ) 、 梁 行 2 � 4 は 1 0 7m S B 24 と 重複 し て い る が、 切 り 合 い 関 係 は不 明 。 南

(約5. 7尺) + 2 . 0m (約6. 7尺) で あ る 。 東隅が削平 さ れて い る た め 遺構 の 全体像 は 不 明 で あ

柱穴 は 直径20� 28cm 、 深 さ 16 � 24cm で あ る 。 柱穴 る が、 検出 す る 限 り で は桁行6. 9 m (23尺) 、 梁行4. 0

の 下端の レ ベ ル は ほ ぼ一定す る 。 柱列 は ほ ぼ直線 に m (約 13. 3尺) の 3 間 X 2 間 の東西棟建物 で 、 桁行

整列 す る 。 方向 は E 230 S で あ る 。

柱痕跡は確認で き な か っ た 。 柱 間 寸法 は 桁 行 5 � 8 は2 . 3 m (約7. 7尺) +2 . 2 m  

(約7. 3尺) 十2 . 5m (約8. 3尺) 、 梁 行 3 � 5 は2. 0m

(約6. 7尺) + 1 .  9m (約6. 3尺) で あ る 。
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柱 穴 は 直径20 � 40cm 、 深 さ 1O� 30cm で あ る O 柱穴

の 下端 の レ ベ ル は 一 定 し な い 。 柱列 は 西側梁行が縮

小す る 。

柱痕跡 は確認で き な か っ た 。

3 - 2  遺物

25棟あ る 掘立柱建物 か ら は 、 破片 を 中 心 に柱穴か

ら 多 く の遺物が出土 し て い る O 埋土 に 混入 し た と 思

わ れ る 土師器片 が最 も 多 か っ た が、 こ こ で は 、 そ の

中 で 図 化 に 足 る 物 を 紹 介す る 。

59ー S B Ol よ り 出 土 し た 土 師器杯。 底部 は へ ラ

切 り 。 胎土 は砂粒が少 な く キ メ 細 か い 。 内外面 と も

回転 ナ デ調整。 内外面 に 丹が塗 つ で あ り 、 色調 は樟

色。 底 部 に 墨書があ る 。

59- 2 S B Ol よ り 出 土 し た 須恵器査。 胎土 は砂粒

が少 な く 細 か い 。 口縁部 と 底部が欠損 し て い る 。 体

部内面 は 回転 ナ デ調整。 体部外面 は 平行 タ タ キ の痕

ががあ る が、 回転ナ デで消 し で あ る 。 色調 は 暗赤色

で 、 肩 部 に は 灰 白 色 の 自 然軸 が懸 か る 。

59ー 3 S B 04 よ り 出 土 し た 土 師 器聾。 復 原 口 径

14. 0cm 。 胎土は砂粒が多 く 粗い 。 口縁部 は 緩 く 外反

し 、 口縁部の張 り 出 し は 少 な い 。 口縁部内面 は ナ デ

調整。 体部内 面 は 横方 向 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部外

面 は剥 落 し 、 調整が観察で き な い 。 色調 は に ぶ い黄

櫨色。

59- 4 S B 05 よ り 出 土 し た 土 師 器 聾。 復 原 口 径

21 .  Ocm 。 胎土 は砂粒が混 じ る がや や 細 か い 。 口縁部

は 強 く 外折す る 。 口縁部内面 は ナ デ調整。 体部内面

は横方向 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方向 に ハ

ケ 目 調整 を 行 い 、 体部上方 と 頚部外面 は ナ デ調整 を

行 う 。 色調 は に ぶ い 黄櫨色。

59- 5 S B 05 よ り 出 土 し た 須恵器杯身。 底部は ヘ

ラ 切 り 。 高 台 は 底 部の や や 内側 に 付 き 、 断面 は方形

で あ る 。 胎土 は砂粒が混 じ る が細 か い 。 内外面 は 回

転 ナ デ調整で、 見込み に 横 ナ デ を 数回 行 う 。 色調 は

青灰色。

59- 6 S B 06 よ り 出土 し た 須恵器査。 口縁部 の破

片 で 、 復原 口 径8. 8cm 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。

内外面 は 回転 ナ デ調整。 色調 は 明褐色で、 焼 き が甘

し 、 。

59- 7 S B 10 よ り 出 土 し た 土 師 器杯。 復 原 口 径

12. 6cm 。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 胎 土 は 砂粒 が少 な く 細 か

い 。 体部 は 口縁部 に か け て 開 く O 内 外面 と も 回転 ナ

デ調整。 丹 を 塗 り 、 色調 は桂色。 底 部 に 墨書があ る 。

59- 8 S B lO よ り 出 土 し た 土 師 器杯。 復 原 口 径

14. 0cm 。 器高3. 4cm o 底 部 は ヘ ラ 切 り で 、 そ の 後 ナ

デで横方 向 に 調整。 胎土 は 砂粒 が少 な く 細 か い 。 体

部 は 口縁部 に か け て 聞 く 。 内 外面 と も 回 転 ナ デ調整。

丹が塗 つ で あ り 、 色調 は樺色。

59- 9 S B 10 よ り 出 土 し た 土師器杯。 底部 の破片

で 、 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。

内面見込み は横 ナ デ。 丹が塗 つ で あ り 、 色調 は 糧色 。

底部 に は墨書があ る 。

59ー 1 0 S B lO よ り 出 土 し た 須恵器杯。 底部 は ヘ ラ

切 り 。 胎土 は 砂粒が混 じ る が、 細 か い 。 見込み は 2

度横 ナ デ を す る 。 色調 は 灰 白 色 。 底 部 に は 墨書があ

り 、 「角 代」 と 読め る 。

59- 1 1 S B lO よ り 出 土 し た 土 師 器杯。 復 原 口 径

12. 8cm 。 器高3. 0cm o 底 部 は ヘ ラ 切 り で 、 そ の 後 ナ

デで横方向 に 調整。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 体

部 は 口縁部 に か け て 開 く 。 内 外面 と も 回 転 ナ デ調整。

見込み は 数 回 横 ナ デ を す る 。 丹が塗 つ で あ り 、 色調

は樺色。

59- 1 2  S B 1 1 よ り 出 土 し た 土 師 器杯。 復 原 口 径

13. 3cm 。 器高2. 6cm 。 底 部 は ヘ ラ 切 り で 、 そ の 後 ナ

デで横方向 に 調整。 胎土 は 砂粒が少 な く 細 か い 。 体

部 は 口縁部 に か け て 開 く 。 内 外面 と も 回 転 ナ デ調整。

見込み は 回転方向 に ナ デる 。 丹が塗 つ で あ り 、 色調

は樟色。 底 部 に は墨書があ る 。

59ー 1 3 S B 12 よ り 出 土 し た 土 師器聾。 復原 口 径

18. 0cm 。 胎土 は砂粒が ま じ り や や粗 い 。 口縁部 は 緩

く 外反 し 、 口縁部 の 張 り 出 し は 少 な い 。 口縁部内面

は ナ デ調整。 体部内 面 は斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。

体部外面 は 縦 方 向 に ハ ケ 目 があ る が、 口縁部か ら 頚

部 に か け て ナ デ調整 を 行 う 。 色調 は に ぶ い桂色。

59- 1 4 S B 20 よ り 出 土 し た 須 恵 器杯。 復 原 口 径

13. 7cm 。 器高3. 4cm 。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎 土 は 砂 粒

が少 な く 細 か い 。 体部 は 口縁部 に か け て 聞 く 。 内外

面 と も 回転 ナ デ調整。 色調 は 灰 白 色 。 体部外面 に 墨

書があ り 、 「十」 と 読め る 。
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59- 1 5  S B 20 よ り 出 土 し た 須 恵 器杯。 復 原 口 径 19. 1cm o 胎土 は砂粒が多 く や や粗い 。 口縁部 は緩 く

13. 3cm 。 器 高4. 1cm o 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎 土 は 砂粒 外反す る 。 口縁部内面 は ナ デ調整。 体部 内面 は斜め

が少 な く 細 か い 。 体部 は 口縁部 に か け て 聞 く 。 内外

面 と も 回 転 ナ デ調整。 色調 は灰 白 色。

59ー 1 6 S B 20 よ り 出 土 し た 土師器杯。 底 部 は ヘ ラ

切 り の後横ナ デ調整。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。

内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 色調 は丹が塗 つ で あ り 樺

色。 底部 に 墨書があ り 、 「十」 と 読め る 。

59ー 1 7 S B 20 よ り 出 土 し た 土 師 器杯。 復 原 口 径

1 1 .  7cm 。 器高3. 3cm 。 底 部 は へ ラ 切 り 。 胎 土 は砂粒

が少 な く 細 か い 。 体部 は 口縁部 に か け て 内湾気味に

聞 く 。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 色調 は丹が塗 つ で

あ り 櫨色。

59ー 1 8 S B 20 よ り 出 土 し た 須 恵 器杯。 復 原 口 径

上 方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は横方向 に ハ ケ 目

調整 を 行 い 、 頚部外面 は ナ デ調整 を 行 う 。 色調 は に

ぶ い 黄櫨色。

59ー20 S B 23 よ り 出 土 し た 土 師 器杯。 復 原 口 径

13. 8cm 。 器 高3. 1cm o 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎 土 は 砂 粒

が少 な く 細 か い 。 体部 は 口縁部 に か け て 内 湾 し て 聞

く 。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 丹が塗 つ で あ り 、 色

調 は樺色。

4 不明遺構 ( S X 01)  
4 - 1  遺構

I 区西側 ( C . B - 6 ・ 7 区) に位置す る 遺構で、

13. 2cm 。 底部 は ヘ ラ 切 り の後、 横 ナ デ調整。 胎土は E 区方面か ら 流 れ込 む流路の た ま っ た と こ ろ と 思 わ

砂粒が混 じ る が細 か い 。 体部 は 口縁部 に か け て 開 く 。 れ る 。 約 12 X 6 m ほ どの大 き さ で 、 80cm の深 さ があ

内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 色調 は灰色。 る 。 上流の流路は特定で き な い が、 多 く の遺物が出

59ー 1 9 S B 21 よ り 出 土 し た 土 師 器 蓋。 復 原 口 径 土 し た た め 、 こ こ で は 図化 に 足 る も の を 紹介す る 。
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デ を 行 う 。 色調 は 灰 白 色。遺物4 - 2 

須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は底部61 - 5 土師器椀。 胎土は砂粒が少 な く 細 かい。 底61 - 1  

端 の や や 内 側 に 付 き 、 外側 を 削 っ て 畳付 き は鋭角 に面端部 に 高 台 を 付 け る 。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。

な る 。 胎土 は砂粒が混 じ り や や粗 い 。 内外面 は 回転丹が塗 つ で あ り 、 色調 は糧色 。

ナ デ調整で、 見込み は 数回横 ナ デ を 行 う 。 色 調 は 灰土師器椀。 底 部 は ヘ ラ 切 り で 、 そ の 後 ナ デ61 - 2 

白 色。で横方向 に調整。 底面端部 に 高 台 を 付 け る 。 胎土 は

須恵器均二 身。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は底部61 - 6 砂粒が混 じ る が細 か い 。 内外面 と も 回転ナ デ調整。

端の や や 内 側 に付 く 。 高 台 は 端部 に か け て 聞 く 。 胎見込み は横方向 に ナ デ る 。 丹が塗 つ で あ り 、 色調 は

土 は砂粒が混 じ り や や組 い 。 色調 は褐灰色で 、 見込樟色。

み に は 自 然紬が懸 か る 。黒色土器椀。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 底面端部 に61 - 3 

土師器杯。 胎土は砂粒が混 じ る が細 か い 。61 - 7  高台 を 付 け る 。 胎土は砂粒が混 じ る が細 か い 。 外面

内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 丹が塗 つ で あ り 、 色調 はは 回転 ナ デ調整。 内 面 は 磨 き で 、 黒色 lこ燥す。 色調

撞色。 体部外面 に 墨書があ り 、 「井J と 読め る 。は外面 は に ぶ い樟色。 内 面 は 黒色。

土師器杯。 胎土は砂粒が少 な く 細 か い 。 丹61 -8 須恵器坪身。 復原 口 径14. 8cm 。 器高5. 0cm 。61 - 4 

が塗 つ で あ り 、 色調 は樫色。 底部 に 墨書があ る 。底部は へ ラ 切 り 。 高 台 は 底部端 の や や 内 側 に付 き 、

土師器皿。 復 原 口 径9. 9cm 。 器高 1 . 9cm 。 底61 - 9 高台の外面 を 削 っ て畳付 き は 鋭角 に な る 。 体部 は 開

部 は ヘ ラ 切 り で 、 板 目 圧痕 が付 く 。 胎土 は砂粒が混

じ る がや や細 か い 。 見込み に 横 ナ デ を 数回 行 っ て い

司E4nδ

 

口縁端部が外反す る 。 胎土は砂粒が混 じ り や や

粗 い 。 内外商 は 回転 ナ デ調 整 で 、 見込み は 数回横ナ

き 、
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る 。 色調 は に ぶ い 黄櫨色。

61 ー 1 0 土師器皿。 復原 口径9. 2cm 。 器高1 . 8cm 。 底

部 は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が混 じ る がや や細 か い 。

見込み に 横 ナ デ を 数回 行 っ て い る 。 口縁部 と 見込み

に カ ー ボ ン が付着す る 。 色調 は 浅黄櫨色。

褐色色。

62ー 2 須恵器壷。 口縁部 と 底部が欠損 し て い る 。

胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 内 面 は 指お さ え の あ と

ナ デ調整。 外面 は摩滅 し て 調整 が判 り に く い が タ タ

キ の痕跡が若干残 る 。 色調 は灰 白 色 。

61 ー 1 1 土 師 器 皿。 復 原 口 径1 1 . 6cm 。 器 高1 . 6cm o 62ー 3 須恵器査で肩部の破片 。 胎土 は砂粒 が少 な

底部は ヘ ラ 切 り 。 胎土は砂粒が混 じ る がや や細かい。 く 細 かい。 内 面 は 指お さ え の あ と ナ デ調整。 体部外

見込み に 横 ナ テー を 数回 行 っ て い る 。 口縁部 と 見込み

に カ ー ボ ン が付着す る 。 色調 は灰黄櫨色。

61 ー 1 2 土 師 器 皿。 復 原 口 径1O. 2cm 。 器 高 1 . 7cm 。

底部は ヘ ラ 切 り 。 胎土は砂粒が混 じ る がや や細かい。

見込み に横 ナ デ を 数回行 っ て い る 。 色調 は に ぶい黄

櫨色。

面 は 格子 タ タ キ の痕跡が残 る 。 色調 は に ぶ い褐 色 で 、

肩部上面 に は 灰 白 色 の 自 然柚 が懸 か る 。

62- 4 須恵器査で底部の破片。 胎土 は砂粒が少 な

く 細 かい。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 底部上面 に に

は タ タ キ 目 が残 る 。 高 台 は 端 部 に 付 き 、 外側 に 張 り

出す。 色調 は 、 外面 は赤褐色 で 、 内 面 は桂色。

61 - 1 3  土 師 器 皿。 復 原 口 径1O. 2cm 。 器 高 1 . 3cm o 62ー 5 須恵器査で胴部の破片 。 胎土は砂粒 が混 じ

底部は へ ラ 切 り 。 胎土は砂粒が混 じ る がや や 細 か い 。 り や や粗い。 内 面 は 平行 の 当 て 具痕 。 外面 は格子 目

見込み に 横 ナ デ を 数回 行 っ て い る 。 色調 は 浅黄樫色。 タ タ キ 。 色調 は灰色。

61 - 1 4  土師器聾。 復原 口 径26. 3cm 。 胎土は砂粒が

多 く や や 組 い 。 口縁部 は 緩 く 外反す る 。 口縁部内面

は ナ デ調整。 体部 内面 は 上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体

部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整 を 行 い 、 口縁部 と 頚部

外面 は ナ デ調整 を 行 う 。 口縁部内外面 に カ ー ボ ン が

付着す る 。 色調 は に ぶ い 黄樫色。

61 ー 1 5 土師器聾。 復原 口 径27. 6cm 。 胎土 は砂粒が

混 じ る がや や細 か い 。 口縁部は緩 く 外反す る 。 口縁

部内面 は ナ デ調整。 体部内 面 は斜め上方 に へ ラ 削 り

を 行 う 。 体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整 を 行 い 、 口

縁部外面 は ナ デ調整 を 行 う 。 口縁部内外面 に カ ー ボ

ン が付着す る 。 色調 は に ぶ い桂色。

61 - 1 6  土師器輩。 口径26. 2cm 。 胎土は砂粒が混 じ

る がや や 細 か い 。 口縁部 は緩 く 外反す る 。 口縁部内

面 は ナ デ調整。 体部内面 は斜め上方 に ヘ ラ 削 り を 行

62- 6 須恵器査で胴部の破片。 胎土は砂粒が少 な

く や や 細 か い 。 内 面 は平行 と 同 心 円 の 当 て 具痕。 外

面 は格子 目 タ タ キ 。 色調 は灰色。

62- 7 須恵器査で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が少 な

く や や 細 か い 。 内 面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。 外面 は 大

き な 格子 日 夕 タ キ 。 色調 は 外面が灰色 で 内 面 は樫色。

62-8 須恵器壷で胴部の破片 。 胎土は砂粒 が少 な

く や や 細 か い 。 内 面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。 外面 は細

か な 格子 目 タ タ キ 。 色調 は灰色。

62- 9 須恵器査で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が混 じ

り る がや や 細 か い 。 内 面 は 同心 円 の 当 て 具痕があ り 、

一部 を ナ デ消 し て い る O 外面 は平行 タ タ キ 。 色調 は

外面が暗灰色 で 、 内 面 は灰色。

62ー 1 0 須恵器査で肩部の破片 。 胎土 は砂粒が少 な

く 細 か い 。 器肉 は 薄 い 。 内 面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。

う 。 体部外面 は 、 上 半 は 縦方向 に ハ ケ 目 調整 を 行 い 、 外面 は平行 タ タ キ で 、 頚部付近は縦方向 に は い り 、

下半は斜め 上方 に ハ ケ 目 調整 を 行 う 。 口縁部外面 は 肩部付近 は横 に は い る 。 色 調 は褐灰色。

ナ デ調整 を 行 う 。 口縁部内外面 に カ ー ボ ン が付着す

る 。 色調 は に ぶ い樺色。

62ー 1 土師器費。 復原 口径13. 3cm 。 胎土 は砂粒が

混 じ り や や組 い 。 口縁部は 直立気味で 、 張 り 出 し が

小 さ い 。 口縁部内面 は ナ デ調整。 内面 は ほ ぼ横方向

に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整 を 行

い 、 口縁部外面 は ナ デ調整 を 行 う 。 色調 は に ぶ い赤

62ー 1 1 須恵器査で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が少 な

く 細 かい。 内面 は平行の 当 て 具痕。 外面 は 平行 タ タ

キ 。 色調 は灰色。

62-1 2 須恵器壷で胴部の破片 。 胎土は砂粒が少 な

く 細 か い 。 内 面 は 平行 と 同 心 円 の 当 て 具痕 が混在。

外面 は平行 タ タ キ 。 色調 は 外面 が浅黄 色 で 、 内 面 は

暗灰黄色。
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第 田 章 剣fi? と そ の 成果

63ー 1 須恵器査で 口縁部 の破片。 胎土は砂粒が混 5 一 2 遺物
じ る がや や 細 か い 。 口縁部の 内 面 は 回転ナ デ調整で、

体部内 面 に は 同心 円 の 当 て具痕があ る 。 口縁部外面

は 回転 ナ デ調整。 色 調 は 赤褐色。

63- 2 土 師 器鉢。 復 原 口 径19. 4cm 。 器 高7. 8cm 。

胎土 は砂粒が混 じ り や や 粗 い 。 底 部 は 丸 み を 持 ち 、

口縁部 は緩 く 外反す る 。 底部外面 に は 指押 さ え痕が

残 り 、 後 ナ デ調整。 口縁部内外面 は ナ デ調整。 色調

は に ぶ い黄樫色。

63- 3 土師器鉢。 復原 口 径17. 6cm 。 胎土 は砂粒が

混 じ り や や粗い。 体部 は 直立気味で、 口縁部は外折

す る 。 内外面 は ナ デ調整。 色調 は に ぶ い褐色。

5 溝 (S D )  

5 - 1 遺構

S D 01 ( 第 4 図 )

E 区東側 に位置 し 、 北か ら 南 に 流 れ る 溝。 G - 14

区 で は 削 平 の た め 消 滅 し て い る の で 、 S D 02 と の切

り 合 い は 不 明 。 最大�lll は 約3. 0 m で 、 最大深 度 は50

cm で あ る 。 お お ま か に 逆台形の掘 り 方 を 持つ が、 底

面 の 荒 れ て い る 部分 も あ る 。 礁 と と も に 遺物 も 多 く

出 土 し た 。

S D 02 ( 第 4 図 )

E 区東側 に 位置 し 、 東か ら 西 に 流れ る 溝。 F - 14 

区で調査区外 に 入 る た め 流路 は 不 明 で、 あ る 。 東側 は

削平 さ れ て い る 。 S D 01 と の切 り 合 い は 不明。 最大

幅 は 約3. 5 m で 、 最大深度 は30cm で あ る 。 お お ま か

に逆台形の掘 り 方 を 持つ 。

64- 1 土 師器杯。 復原 口 径 1 1 . Ocm 。 胎 土 は 砂粒が

混 じ る が細 か い 。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 丹が塗

つ で あ り 、 色調 は樫色。

64ー 2 須 恵 器 杯。 口 径12. 5cm 。 器 高3. 3cm 。 底 部

は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が混 じ る が細 か い 。 焼 き が

甘い。 体部 は 開 く 。 内外面 は 回 転 ナ デ調整で、 見込

み は横 ナ デ を 数回 行 う 。 色調 は 灰 白 色。

64- 3 須 恵 器 杯。 口 径13. 8cm 。 器 高2. 5cm 。 底 部

は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒 が混 じ る が細 か い 。 体部 は

聞 く 。 内外面 は 回 転 ナ デ調整で 、 見込み は 横 ナ デ を

数回 行 う 。 色調 は 灰 白 色 。

64- 4 須恵器杯身。 底部 は ヘ ラ 切 り O 高 台 は 底 部

の や や 内 側 に 付 き 、 外側 に 開 く 。 胎土 は砂粒が少 な

く 細 かい。 良 く 焼 き 締 ま る 。 内外面 は 回転 ナ デ調整。

色調 は灰黄褐色。

64- 5 須恵器杯身。 復原 口 径13. 4cm 。 器高5. 1cm o

底部は ヘ ラ 切 り 。 高台 は 高 め で底部の や や 内側 に 付

き 、 端部は外側 に 聞 く 。 胎土は砂粒が少な く 細 か い 。

良 く 焼 き 締 ま る 。 内外面 は 回転 ナ デ調整で、 腰部 に

丸み を 持つ。 色調 は 暗黄灰色。

64- 6 須恵器杯身。 底部は へ ラ 切 り 。 高 台 は 高 め

で底部の や や 内 側 に 付 く 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か

い。 良 く 焼 き 締 ま る 。 内外面 は 回 転 ナ デ調整で、 腰

部 に 丸み を 持つ 。 色調 は 暗赤灰色。

64ー 7 須恵器坪身。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 底 部

の 端 に付 き 、 端部は外 に 開 く 。 胎土 は砂粒が混 じ る

が細 か い 。 良 く 焼 き 締 ま る 。 見込み は 数 回横 ナ デ を

す る 。 色調 は灰色。

64- 8 須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 薄 く

高 め で 、 底部の や や 内 側 に 付 く O 胎土は砂粒 が混 じ
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須恵器杯身。 復原 口 径14. 5cm 。 器高3. 9cm 。64- 1 4  る が細 か い 。 焼 き は や や甘 い 。 見込み は 数回横 ナ デ

底部は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 底 面 の や や 内 側 に つ く 。 胎を す る 。 色調 は 灰 白 色 。

土は砂粒が少 な く 細 か い 。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。須恵器杯身。 復原 口径15. 0cm 。 器高4. 4cm 。64- 9 

色調 は青灰色。底部 は へ ラ 切 り 。 高 台 は や や 高 く 、 底部の 内側 に付

須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 底面64- 1 5  く 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 良 く 焼 き 締 ま る 。

の や や 内側 に つ く 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 内内外面 と も 回転 ナ デ調整で、 腰部 に 丸 み を 持つ 。 色

外面 と も 回転ナ デ調整。 見込み は 数 回 横 ナ デ を す る 。調 は 暗赤灰色。

色 調 は 灰 白 色 。須恵器杯身。 底部 は へ ラ 切 り 。 高台は底部64- 1 0  

須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高台 は底面64- 1 6  の 端 に付 く 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 焼 き は甘

の や や 内側 に つ き 、 端部 を ナ デに よ り 丁寧 に 調整すい 。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 色調 は 灰 白 色 。

る 。 胎土は砂粒が混 じ り や や細 か い 。 内外面 と も 回須恵器杯身。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 高台は底部64- 1 1 

転 ナ デ調整。 見込み は 数 回横 ナ デ を す る 。 色調 は 暗の 端 に付 き 、 外面接着部 に ヘ ラ に よ る 凹線があ る 。

灰色。胎土は砂粒が混 じ る が細 か い 。 内外面 と も 回転 ナ デ

須恵器坪身。 復原 口 径12. 1cm 。 器高3. 65cm 。64-1 7  調整。 色調 は外面が灰色、 内 面 は灰 白 色。

底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 底面 の か な り 内側 に つ く 。須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高台は底部64- 1 2  

胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 内外面 と も 回転 ナ デ調の 内 側 に つ く 。 胎土 は砂粒が混 じ り 組 い。 見込み は

整。 色調 は灰 白 色。数回横 ナ デ を 行 う 。 色調 は灰色。

須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高台は底面64- 1 8  須恵器均二身。 復原 口 径 1 1 . 6cm 。 器高4. 0cm 。64- 1 3  

の や や 内側 に つ く 。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 内底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 底 面 の や や 内 側 に つ く 。 胎

外面 と も 回転ナ デ調整。 色調 は灰色。

須恵器杯身。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 底面64ー 1 9

- 88 -

土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 内外面 と も 回転ナ デ調整。

見込み は軽 く 横 ナ デ を す る 。 色調 は外面が青灰色。



第 皿 章 調査 と そ の 成 果

の や や 内 側 に つ き 、 ナ デ に よ り 端部 を 尖 ら せ る 。 。

胎土 は砂粒が混 じ り や や粗い。 内外面 と も 回転 ナ デ

調整。 色調 は灰色。

64ー20 須恵器杯蓋。 復原 口 径14. 3cm 。 平 ら な 器形

で、 上面 に は ヘ ラ 切 り 痕 が残 る 。 端部 に か け て や や

上面 に 反 り な が ら 、 端部は下方へ 曲 げる O 胎土は砂

粒 が少 な く 細 か い 。 内外面 と も 回転 ナ デ調整。 色調

る がや や 細 か し 、 。 内 面 は 同心 円 の 当 て 具痕。 外面 は

格子 日 夕 タ キ 。 色調 は灰褐 色。

65ー 2 須恵器査 で胴部の破片。 胎土は砂粒が混 じ

る がや や細 か い 。 内 面 は 同 心 円 と 平行 当 て 具痕 が混

在。 外面 は格子 目 タ タ キ 。 焼 き が甘 く 、 色調 は 黄褐

色。

65ー 3 須恵器査で胴部の破片。 胎土 は砂粒が混 じ

は 灰 白 色 。 る がや や 細 か い 。 内 面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。 外面 は

64ー21 土 師器椀。 底部は ヘ ラ 切 り 。 高台 は底面の 格子 日 夕 タ キ 。 色調 は灰色。

や や 内 側 に つ く 。 胎土は砂粒がや や ま じ る が細かい 。 65ー 4 須恵器壷で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が少 な

内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 色調 は丹が塗 つ で あ り 、 く や や 細 か い 。 内 面 は 同 心 円 と 平行 当 て 具痕が混在。

に ぶ い 黄樺色。

64ー22 土師器椀。 底 部 は へ ラ 切 り 。 高台 は底面の

や や 内側 に つ く 。 胎土 は砂粒がや や ま じ る が細かい 。

内外面 と も 回転 ナ デ調整。 色調 は丹が塗 つ で あ り 、

に ぶ い黄櫨色。

外面 は格子 日 夕 タ キ 。 色調 は灰色。

65- 5 須恵器査で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が少 な

く や や 細 か い 。 内 面 は平行当 て 具痕。 外面 は格子 目

タ タ キ 。 色 調 は 外面が赤褐色 、 内 面 が褐灰色。

65- 6 須恵器壷で胴部の破片。 胎土は砂粒が混 じ

64ー23 土師器椀。 復 原 口 径14. 6cm 。 胎土 は砂粒が る がや や細 か い 。 内面 は 同心 円 の 当 て 具痕。 外面 は

や や ま じ る がや や細 か い 。 内外面 と も 回転 ナ デ調整。 綾杉状 タ タ キ 。 色調 は外面が灰褐色 、 内 面 が暗灰黄

色調 は に ぶ い褐灰色。 色。

64ー24 須恵器壷 で 口縁部の破片。 復原 口径20. 9cm o 65ー 7 須恵器査で胴部の破片。 胎土 は砂粒が混 じ

胎土は砂粒が混 じ る がや や 細 か い 。 朝顔状 に 聞 き 、 る がや や 細 か い 。 内 面 は 同 心 円 と 平行の 当 て 具痕が

上方へ屈 曲 す る 屈折部は へ ラ に よ り 凸帯 を 作 り 出す。 混在。 外面 は綾杉状 タ タ キ 。 色調 は灰褐外面 が に ぶ

口縁端部 は水平 に す る 。 焼成がや や 甘 く 、 色調は褐 い褐色、 内面が暗灰黄色。

黄色。 66ー 1 須恵器壷 で胴部の破片。 胎土は砂粒が混 じ

64ー25 須恵器壷。 復原 口径16. 5cm 。 胎土 は砂粒が

混 じ る がや や 細 か し 3 。 口縁部 は外反 し 、 端部 を 肥圧

す る 。 口縁部内外面 は 回転 ナ デ調整。 色調 は櫨色。

64-26 土 師器費。 復 原 口径18. 0cm o 胎土 は砂粒が

混 じ る り や や 細 か い 。 口縁部 は 緩 く 外反す る O 口縁

部内外面 は ナ デ調整。 色調 は に ぶ い樟色。

64-27 土 師器蓋。 復 原 口 径18. 8cm 。 胎土は砂粒が

多 く や や粗い。 口縁部 は 強 く 外折 し 、 水平 にす る 。

口縁部内外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は 上方 に ヘ ラ 削

り を 行 う 。 色調 は に ぶ い積色。

り や や粗い。 内 面 は 同心 円 の 当 て具痕。 外面 は平行

タ タ キ 。 色 調 は 外面が 自 然紬が付 き 灰褐色、 内 面 は

暗褐色。

66- 2 須恵器壷で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が混 じ

る がや や 細 か い 。 内 面 は 同 心 円 と 平行 の 当 て 具痕。

外面 は平行 タ タ キ 。 色調 は外面が 自 然紬 が付 き 暗 オ

リ ー ブ灰色、 内面が灰色。

66ー 3 須恵器壷 で胴部の破片。 胎土は砂粒 が混 じ

る がや や細 か い 。 内 面 は 同心 円 の 当 て 具痕。 外面 は

平行 タ タ キ 。 色調 は外面 が黒褐色、 内 面 が灰色。

64ー28 土師器蓋。 復原 口 径16. 2cm 。 胎土 は砂粒が 66- 4 須恵器査で胴部の破片。 胎土 は砂粒が混 じ

混 じ り や や組い。 口縁部 は 強 く 外折す る 。 口縁部内 る がや や細 か い 。 内 面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。 外面 は

外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は 上 方 に へ ラ 削 り を 行 う 。 平行 タ タ キ 。 色調 は灰色。

体部外面 は横方向 に ナ デ 目 調整 を 行 う 。 色調 は に ぶ

い黄櫨色。

65- 1 須恵器査で嗣部の破片。 胎土は 砂粒が混 じ

66- 5 須恵器壷で1岡 部の破片 。 胎土は砂粒 が混 じ

る がや や 細 か い 。 内 面 は 大 き な 同 心 円 の 当 て 具痕 。

外面 は平行 タ タ キ 。 色調 は褐灰色。
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66- 6 須恵器査で肩部、 胴部の破片。 胎土 は砂粒

が少 な く や や 細 か い 。 内 面 は 同心 円 の 当 て 具痕 を ナ

デ消 し て い る 。 外面 は格子 目 タ タ キ の 後 ナ デ調整。

色調 は灰黄色。

66ー 7 須恵器査で胴部の破片。 胎土 は砂粒が少 な

く や や 細 か い 。 内面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。 外面 は大

き な 平行 タ タ キ 。 色調 は 外面が暗赤褐色で内面 は灰

色。

66- 8 須恵器査で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が混 じ

り や や 細 か い 。 内 面 は大 き な 同心 円 の 当 て 具痕。 外

面 は平行 タ タ キ 。 色調 は外面が黒褐 色 、 内面が灰黄

色。

67ー 1 須恵器壷で頚部の破片 。 胎土 は砂粒が混 じ

り や や 細 か い 。 頭部内面 は ナ デ調整で、 体部内 面 に

は 同心 円 の 当 て 具痕 があ る 。 頚部外面 は縦 に ハ ケ 目

調整の後、 横 に ナ デ調整 を 行 う 。 口縁部付近 は ヘ ラ

に よ る 回線文。 色調 は 暗緑灰色 。

67- 2 須恵器壷 で頚部の破片。 胎土は砂粒が混 じ

り や や 細 か い 。 頚部内面 は ナ デ調整で、 体部内 面 に

は 同心 円 の 当 て 具痕 があ る 。 頚部外面 は縦 に ハ ケ 目

調整の後、 横 に ナ デ調整 を 行 う 。 口縁部付近 は ヘ ラ

に よ る 回線文。 色調 は灰色。

67- 3 須恵器壷。 復 原 口径17. 8cm 。 復原胴部最大

径22 . 8叩 。 胎土 は砂粒が混 じ り や や細 か い 。 頚部は

外反 し 、 口縁部 は 直立 さ せ る 。 胴部の最大径 は上位

に あ り 、 最大径部分 と 頭部 に か け て の 中 位 に 凸帯 を

付 け る 。 底部 は 、 底 面端 に 高台 を 付 け 、 内 面 中 央 に

同 心 円 の タ タ キ 目 があ る 。 調 整 は 内外面 と も ナ デ。

色調 は に ぶ い櫨色。

67- 4 須恵器坪身。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 高台 は丁寧

に 仕上 げ、 端部は 内径気味 に ナ デ調整。 胎土 は砂粒

が混 じ り や や細 か い 。 見込み は 数回 ナ デ る 。 色調 は

灰 白 色 で 、 高台 と 高台 内 に は 自 然軸が付 く 。

67- 5 土師器聾。 復原 口 径29. 6cm 。 胎土 は砂粒 は

少 な い がや や組い。 口縁部は緩 く 外反 し す る 。 口縁

部内外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は斜め上方 に ヘ ラ 削

り を 行 う 。 色調 は に ぶ い 黄櫨色。

68ー 1 土師器椀。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高台は丁寧に

仕上 げ、 底面端部 に 体部 と 連続 し て接着す る 。 胎土

は砂粒が混 じ り や や細 か い 。 内外面 と も 回転 ナ デ調

整。 色調 は丹が塗 つ で あ り 、 樺色。

68ー 2 須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は底面

端部に接着す る 。 内外面 は 回転 ナ デ調整。 胎土 は砂

粒が少 な く や や 細 か い 。 色調 は 灰 白 色 。

68- 3 須恵器杯身。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は 底 面

端 に接着 し 、 端部は鋭角 に 尖 る 。 胎土 は 砂粒 が少 な

く や や細かい。 見込み は 数回 ナ デ る 。 色調 は灰色。

68- 4 土師器費。 復原 口 径19. 4cm 。 胎土 は砂粒 は

少 な い がや や 細 か い 。 口縁部 は 緩 く 外反す る 。 口縁

部内外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は斜め上方 に ヘ ラ 削

り を 行 う 。 体部外面 は横方向 に ハ ケ 目 調整。 色調 は

に ぶ い黄褐色。

68- 5 須恵器査。 口 径1O. 4cm 。 胎土は砂粒が混 じ

り や や粗い。 頚部 は 聞 き 、 端部は外反 し 折 り 曲 げる 。

頚部 と 体部の 内面 は ナ デ調整。 外面 も ナ デ調整で、

頭部 に ヘ ラ 記号があ る 。 色調 は灰色で頭部か ら 肩 部

に か け て 自 然粕が懸か る 。

68- 6 須恵器査で胴部の破片。 胎土 は砂粒が少 な

く や や細かい。 内 面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。 外面 は格

子 日 夕 タ キ 。 色調 は 暗灰黄色。

68- 7 須恵器査で胴部の破片 。 胎土は砂粒 が少 な

く や や 細 か い 。 内面 は 同心 円 の 当 て具痕。 外面 は格

子 日 夕 タ キ 。 色調 は灰色。

68- 8 須恵器査で胴部の破片。 胎土は砂粒 が少 な

く や や細かい。 内 面 は 同 心 円 の 当 て具痕。 外面 は大

き な 平行 タ タ キ 。 色調 は灰色。

68- 9 須恵器査で肩部の破片 。 胎土 は砂粒が少 な

く や や細かい。 内 面 は タ ン ポ状の も の を 利用 し た と

思 わ れ る 、 布 目 と 糸 目 の 当 て具痕。 外面 は格子 目 タ

タ キ で一定間隔で ナ デ消 し て い る 。 色調 は灰色。

68ー 1 0 須恵器査で胴部の破片 。 胎土 は砂粒 を 含み

や や組い。 内面 は 同 心 円 の 当 て 具痕。 外面 は 平行 タ

タ キ 。 色調 は灰色。
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第 2 節 包含層 に伴う 遺物

第2節 その他の遺物

杉 の 本遺跡 は削平が激 し く 良好 な 包含層 は存在 し

な い が、 掘立柱建物 と し て 建 た な か っ た柱穴や若干

の 包含層 か ら 遺物が出土 し て い る 。 こ こ で は実測 に

足 る 遺物 を 紹 介す る 。

69ー 1 土 師 器 坪。 口 径12. 4cm 。 器 高3. 8cm 。 底 部

は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が混 じ る が細 か い 。 内外面

と も 回転 ナ デ調整。 見込み は横 ナ デ を 1 回 。 底部 に

は へ ラ 記号があ る 。 丹が塗 つ で あ り 、 色調 は樺色。

69ー 2 土 師 器 皿。 口 径20. 6cm 。 器高4. 8cm 。 胎 土

は砂粒が少 な く 細 か い 。 大型 の 皿 で 、 底 部 は 丸 く 整

形。 外面 は 丁寧 な ヘ ラ 磨 き 。 内 面 は 、 口縁部付近 は

回 転 ナ デ調整 だが、 見込み は 丁寧 な 静止 ナ デ。 色調

69- 1 0  土師器椀。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 高 台 は底部の

や や 内側 に付 く 。 胎土 は砂粒が混 じ る がや や 細 か い 。

見込み は 数回横 ナ デ を す る 。 色調 は に ぶ い桂色。

69ー 1 1 黒色土器椀。 い わ ゆ る 内黒土器。 底 部 は ヘ

ラ 切 り 。 高台は幅広で、 、 底面端 に 付 く 。 胎土 は砂粒

は少 な い がや や粗い。 見込み は 数 回 横 ナ デ を す る 。

体部内面 は縦方向 に ナ デ。 色調 は 、 外面が に ぶ い黄

櫨色 で、 内面 は 黒色。

69- 1 2  須恵器杯身。 底部 は へ ラ 切 り 。 高 台 は 幅広

で低 く 、 底面内側 に付 く 。 高台端部 は外 に 聞 く 。 胎

土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 良 く 焼 き 締 ま る 。 内外面

と も 回転ナ デ調整で、 見込み は 数回 な で る 。 色調 は

灰色。

69ー 1 3 須恵器坪身 。 底部 は ヘ ラ 切 り 。 高台 は底面

の や や 内側 に付 く 。 胎土は砂粒が混 じ る がや や 細 か

は櫨色。 い。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整で、 見込み は 数回 ナ デ

69- 3 土師器皿。 復 原 口径17. 8cm 。 胎土 は砂粒が る 。 色調 は灰色。

少 な く 細 か い 。 大型 の 皿。 内外面 と も 回転 ナ デ調整。 69ー 1 4 須恵器杯身。 底部は ヘ ラ 切 り 。 高台 は底面

内 面 口縁部付 近 に 墨書があ り 、 「口手J と 読 む こ と の や や 内 側 に付 く 。 胎土 は砂粒が混 じ る がや や 細 か

がで き 、 最初 の 字 は 判 読で き な い 。 色調 は樟色。 い 。 内外面 と も 回転ナ デ調整。 色調 は外面が灰色、

69- 4 土師器杯。 底部は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が 内面は灰色。

少 な い がや や組い。 内外面 と も 回 転 ナ デ調整。 見込 69ー 1 5 須恵器坪蓋。 復原 口 径15. 0cm 。 胎土 は砂粒

み は横 ナ デ を 行 う 。 底部 に 墨書があ る 。 色調 は桂色。 が混 じ り 組い 。 内外面 と も 回転 ナ デ調整。 色調 は 暗

69- 5 須恵器杯。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が 灰色。

少 な く 細 か い 。 内外面 は 回転 ナ デ調整。 焼 き が甘 く 、 69ー 1 6 須恵器杯蓋。 復原 口径15. 1cm o 胎土は砂粒

色調 は に ぶ い桂色。 が混 じ る がや や細 か い 。 内 外面 と も 回 転 ナ デ調整。

69- 6 土 師 器杯。 復 原 口 径12. 8cm 。 器高3. 6cm 。 色調 は灰色。

底 部 は ヘ ラ 切 り 。 胎土 は砂粒が混 じ る がや や細かい。 69ー 1 7 須恵質土器担鉢。 東播系 の 製 品 で 口縁部の

体部 は 開 く 。 内外面 は 回転 ナ デ調整で 、 見込み は横 破片。 胎土は砂粒が混 じ る がや や 細 か い 。 内外面 と

ナ デ を 数回行 う 。 色調 は桂色。 も 回転 ナ デ調整。 色調 は外面が灰 白 色 で 、 口唇部は

69- 7 須 恵 器杯。 復 原 口 径12. 7cm 。 器高3. 5cm 。 暗灰色。

底 部 は へ ラ 切 り 。 体部 は 聞 く 。 内外面 は 回転 ナ デ調 印ー 1 8 土師器査。 復原 口 径18. 9cm 。 胎土 は砂粒が

整。 胎土 は砂粒が少 な く 細 か い 。 色調 は灰 白色。 混 じ る がや や 細 か い 。 口縁部は 大 き く 外反す る 。 口

69- 8 須 恵 器杯。 復 原 口 径13. 0cm 。 器高4. 2cm 。 縁部内外面 は ナ デ調整。 体部内面は斜め上方 に ヘ ラ

底 部 は ヘ ラ 切 り O 体部 は 聞 く 。 胎土 は砂粒が少 な く 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整。 色調

や や 細 か い 。 内外面 は 回転 ナ デ調整。 色 調 は 灰 白 色 。 は糧色。

69- 9 土師器椀。 底 部 は ヘ ラ 切 り 。 高台は底面端 69ー 1 9 土師器聾。 復原 口 径21 . 2cm 。 胎土 は砂粒が

に付 く 。 胎土 は砂粒が混 じ り や や組い。 内外面 は 回 混 じ る がや や 細 か い 。 口縁部は大 き く 外折す る 。 口

転 ナ デ調整で、 見込み を l 回横 ナ デす る 。 色調は樟 縁部内外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は 上方 に ヘ ラ 削 り

色。 を 行 う 。 体部外面 は横方向 に ハ ケ 目 調整。 色調 は に
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第 2 節 包含層 に伴う遺物
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第 E 章 調 査 と そ の 成果
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第71 図 そ の他出土遺物実測図③ ( 1 / 3 )  

ぶ い樺色。

69-20 土師器翠。 復 原 口 径 15. 6cm 。 胎土 は砂粒が

混 じ る がや や粗 い 。 口縁部 は緩 く 外折 し 、 張 り 出 し

が小 さ い 。 口縁部内外面 は ナ デ調整。 体部内面 は上

方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調

整。 色調 は に ぶ い樺色。

70ー 1 土師器聾。 復原 口 径27. 4cm 。 胎土 は砂粒が

少 な く や や 細 か い 。 口縁部 は緩 く 外折 し 、 端部 を 肥

圧す る 。 口縁部内外面 は ナ デ調整。 体部内面 は上方

70- 2 土師器聾。 口 径25. 5cm 。 胎土 は砂粒が少 な

く や や 細 か い 。 口縁部 は大 き く 外折 し 、 端部 を 曲 げ

る 。 口縁部内外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は 上方 に ヘ

ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方 向 に ハ ケ 目 調整。 色

調 は に ぶ い 黄桂色。

70ー 3 土師器聾。 口 径26 . 2cm 。 胎土は砂粒 が少 な

く や や 細 か い 。 器 肉 は 薄 い 。 口縁部は 大 き く 外反す

る 。 口縁部内外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は 上方 に ヘ

ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整。 色

に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整。 調 は に ぶ い黄桂色。

色調 は に ぶ い樺色 。 70- 4 土師器聾。 復 原 口 径 18. 3cm 。 胎土 は砂粒が
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第 2 節 包含層 に伴う 遺物

ま じ り や や粗い。 口縁部 は 緩 く 外反す る 。 口縁部内 部外面 はヘ ラ 削 り を 行 い 、 ヘ ラ の片彫 り で蓮弁文 を

外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 描 く 。 柏 は厚 く 、 紬調 は 明青緑色。

体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整。 色 調 は に ぶ い糧色。 71 - 9 石製の紡錘車で 、 直径約4. 8cm 。 厚 み0. 8cm 。

70- 5 土師器聾。 底部の破片 で 、 胎土 は砂粒が ま 71 ー 1 0 石製の砥石 で 、 片 方の端部が欠損 し て い る

じ り や や粗 い 。 体部内 面 は上方 に ヘ ラ 削 り を 行 う 。 が、 長 さ 6. 2cm 。 厚み 2 � 3 cm 。 使用 面 は 2 面。

体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整。 色調 は に ぶ い樺色。 71 - 1 0 鉄製の鎌で、 長 さ 約25cm 。 厚 み 2 � 1 mm。

外面 に は カ ー ボ ン が付着す る 。 茎の部分 も 残 り 、 ほ ぽ完形。

70- 6 土師器聾。 復原 口 径26. 2cm 。 胎土 は砂粒が 71 ー 1 1 弥生式土器。 黒髪式の聾。 口縁部の破片 で 、

ま じ り や や粗い。 口縁部 は僅か に 外反す る 。 口縁部 胎土は砂粒 が ま じ り る がや や 細 か い 。 体部内外面 は

内外面 は ナ デ調整。 体部内 面 は上方 に ヘ ラ 削 り を 行 ナ デ調整。 色調 は灰黄色。

う 。 体部外面 は縦方向 に ハ ケ 目 調整。 色調 は に ぶ い

糧色。

70- 7 土師器鉢。 胎土は砂粒 が ま じ り や や粗い。

口縁部 は 緩 く 外反す る 。 口縁部内外面 は ナ デ調整。

体部内 面 は上方 に へ ラ 削 り を 行 う 。 体部外面 は縦方

向 に ハ ケ 目 調整。 色 調 は に ぶ い櫨色。 外面 に カ ー ボ

ン が付着す る 。

71 - 1 須恵器聾で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が少 な

く 細 か い 。 内 面 は 平行 当 て具痕。 外面 は平行 タ タ キ 。

器 肉 が薄 く 焼 き 締 ま っ て い る 。 色調 は外面 は灰黄褐

色 、 内 面 は灰色。

71 ー 2 須恵器聾で胴部の破片 。 胎土 は砂粒が多 く

や や粗 い 。 内 面 は 同心 円 の 当 て具痕。 外面 は細か な

格子 目 タ タ キ 。 色調 は灰色。

71 ー 3 大宰府編年の龍泉窯系青磁碗 1 - 1 類。 体

部外面 は ヘ ラ 削 り を 行 い 、 内外面無文。 見込み に は

「金玉満堂」 の ス タ ン プがあ る 。 軸調 は オ リ ー ブ灰

色 で 、 畳付 き 付近 ま で施紬す る 。

71 - 4 大宰府編年の龍泉窯系青磁碗 IT - b c d 類。

体部外面 は ヘ ラ 削 り を 行 い 、 ヘ ラ の 片彫 り で蓮弁文

を 描 く 。 粕 調 は 明青緑色。

71 - 5 大宰府編年の龍泉窯系青磁碗 IT - b c d 類。

体部外面 は ヘ ラ 削 り を 行 い 、 ヘ ラ の片彫 り で蓮弁文

を 描 く 。 軸調 は灰黄褐色。

71 - 6 大宰府編年 の 白磁碗 1 - 1 類。 体部外面 は

へ ラ 削 り を 行 い 、 口縁部 は玉縁状 に 肥圧す る 。 内外

面無文。 軸調 は灰 白 色 。

71 - 7  大宰府編年の 同 安窯系青磁碗 I 類。 胴 部 を

打 ち 欠 ぎ 、 高台部分の み を 残す 。 軸調 は 明緑青色。

71 - 8 大宰府編年の龍泉窯系青磁碗 ill - 2 類。 体
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第W章 自 然科学分析

熊本県、 杉の 本遺跡の テ フ ラ 分析

1 . はじめ に
世界で も 最大規模 を 誇 る 阿蘇 カ ル デ ラ は 、 少 な く

と も 4 度の大規模火砕流 の 噴 出 に よ っ て形成 さ れた 。

そ の う ち 最後 (約 7 - 9 万年前) に 発生 し た 阿蘇 4

火砕流 の 噴火 は と く に 大規模 で 、 火砕流 は 九州一帯

に 分布 し た ほ か、 海 を 超 え て 中 園地方 に ま で到達 し

た こ と が知 ら れ て い る (Matsumoto， 1943 ， 小野 ほ か，

1977， Wata-nabe， 1978) 。 ま た こ の と き 火砕流 と 共 に

上空高 く 舞 い上がっ た 火 山灰 は 、 遠 く 北海道 に も 20

cm 以上の厚 さ で 降灰 し た こ と が知 ら れ て い る ( 町 田

ほ か ， 1985) 。 現在、 阿蘇 4 火山灰 (Aso - 4 ) と 呼

ばれ る こ の 時 の テ フ ラ ( 火 山砕屑 物 ， い わ ゆ る テ フ

ラ ) は 日 本列 島各地で 、 後期更新世前半の 指標 と し

て 地質学や 考古学の 編年学的研究 に 利用 さ れ て い る 。

過去 に こ の よ う な 巨大噴火 を 起 こ し て き た 阿蘇火

山 は 、 カ ル デ ラ 形成 以後 も ほ と ん ど休止す る こ と な

く 噴火活動 を 続 け て き た 。 そ の 結果 カ ル デ ラ 内 部 に

は 、 中 央火 口 丘群が形成 さ れ た 。 そ し て 阿蘇 カ ル デ

ラ の 内外 に は 、 中 央火口正の形成 に 伴 っ て放 出 さ れ

た テ フ ラ が分布す る こ と に な っ た 。 こ れ ら の テ フ ラ

層 の 層 序 を 記載す る と と も に そ の 岩石記載学 的 な 特

徴 を 把握 し 、 そ れ ら を 過去 の 時 間 軸 と し て利用 で き

る よ う に な れ ば、 阿蘇 カ ル デ ラ と そ の 周辺の地形発

達 の 歴 史 を た どれ る よ う に な る 。 ま た 考古学 に 応用

す る こ と に よ り 、 遺物包含層 の堆積年代や遺構の構

築年代 を 明 ら か に で き 、 阿蘇 カ ル デ ラ 内 の 人 々 の 生

活の詳細 な 歴 史 を 解明 す る こ と も 可能 に な る 。

杉 の 本遺跡の 発掘 で も 土層 断面で多 く の テ フ ラ 層

が認め ら れ た 。 そ こ で杉の 本遺跡 と そ の周辺地域 に

お い て 地質調査や テ フ ラ 検出 分析 さ ら に 屈折率測定

を 行い 、 阿蘇 カ ル デ ラ 内 と く に 南郷谷地域の 歴 史 を

明 ら か に す る た め の基本的 な 資料の収集 を 行 う こ と

に な っ た 。

2 . 地質層序
( 1 ) 長陽村喜多

こ こ で は南郷谷 に堆積す る 火 山灰土の う ち 、 最下

古環境研究所
位の 火山灰土 を 観察す る こ と がで き た 。 本地点 で は

葉理が発達 し た灰色砂層 ( 層 厚300cm 以上) の 上位

に 、 下位 よ り 褐 色 土 (層 厚17cm ) 、 暗 褐 色 土 ( 層 厚

33cm ) 、 灰色組粒火 山灰層 (Sm - 1 : 層厚28cm ) 、 褐

灰色砂質土 (層厚15cm ) 、 黄 白 色細粒軽石 (Sm - 2 )  

に 富 む灰褐色土 (層厚12cm ， 軽石の最大径 2 mm) 、 黒

褐色土 (層厚 6 cm ) 、 成層 し た軽石層 (Sm - 3， 層 厚

96cm ) 、 褐色土 ( 層 厚 5 cm ) の 連続が認め ら れ た ( 図

1 ) 。 成 層 し た軽石層 は 、 下 位 よ り 黄 色 軽 石 層 (層

厚29cm ) 、 黄色細粒火山灰層 ( 層 厚 4 cm ) 、 黄色軽石

層 (層厚35cm ) 、 灰色細粒火山灰層 ( 層 厚 5 cm ) 、 糧

色細粒軽石層 ( 層厚23cm ) の 連続か ら 構成 さ れ る 。

( 2 ) 杉の 本遺跡西露頭

本地点 で は 層 相 か ら 長陽村喜多 の 成 層 し た軽石層

に対比 さ れ る テ フ ラ の上位の火 山灰土 中 に 、 多 く の

テ フ ラ 層 が認め ら れ た ( 図 2 ) 。 こ こ で は 、 下 位 よ

り 黄櫨色軽石層 (Sm - 3 : 層 厚27cm 以上， 軽石の

最大径41mm ， 石 質 岩 片 の 最 大径22mm ) 、 褐 色 土 ( 層

厚36cm ) 、 上面が起伏 に 富 む黄 白色土 ( 層 厚 4 cm ) 、

成層 し た テ フ ラ 層 (Sm - 4 ; 下部 3 cm : 赤褐色粗粒

火 山灰層 ， 上部 5 cm : 黒灰色組粒火 山灰層 ) 、 黄灰色

砂質土 (層厚15cm ) 、 黒灰色組粒火山灰層 (Sm - 5 : 

ノ f ッ チ状， 層厚 2 cm ) 、 黄灰色砂質土 ( 層 厚 12cm ) 、

黒褐色粗粒火山灰層 (Sm - 6 ， 層 厚 2 cm ) 、 黄灰色砂

質土 (層厚lOcm ) 、 黄色土 ( 層 厚 4 cm ) 、 青灰色粗粒

火山灰層 (Sm 一 7， 層 厚 2 cm ) 、 黄灰色砂質土 ( 層 厚

7 cm ) 、 黒褐色粗粒火山灰層 (Sm - 8， 層厚 4 cm ) 、

黄灰色砂質土 (層厚14cm ) 、 黄褐色土 ( 層 厚 lOcm ) 、

成層 し た テ フ ラ 層 (Sm - 9， 下位 よ り 青灰色粗粒火

山灰層 : 層厚 4 cm ， 赤褐色粗粒火山灰層 : 層厚 2 cm ， 

青灰色粗粒火山灰層 : 層厚 3 cm ， 赤紫色粗粒火山灰

層 : 層厚 3 cm ， 青灰色組粒火山灰層 : 層 厚 16cm ) 、 黄

灰色砂 質土 (層 厚23cm ) 、 赤褐 色 ス コ リ ア に 富 む 黄

色土 (層厚32cm ， ス コ リ ア の最大径 3 mm) 、 黄灰色砂

質土 ( 層厚32cm ) 、 黄色土 ( 層 厚 lOcm ) 、 黄灰色砂質

土 (層厚23cm ) 、 成層 し た テ フ ラ 層 (Sm - lO， 暗灰

色粗粒火山灰層 : 層 厚 3 cm ， 固結 し た 赤紫色粗粒火
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山灰層 : 層厚 5 cm ) 、 黄褐色砂質土 (層厚56叩 ) 、 暗

褐色土 (層厚23cm ) 、 黒褐色土 (層厚30cm ) 、 褐色土

(層厚17cm ) 、 暗褐色 土 (層厚24cm ) 、 黒色土 (層厚

42cm ) 、 亜 角 離混 じ り 暗褐 色 土 ( 層 厚21cm ， 醸 の 最

大径150mm ) 、 褐色 土 ( 層厚20cm 以上) の 連続が認め

ら れ た 。

( 3 ) 白 水村城後

本地点で は 、 暗褐色土 (層 厚39cm 以上) の上位 に 、

下位 よ り 褐色 土 (層厚16cm ) 、 暗褐色土 (層厚26cm ) 、

暗褐色土 ( 層 厚15cm ) 、 黄 白 色細粒軽石混 じ り 暗褐

色 土 (層厚lOcm ， 軽石の最大径 3 mm) 、 パ フゃル型火山

ガ ラ ス に 富 む 褐 色 土 ( 層 厚12cm ) 、 黒褐 色 土 (層厚

54cm ) 、 暗褐 色 土 ( 層 厚24cm ) 、 黒褐 色 土 (層 厚22

cm ) 、 暗 褐 色 表 土 (層 厚62cm ) の 連続が認め ら れ た

( 図 3 ) 。

( 4 ) 久木野村六 ツ 小石古墳群

こ こ で は 黒褐色土 (層 厚40cm 以上) の 上位 に下位

よ り 、 褐 色 土 (層 厚27cm ) 、 黄色細粒火山灰層 (Sm

- 1 1 ， 層 厚 7 cm ) 、 褐色土 (層 厚123cm ) 、 暗褐色土 (層

厚 13cm ) 、 黒 色 土 (層 厚53cm ) の 連続が認め ら れ た

( 図 4 ) 。

( 5 ) 杉 の 本遺跡 1 - 9 グ リ ッ ド北壁

杉の 本遺跡 1 - 9 グ リ ッ ド北壁 は 、 奈良時代の遺

構が確認 さ れた 杉 の 本遺跡の標準的 な 土層 断面であ

る 。 こ こ で は砂 質黄灰色土 (層厚20cm ) と そ の上位

の 暗褐色土 を 不整合 に 覆 っ て 、 下位 よ り 赤紫色磯混

じ り 褐色 土 ( 層厚43cm ) 、 暗灰色 土 (層厚38cm ) 、 暗

褐色土 (層厚25cm ) 、 褐色 土 (層厚28cm ) 、 灰褐色土

( 層 厚68cm ) 、 赤 紫 色 土 (層 厚 8 cm ) 、 黒 褐 色 表 土

(層 厚23cm ) の 連続 が認 め ら れ た ( 図 5 ) 。 こ れ ら

の土層 の う ち 、 褐色土の 上面は奈良時代の遺構の確

認面 と さ れ て い る 。

3 . テ フ ラ 検出分析

の層位把握お よ びテ フ ラ 層 中 の テ フ ラ 粒子 の 特徴記

載 を 試み た 。 分析の 手順 は 、 次の通 り で あ る 。

1 ) 試料20 g を 秤量。

2 ) 超音波洗浄装置 に よ り 泥分 を 除去。

3 )  800C で高温乾燥。

4 ) 実体顕微鏡下 で テ フ ラ 粒子 の 特徴 を 観察。

( 2 ) 分析結果

テ フ ラ 検出 分析の結果 を 表 1 � 4 に示す。 西露頭

で は いずれの試料 に も 軽石 は 認め ら れ な か っ た 。 一

方、 分析試料の う ち 試料番号35� 8 の い ず、れ の 試料

に も 、 透明 な軽石型 の 火 山 ガ ラ ス が ご く 少量ずつ認

め ら れ た 。 し か し 火 山 ガ ラ ス 質 の テ フ ラ の 降灰層準

を 示す よ う な 顕著 な 火 山 ガ ラ ス の 濃集層準 は認め ら

れ な か っ た 。 試料番号 7 よ り 上位の試料 に は 、 平板

状の い わ ゆ る パ ブ、 ル型の透明 な 火 山 ガ ラ ス が混 じ る

よ う に な る 。 さ ら に 試料番号 3 以上 の 試料 に は褐色

の バ ブル型火山 ガ ラ ス が混 じ る よ う に な り 、 と く に

試料番号 l に 火 山 ガ ラ ス の 出現 ピ ー ク が認め ら れ る

よ う に な る 。 す な わ ち 西露頭 に お い て は 、 試料番号

l に 透明 や褐色 の バ ブ ル 型火 山 ガ ラ ス で特徴づけ ら

れ る ガ ラ ス 質 テ フ ラ の 降灰層準があ る と 推定で き る 。

ま た試料番号 7 以上で透明 な バ ブ ル 型 ガ ラ ス が認

め ら れ る こ 主 か ら 、 試料番号 7 付近 に 透 明 な バ ブル

型 ガ ラ ス で特徴づけ ら れ る テ フ ラ の あ る 可能性 も 考

え ら れ る 。 た だ し 火 山 ガ ラ ス の量 が ご く わ ず か で あ

る こ と か ら 、 こ の テ フ ラ の 降灰層準 は よ り 下位 に あ

り 、 本層準 に 含 ま れ る 火 山 ガ ラ ス は再堆積 し た 可能

性 も 考 え ら れ る 。

一方、 1 - 9 グ リ ッ ド で は 、 試料番号 2 お よ び 4

に透明や褐色 の バ ブ ル 型火 山 ガ ラ ス が と く に 多 く 認

め ら れ た 。 こ の こ と か ら 試料番号 4 付近 に 透 明 や 褐

色 の パ フ守ル型火 山 ガ ラ ス で特徴づけ ら れ る ガ ラ ス 質

テ フ ラ の 降灰層準があ る と 考 え ら れ る 。

長陽村城後の露頭 の 試料番号 l に は 、 透 明 や褐色

( 1 ) 分析試料 と 分析方法 のパ ブFル型火山 ガ ラ ス が と く に 多 く 認め ら れ た 。 こ

示標 テ フ ラ が検出 さ れ る 可能性の 大 き い杉の本遺 の こ と か ら 試料番号 l に透明や褐色 の バ ブル型火 山

跡西露頭、 杉の 本遺跡 1 - 9 グ リ ッ ド 、 白 水村城後、 ガ ラ ス で特徴づけ ら れ る ガ ラ ス 質 テ フ ラ の 降灰層準

六 ツ 小石古墳群の 4 地点 の 土層 断面 か ら 採取 さ れ た があ る と 考 え ら れ る 。 ま た 久木野村六 ツ 小石古墳群

土壌試料29点 に つ い て 、 テ フ ラ 検出 分析 を 行い 、 テ の試料番号 l の 火 山灰層 に も 透明や褐色 の バ ブ ル 型

フ ラ 粒子の特徴か ら 肉 眼で検出 で き な い示標 テ フ ラ 火山 ガ ラ ス が と く に 多 く 認め ら れ た 。 こ の こ と か ら
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表 l 杉の本遺跡西露頭の テ フ ラ 検出 分析結果

試料 軽石 火山 ガ ラ ス テ フ ラ

量 色調 最大径 量 形態 色調

l + + + +  bw >pm 透明 >褐 K-Ah 

2 + +  bw >pm 透明 > 褐

3 + +  bw >pm 透明 > 褐

4 + bw >pm 透明

5 + bw >pm 透明

6 + bw >pm 透明

7 + bw >pm 透明

8 + pm 透明

9 + pm 透明

11  + pm 透明

12  + pm 透 明

13 + pm 透明

14 + pm 透明

15 + pm 透 明

21 + pm 透 明

22 + pm 透 明

24 + pm 透明

26 + pm 透明

27 + pm 透明

29 + pm 透明

31 + pm 透明

34 + pm 透明

35 + pm 透明

+ + + + : と く に 多 い ， + + + : 多 い ， + + : 中程度， + : 少 な い ， 一 : 認め ら

れ な い . 最人径の単位はmm. bw : バブル型 pm : 軽石型 .

試料

l 

2 

3 

4 

表 2 杉 の 本遺跡 1 - 9 グ リ ッ ド の テ フ ラ 検出 分析結果

軽石 火 山 ガ ラ ス

量 色調 最大径 量 形態 色調

+ + + +  bw >pm 透 明 > 褐

+ + +  bw >pm 透 明 >褐

+ + +  bw >pm 透 明 > 褐

+ bw >pm 透明 >褐

テ フ ラ

K-Ah 

+ + + + : と く に 多 い ， + + + : 多 い ， + + : 中 程度， + 少 な い ， 一 : 認め ら

れ な い . 最 人径の単位 は mm. bw : バブル型 pm : 軽石型 .
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試料

表 3 杉の 本遺跡 白水村城後の テ フ ラ 検出分析結果

軽石 火山 ガ ラ ス テ フ ラ

量 色調 最大径 量 形態 色調

1 十 + + + bw >pm 透明 >褐 K-Ah 

+ + + + : と く に多 い ， + + + : 多 い ， + + : 中程度， + 少 な い ， 一 : 認め ら

れ な い . 最人径の単位 はmm. bw : バブル型 pm : 軽石型 .

試料

表 4 久木野村六 ツ 小石古墳群の テ フ ラ 検出分析結果

軽石 火 山 ガ ラ ス テ フ ラ

量 色調 最大径 量 形態 色調

1 + + + ード bw >pm 透明 >褐 K-Ah 

+ + + + : と く に多 い ， + + + : 多 い ， + + : 中 程度， + 少 な い ， 一 : 認め ら

れ な い . 最人径の単位 はmm. bw : バブル型 pm : 軽石型.

表 5 杉 の本遺跡の屈折率引 結果

地点 試料 屈折率

火 山 ガ ラ ス (n) 斜方輝石 (y)

西露頭 l 1 .  509-1 .  515 

(1. 510-1 .  512) 

西露頭 36 1. 699- 1 .  703 

( 1 .  700-1 . 702) 

1-9 グ リ ッ ド 2 
1 .  509-1 .  515 

(1 .  510-1 .  512) 

六 ツ 小石古墳 l 
1 .  509-1 . 516 

( 1 .  510-1 .  512) 

楽 1 : 測定 は 位相差法 (新井， 1972) に よ る .
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第W章 自 然科学分析

西露頭試料番号 1 、 1 - 9 グ リ ッ ド の 試料番号 4 、 町 田 ・ 新井， 1992) に 同 定 さ れ る 。 ま たSm - 1 1 は 、

長陽村城後の試料番号 l に 降灰層準の あ る テ フ ラ は 、 透明や褐色の パ フ。 ル 型 火 山 ガ ラ ス に 富 む こ と 、 ま た

六 ツ 小石古墳群 の試料番号 l の 火 山灰層 に 由 来す る 火山 ガ ラ ス の屈折率な どか ら 、 約6， 300年前 に 南 九

も の と 考 え ら れ る 。 こ の テ フ ラ を 仮 にSm - 1 1 と 呼ぶ 。 州、| 鬼 界 カ ル デ ラ か ら 噴 出 し た 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰

( K - A h ， 町 田 ・ 新井 ， 1978) に 同 定 さ れ る 。 Sm

4 . 屈折率測定 一 1 1 を 除 く いずれの テ フ ラ も 、 そ の 層 相 な どか ら 阿

( 1 ) 測定試料 と 方法 蘇中央火 口正起源 の テ フ ラ の 可 能性が大 き い 。 な お

示標 テ フ ラ と の 同定精度 を 向上 さ せ る た め に 、 杉 本 地 域 に は 、 こ れ ら の テ フ ラ の ほ か に 、 約2. 2 ー

の 本遺跡西露頭、 1 - 9 グ リ ッ ド 、 六 ツ 小石古墳群 2. 5万年前 に南九州姶良 カ ル デ ラ か ら 噴 出 し た広域

で採取 さ れ た 4 点 の 試料 に つ い て 、 含 ま れ る テ フ ラ テ フ ラ 、 姶良 T n 火 山灰 ( A T ， 町 田 ・ 新井 ， 1976) 

粒子の屈折率測定 を 行 っ た 。 測定は位相差法 (新井， の分布す る こ と がす で に 知 ら れて い る ( 高 田 ・ 渡辺，

1972) に よ る 。 1988) 。 今 回 の 分析で は杉の 本遺跡西露頭 の 試料番号

( 2 ) 測定結果 7 付近 に 降灰層準の あ る 可能性が ご く わ ずか に 考 え

屈折率の測定結果 を 表 5 に 示す 。 杉の 本遺跡西露 ら れ た の み で 、 降灰層 準 を 明確 に把握す る こ と は で

頭で認め ら れ る Sm - 3 に は 、 斜方輝石 や単斜輝石 さ き な か っ た 。 阿蘇 カ ル デ ラ 中 央 火 口 正起源 の テ フ ラ

ら に磁鉄鉱 な どの重鉱物が含 ま れ て い る 。 斜方輝石 層序 を確立す る と と も に 、 今後他の地点で分析 を 行

の屈折率 ( y ) は 1 . 699 - 1 .  703で、 そ の 中 央値 は い 旧 石器時代の重要 な 示標 テ フ ラ A T の 降灰層 準 を

1 .  700 - 1 .  702で あ る 。 ま た 試料番号 l 付近 に 降灰 明 ら か に し て お く 必要があ る 。

層準 の あ る Sm - 1 1 に は斜方輝石、 単斜輝石、 磁鉄鉱

な どの重鉱物が少量含 ま れ て い る 。 火 山 ガ ラ ス の 屈

折 率 ( n ) は 1 . 509 - 1 .  515、 中 央 値 は 1 . 510 -

1 .  512で あ る 。 1 - 9 グ リ ッ ド の 試料番号 2 に も 斜

方輝石、 単斜輝石、 磁鉄鉱 な どの重鉱物が含 ま れて

6 . ま と め
杉の本遺跡 に お け る 発掘調査で は 、 土層 断面 中 に

多 く の示標 テ フ ラ が認め ら れ た 。 土層 断面 に つ い て

テ フ ラ 層 の記載 さ ら に 周 辺露頭 で の記載 と 試料採取

い る 。 火山 ガ ラ ス の屈折率 ( n ) は 1 . 509 - 1 .  515、 を 行 い 、 室 内 に お い て テ フ ラ 検出 分析 な ら び に 屈 折

中 央値 は 1 . 510 - 1 .  512 で あ る 。 さ ら に 六 ツ 石古墳 率測定 を 行 っ た結果、 合計11 層 (下位 よ り Sm - 1 � 

群のSm - 1 1 (試料番号 1 ) に も 斜方輝石 、 単斜輝石、 1 1 ) の テ フ ラ 層 が検 出 さ れ た 。 こ れ ら の う ち Sm ー

磁鉄鉱 な どの重鉱物が少量含 ま れ て い る 。 火 山 ガ ラ 3 は 阿蘇草千里浜 テ フ ラ (Aso - K， 約2. 7万年前)

ス の屈折率 ( n ) は 1 . 509 - 1 .  516、 中 央値 は 1 . 510 

- 1 .  512であ る 。 後三試料 に お け る 含 ま れ る 重鉱物

の種類が類似 し て い る こ と 、 さ ら に 火 山 ガ ラ ス の屈

折率がほ ぼ一致す る こ と は 、 前述の テ フ ラ 検出分析

に よ る 同 定 を 支持 し て い る 。

5 . 考察一示標 テ フ ラ と の 同定

今回 の 分析 に よ っ て 認め ら れ た 多 く の テ フ ラ 層 の

う ち 、 Sm - 3 は 降下軽石層 で あ る こ と 、 斜方輝石や

単斜輝石で特徴づけ ら れ る こ と 、 さ ら に斜方輝石の

屈折率 な どか ら 、 約2. 7万年前 に 阿蘇火 山草千里浜

火 口 か ら 噴出 し た 阿蘇草千里浜 テ フ ラ (Aso - K， 高

田 ・ 渡辺， 1988， 高 田 ， 1989， 早川 ・ 井村， 1991 ，  

に 、 S m - 1 1 は 鬼界 ア カ ホ ヤ 火山灰 ( K - A h ， 約

6， 300年 前) に 同 定 さ れ た 。 そ の ほ か の テ フ ラ は い

ずれ も 阿蘇 中 央火 口 正起源の テ フ ラ の 可能性が大 き

い と 考 え ら れ る 。 今後阿蘇 中 央火 口 丘起源 の テ フ ラ

の 層 序 の確立 を 行 う と と も に 、 南九州姶良 カ ル デ ラ

起源の広域テ フ ラ A T の 降灰層準 を 把握す る 必要が

あ る 。 こ の よ う な テ フ ラ に 関 す る 研究成 果 は 、 阿蘇

南郷谷 に お け る 地形発達 史や歴 史 を 知 る 上 で重要 な

資料 と な る 。
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① 7 世紀後半

② 8 世紀前菜

③ 8 世紀中葉
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君事72'図 遺構変遷図①
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④ 8 世紀後葉

⑤ 9 世紀前葉

⑥ 9 世紀中葉

第73'回 選横変遷図②
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第 V 章 ま と め

⑦1 1 - 1 3世紀

0 20悶

第74図 遺構変遷図③

本遺跡 は竪穴住居35基、 掘立柱建物25棟か ら な る 、 広が り は 不 明 で あ る が、 規模の 小 さ な 集落であ っ た

古代か ら 中 世 に か け て の 集落跡で あ る 。 集落の営 ま と 思 わ れ る 。

れ た 中 心 の 時期 は 8 - 9 世紀であ る と 思 わ れ る が、 ② 8 世紀前葉 に あ た る 時期 で あ る o 重複があ る が S

こ こ で は そ の 遺構の変遷の様子 と 、 遺跡の性格 に つ 1 07、 08、 09 と S 1 14、 15、 24 、 25が こ の 時期 に あ

い て 若干 の 考察 を 加 え て み た い 。 た る 。 こ こ で も 比高差 の あ る I 区 、 E 区 の境 に 集 中

を し て い る 。 S 1 14以外は ほ ぼN 300 E の 方角 に プ

1 遺構の 変遷

遺構上面 の 包含層 よ り 、 古代 の遺物 に 混 じ っ て縄

文晩期 の 土器や石鎖、 13世紀代 の青磁碗 な どが出土

し 、 本遺跡 の 時期 幅 は 縄文晩期 よ り 中世前期 と 言 う

こ と がで き る 。 だが、 本遺跡で明確 な 遺構 を と も な

ラ ン の軸 を と る 。 柱数は 4 本 で 、 S 1 08が38m2 ほ ど

の 大型住居 で あ る 。 住居の 平均面積 は22. 6ば で あ る 。

S 1 07-09の切 り 合い があ る が 2 - 3 基が 同 時期 に

存在 し た と 思 わ れ 、 2 つ の 単位 を み る こ と がで き る 。

③ 8 世紀 中 葉 に あ た る 時期 で あ る 。 S 1 06 、 28、 29、

っ て 現 れ る 人 々 の 営 み の痕跡は 7 世紀後半か ら で 、 30、 32、 33 、 34が こ の 時期 に あ た る 。 方位 は I 区 の

主 に 古代 を 中 心 と す る 集落遺跡 と 言 う こ と がで き る 。 S 1 06の軸が東 に振 る が、 他 は ほ ぼN 150 E 前後で

遺構 の変遷 を 考 え る に あ た っ て 、 出土遺物や建物 あ る 。 柱数は 4 本で、 住居の平均面積 は25. 1 m2 で あ

の プ ラ ン 、 方 向 、 埋土の状況、 斬 り 合 い 関 係 を 考慮

し て 変 遷 図 を 作 成 し た ( 第72 - 74図 ) 。 遺構の な か

に は 出 土遺物が少 な い も の も あ り 、 特 に掘立柱建物

の埋土 中 の遺物 に は 評価 の 問題 も あ る が、 前述の総

合的 な 見地か ら 遺構 の 変選 を 考 え た 。

① 7 世紀後半 に あ た る 時期 で あ る 。 S 1 16、 短い時

間 に 重複 し た と 思 わ れ る S 1 26、 27 は こ の時期 の も

の で あ る 。 3 基 と も N 150 E で プ ラ ン の軸方向 を ー

に す る 。 柱数は異 な る が、 面積 に 応 じ た も の で あ ろ

う 。 住居の平均面積 は8. 82 m2 で あ る 。 比高差の あ る

I 区 と E 区 の境 に 3 基確認で き た がの み で 、 集落の

る 。 長方形の プ ラ ン を も っ 住居が現れ、 ①②期 の 集

落の空間 を 取 り 巻 く よ う に 住居が拡散 し 、 3 つ の単

位 を 見 る こ と がで き る 。

④ 8 世紀後葉 に あ た る 時期 で あ る 。 す な わ ち S 1 01 、

02 、 似、 05、 17、 18、 19、 20、 21 、 22、 23 、 31がそ

れ に あ た り 、 1 地点 で の 重複が激 し い 。 方位 は S 1 

01 、 02 ， 04 、 05、 2 1が N300 E 前 後、 S 1 17が N

0 0  E 、 他 は N 150 E 前 後 と ぱ ら つ く 傾向 に あ る 。

柱数は 4 本で、 住居の平均面積 は 19. 3 m2 で あ る 。 大

型の住居は長方形の プ ラ ン を 持つ 。 集落の配置は③

期 と 同 じ状況で、 ①②期 の住居跡 を 取 り 巻 く よ う に

FD
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集落が営 ま れ 、 3 つ の 単位 を 見 る こ と がで き る 。 単位 と し た と さ れ る が、 こ れが当 時 の 実体 に 合 う も

⑤ 9 世紀前葉 に あ た る 時期 で あ る 。 す な わ ち S 1 03、 の な の か 、 法制上の擬制 的 な も の な の か議論の あ る

13、 S B lO、 1 1 、 12、 13、 14 、 15、 18、 19、 23がそ

れ に あ た り 、 E 区 を 中 心 に 軸 を ほ ぼ同 じ く し て並ぶ。

方位 は N 5 0  E 前後で南北棟建物 を 中 心 と す る 。 住

居 の 平均面積 は38. 0m2 で S B 10、 15な どの大型建物

を 中 心 と し た 集 落 で あ る 。 S 1 03、 13 な ど と い っ た

規模の小 さ な 竪穴住居 も 併存 し て い る が、 場所的 に

と こ ろ で あ る 。

遺跡形成 の 当 初 (①期 ) は 2 戸 ほ どの住居 か ら 形

成 さ れて お り 、 ②~④期 に か け て は 原初 的集落 を 取

り 囲 む よ う に 戸数 を 増 ゃ し な が ら 集落 が拡大 を し て

い る こ と がわ か る 。 こ の 時期 も 2 - 3 戸 の住居 を グ

ル ー プ に ま と め る こ と が可 能 で 、 直系親族 を 基本 に

は離れ て い る 。 単位 を 形成 し た も の と 思 わ れ る 。 住居 に は 立 て 替 え

⑥ 9 世紀 中 葉 に あ た る 時期 で あ る 。 S B Ol 、 02、 03、 を 繰 り 返す も の と そ う で な い も の と があ る 。 ⑤期 に

04、 05、 06 、 09、 17、 20、 21 がそ れ に あ た る 。 建物 は い る と 小規模 な 竪穴住居 を 残 し て 大半が掘立柱建

の 中 心 は I 区西側 に 移 り 、 規模の大 き な 建物が整然 物 に移行す る 。 竪穴住居か ら 掘立柱建物への移行 は

と 並ぶ 。 方位 は E 150 S 前後 で 、 東西棟建物 を 中 心

と す る 。 住居の平均面積 は37. 5m2 で あ る が、 ⑤期 に

比べて柱穴が大 き く な り 、 集落の規模の拡大や 質の

向 上 を 看取で き る 。 中 で も 3 面庇 を 持つ S B 05は 中

心的 な 建物 で 、 大型建物が西方向 に 広がる も の と 考

機内 で は 7 世紀初 め ご ろ 、 北部九州 で は 8 - 9 世紀

に か け て 行 わ れ る と さ れ、 肥後 に お い て は 9 世紀前

半 に 行 わ れ る と さ れ る (網 目 1997) 。 本遺跡で も そ

の傾向 を 伺 う こ と で き る よ う で あ る 。 建物 の 規模 も

大 き く 、 こ れ ま で の住居の 空 白 地 に 集 中 し て 建 て て

え ら れ る 。 い る 。 ⑥期 に 入 る と 全て が掘立柱建物 に 移行 し 、 規

①1 1 - 13世紀 に あ た る 時期 で あ る 。 S 1 35、 S B 07、 模の大 き な 建物 を 中 心 に 集落が形成 さ れ て い る 。 ま

08、 16、 22、 担、 25がそ れ に あ た る 。 建物 の桁行 き た 、 ⑤期 と 同 様 に 、 こ れ ま で の住居空 白 地 を 選 ん で

の軸が大 き く 東 に振 れ て お り 、 建物 も 柱穴が小 さ く 、 建 て て い る と こ ろ も 特徴 的 で あ る 。 ⑦期 は細 か く 時

貧弱 で あ る 。 方位 は E 20 - 3 0 S で東西棟建物 を 中 期 を 限定す る こ と がで き な い が、 古代末か ら 中 世 に

心 と す る 。 住居の 平均面積 は26. 2 m2 で あ る 。 か け て の建物群であ る と 思 わ れ る 。 掘立柱建物 も 2

2 集落の性格

本遺跡 に 集 落 の 形成 さ れ た 時代 は 7 世紀後半 よ り

13世紀半 ば ま で と い う こ と がで き る 。 す な わ ち 、 い

わ ゆ る 白鳳時代 か ら 鎌倉時代 ま で で あ る が、 言い換

え れ ば律令制社会 よ り 荘 園 制社会への移行期 と い う

こ と がで き る 。 そ の よ う な社会の移行期 の様子 を 、

村落の変化 と い う 観点で読み と り 、 考察す る こ と が

可能であ る と 思 わ れ る が、 こ こ で は 本調査の事例 に

よ っ て 読み と る こ と の で き る 点 を い く つ か あ げて 、

そ の 糸 口 を 指摘す る に 留 め た い 。

律令制 国 家体制 の 整備 に 伴 い 、 地方行政組織 は 国

一 郡 一 里 に縦割 り さ れ整備 さ れ た と 言 わ れ る 。 末端

に位置づけ ら れ た 里 は50戸 を 単位 に 設定 さ れ、 里長

がお か れ た と さ れ る 。 戸 の 単位 に 目 を 移す と 、 50戸

で l 郷 (里) を 形成 し 、 そ の 中 の 10人前後の小家族

か ら な る 単位 を 房戸 と 呼ん で い る 。 律令制 国 家 は 、

自 然村落 を 郷戸 に 編成 し 、 租庸調雑倍 な どの課税の

X 3 聞 の小規模 な も の に な り 、 集落 は縮小 し て い る 。

杉の 本遺跡で の集落の移 り 変 わ り を 見 て行 く と 、

以下 の 点 に 要約 で き る で あ ろ う 。

( 1 ) 班 田 農民 の も の と 思 わ れ る 小規模 な 集落 か ら 、

戸数が増 え 集落が拡大 し て行 く 。 l 房戸の単位の

集落 と 推測 さ れ、 傍系親族の拡大 を 看取で き る の

で は な い か。

( 2 )  9 世紀初 め に 集落規模が拡大 し 、 建物 も 掘立

柱建物へ と 移行す る 。 集落拡大の背景 に は 、 公地

公民制 の 崩 壊 と 荘 園 制 の浸透、 生産力 の 増大 を あ

げる こ と がで き る 。

( 3 )  9 世紀以降 の 集落 は 、 開墾 に よ っ て 生産力 を

高 め た 開発領主 に よ っ て 営 ま れ た も の と 推測 さ れ

る 。

( 4  ) 本遺跡 に お い て も 古代 の 土器の様相 は 、 基本

的 に は熊本平野 と 同 質 で 、 回転台土師器の 普及 は

8 世紀後半 に な る 。
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第 4 表 遺物観察表
図版番号 種類 器形 遺精名 口径 底径 器晶 品台晶 晶台径 長 さ 色調
05-01 土師器 土干身 SI01 1 2. 80 3. 1 0  燈
05-02 須恵器 土平身 SI01 1 2. 80 8. 30 4. 20 に ぷ い燈
05-03 土師器 護 SI01 (23. 60) に ぶ い燈
05-04 土師器 護 SI01 (26. 00) に ぷ い燈
05-05 土師器 葱 SI01 (26. 50) に ぷ い櫨
06-01 土師器 要 SI02 (23. 70) に ぷ い笹
06-02 土師器 土平身 SI02 ( 1 2. 90) 9. 70 3. 20 に ぷ い績
08-01 土師器 土手 SI03 ( 1 2 . 70) (9. 20) 2. 70 燈
08-02 土師器 土平 SI03 ( 1 5. 50) (8. 60) 4 . 60 に ぷ い黄櫨
08-03 土師器 士平身 SI03 ( 1 3. 80) 9. 1 0  2. 80 燈
08-04 土師器 蜜 SI03 (22. 80) に ぶ い燈
09-01 須恵器 土平身 SI06 ( 1 6 . 40) ( 10 . 1 0) 5. 70 燈
1 3-01 土師器 蜜 SI07 ( 1 9. 1 0) に ぶ し 叶宣
1 3-02 土師器 事 SI07 (21 . 00) に ぷ い鐙
1 3-03 土師器 士平 SI08 ( 1 5. 60) 燈
1 3-04 土師器 鉢 SI08 (28. 30) 褐灰
1 3-05 須恵器 護 蛮 SI09 灰， 褐
1 3-06 須恵器 土手蓋 SI1 6 1 3. 90 2. 55 明 オ リ ー ブ灰
1 3-07 須恵器 I不蓋 SI1 6 ( 1 3. 00) 暗緑灰
1 7-01 土師土干 士干 SI1 3 6. 80 に ぷ い纏
1 7-02 土師器 壷 SI 1 3  (9. 00) 8. 1 5  9. 50 燈
1 8-01 須恵器 士干身 SI1 4 (9. 40) 明 オ リ ー プ灰
1 9-01 須恵器 土干身 SI1 5 ( 1 6. 60) 1 0. 20 6. 00 オ リ ー ブ灰
1 9-02 土師器 童 SI1 5 に ぷ い櫨
1 9-03 土師器 護 SI1 5 1 2. 40 オ リ ー ブ黒
21 -01 土師器 要 SI1 7 (25. 50) に ぶ い横
21 -02 土師器 饗 SI1 7 (24. 80) 燈
21 -03 土師器 蜜 SI 1 7  (25. 20) にぶ い黄櫨
21 -04 土師器 主題 SI1 7 (22. 50) に ぷ い黄櫨
21 -05 土師器 蛮 SI1 7 (24 . 00) に ぶ い鐙
21 -06 須恵器 土干蓋 SI1 7 ( 1 6. 20) 1 .  20 オ リ ー ブ灰
21 -07 紡錘車 SI1 7 明褐灰
21 -08 土師器 護 SI1 8 (22. 70) に ぷ い黄信
21 -09 土師器 護 SI1 8 (26. 90) に ぶ い燈
21 - 1 0  土師器 聾 S1 1 8. 1 9  (25. 00) にぶい黄櫨
21 - 1 1  土師器 士干蓋 S11 8. 1 9  ( 1 8. 40) ( 1 3. 30) 1 .  60 櫨
21 - 1 2  土師杯 皿 S11 8. 1 9  櫨
23-01 土師器 皿 SI20 ( 1 3. 20) 3. 00 櫨
23-02 須恵器 士平蓋 SI20 ( 1 6. 70) 2. 30 灰
23-03 土師器 葱 SI20 ( 1 2. 50) に ぶ い掻
23-04 土師器 蜜 SI20 (20. 90) 明黄褐色
23-05 土師器 護 SI22 (25. 1 0) 檀
25-01 須恵器 査 察 SI21 灰 白
25-02 土師器 窪 SI30 ( 1 5. 20) 櫨
27-01 縄文土器 深鉢 S124 . 25 5. 50 黄褐
27-02 鉄器 刀 SI25 1 4. 1 
28-01 土師器 護 SI24 ‘ 25 (25. 00) にぶい黄梅
28-02 土師器 護 S124 . 25 (20. 00) に ぷい黄信
28-03 土師器 要 S124 . 25 ( 1 7. 60) に ぶ い褐
28-04 土師器 鉢 SI24司 25 (24. 00) に ぷ い賛褐
28-05 土師器 蜜 SI24 に ぷ い褐
28-06 須恵器 士平蓋 S124 . 25 1 5. 90 3. 50 灰 白
28-07 須恵器 坪蓋 S124. 25 1 5. 30 3. 60 灰
28-08 須恵器 土平身 SI24 司 25 ( 1 2. 90) 8. 40 5. 60 灰
29-01 須恵器 土干蓋 SI27 1 4 . 50 灰白
31 -01 土師器 蜜 SI31 ( 1 9. 90) に ぷ い黄償
34-01 土師器 坪身 S132. 33 1 3. 90 8. 30 3. 00 燈
34-02 土師器 土干身 SI32司 33 1 3. 80 1 1 . 1 0 3. 40 灰褐
34-03 土師器 士平身 S132. 33 1 3. 50 1 0. 80 3. 50 橿
34-04 土師器 士平身 S132. 33 1 4 . 20 1 2. 30 3. 80 灰褐
34-05 土師器 I干身 SI32 1 3. 40 1 1 . 00 3. 70 灰褐
34-06 須恵器 皿 SI32‘ 33 1 7. 50 1 4 . 80 2. 00 緑灰
34-07 須恵器 土平身 SI32 (8. 40) 灰 白
34-08 須恵器 坪室主 S132. 33 ( 1 5 . 20) 1 . 30 灰 白
34-09 須恵器 土干蓋 SI32司 33 1 3. 80 3. 30 灰白
34- 1 0  土師器 蜜 SI32司 33 (22. 40) に ぶ い黄梅
35-01 須恵器 士干身 SI34 1 2. 50 7. 40 3. 90 青灰
59-01 土師器 土平 SB01 権
59-02 須恵器 室 SB01 暗赤
59-03 土師器 主題 SB04 ( 1 4 . 00) に ぷい黄撞
59-04 土師器 蜜 SB05 (21 . 00) に ぷい費鐙
59-05 須恵器 土平身 SB05 (9. 80) (9. 8) 青灰
59-06 須恵器 壷 SB06 (8. 80) 明褐
59-07 土師器 土平 SB1 0 ( 1 2. 60) 7 . 80 櫨
59-08 土師器 土平身 SB1 0 ( 1 4 . 00) (9. 70) 燈
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図版番号 種類 器形 遺構名 口径 底径 器品 晶台晶 品台径 長 さ 色調
59-09 土師器 士平 S81 0 鐙
59ー1 0 須恵器 土手 S81 0 7. 00 灰 白
59- 1 1 土師器 土平身 S81 0 ( 1 2. 80) 9. 20 3. 00 燈
59- 1 2  土師器 土平身 S81 1 ( 1 3. 30) (8. 60) 2. 60 積
59- 1 3  土師器 蜜 S81 2  ( 1 8. 00) に ぷ い燈
59-1 4  須恵器 土平身 S820 ( 1 3. 70) ( 1 0 . 00) 3. 40 灰 白
59-1 5  須恵器 土平身 S820 ( 1 3. 30) (5. 90) 4. 1 0  灰 白
59-1 6  土師器 土平身 S820 (7. 80) 櫨
59ー1 7 土師器 皿 S820 ( 1 1 . 70) (4 . 80) 3. 30 鐙
59- 1 8  須恵器 土平 S820 ( 1 3. 20) 7. 20 灰
59-1 9  土師器 蜜 S821 ( 1 9 . 1 0) に ぶい黄櫨
59-20 土師器 土平 S823 ( 1 3. 80) (7. 80) 3. 1 0  櫨
61 -01 土師器 椀 SX01 ( 1 1 . 00) に ぶ い黄櫨
61 -02 土師器 椀 SX01 (6. 60) 債
61 -03 黒色土器 椀 SX01 (7. 60) に ぷ い燈， 黒
61 -04 須恵器 坪身 SX01 ( 1 4 . 80) (8. 20) 5. 00 灰白
61 -05 須恵器 土平身 SX01 (8. 60) 灰 白
61 -06 須恵器 土平身 SX01 (7. 1 0) 褐灰
61 -07 土師器 土平 SX01 櫨
61 -08 土師器 Fド SX01 槍
61 -09 土飾器 皿 SX01 (9. 90) (7. 20) 1 .  90 に ぶ い黄櫨
61 ー 1 0 土師器 皿 SX01 (9. 20) (6. 60) 1 . 80 浅黄櫨
61 - 1 1  土師器 皿 SX01 ( 1 1 . 60) (8. 70) 1 .  60 灰黄燈
61 - 1 2  土師器 凪 SX01 ( 1 0. 20) (7. 80) 1 .  70 にぶ い黄櫨
61 ー 1 3 土師器 皿 SX01 ( 1 0 . 20) (8. 00) 1 .  30 浅黄櫨
61 - 1 4  土師器 務 SX01 (26. 30) ド ぷ い黄信
61 - 1 5  土師器 豊富 SX01 (27. 60) L ぶ い櫨
61 ー 1 6 土師器 蜜 SX01 26. 20 に ぷ い櫨
62-01 土師器 露 SX01 ( 1 3. 30) に ぶ い赤褐
62-02 須恵器 壷 SX01 灰白
62-03 須恵器 重 SX01 に ぷ い褐
62-04 須恵器 宣 SX01 ( 1 0. 00) 赤褐司 檀
62-05 須恵器 壷 SX01 灰
62-06 須恵器 壷 SX01 灰
62-07 須恵器 壷 SX01 燈
62-08 須恵器 萱 SX01 灰
62-09 須恵器 萱 SX01 灰
62-1 0  須恵器 費 SX01 褐灰
62- 1 1  須恵器 壷 SX01 灰
62ー 1 2 須恵器 壷 SX01 浅黄ー 暗灰賛
63-01 須恵器 登 SX01 赤褐
63-02 土師器 鉢 SX01 ( 1 9. 40) 7. 80 に ぶ い黄鐙
63-03 土師器 鉢 SX01 ( 1 7. 60) にぷい縄
64-01 土師器 土平 SD01 ( 1 1 . 00) 燈
64-02 須恵器 杯 SD01 1 2. 50 7. 90 3. 30 灰 白
64-03 須恵器 杯 SD01 1 3. 80 8. 20 灰白
64-04 須恵器 杯身 SD01 9. 00 0. 5 8. 0 灰黄褐
64-05 須恵器 t平身 SD01 ( 1 3. 40) (8. 60) 5. 1 0  暗黄灰
64-06 須恵器 係身 SD01 (7. 90) 暗赤灰
64-07 須恵器 士平身 SD01 (9. 30) 灰
64-08 須恵器 士平身 SD01 (7. 30) 灰白
64-09 須恵器 杯身 SD01 ( 1 5 . 00) 9. 00 4 . 40 0. 8 9. 0 陪赤灰
64-1 0  須恵器 t平身 SD01 9. 00 灰 白
64- 1 1 須恵器 士平身 SD01 (8. 80) 灰， 灰白
64- 1 2  須恵器 土平身 SD01 7. 80 灰
64ー 1 3 須恵器 t平身 SD01 ( 1 1 . 60) (7. 1 0) 4. 00 0. 5 (7. 1 ) 青灰
64ー 1 4 須恵器 t平身 SD01 ( 1 4 . 50) 8. 20 3. 90 青灰
64- 1 5  須恵器 t平身 SD01 7. 90 灰白
64- 1 6  須恵器 土平身 SD01 (9. 40) 暗灰
64-1 7  須恵器 土平身 SD01 ( 1 2. 1 0) (6. 00) 3. 65 灰白
64- 1 8  須恵器 土平身 SD01 9. 20 0. 2 9. 6 灰
64- 1 9  須恵器 坪身 SD01 (8. 00) 0. 8 (8. 0) 灰
64-20 須恵器 探査 SD01 ( 1 4 . 30) 1 . 00 灰白
64-21 土師器 椀 SD01 ( 1 0. 00) に ぷ い黄櫨
64-22 土師器 椀 SD01 (9. 30) にぷい黄櫨
64-23 土師器 椀 SD01 ( 1 4 . 60) に ぶ い褐灰
64-24 須恵器 壷 SD01 (20. 90) 褐黄
64-25 須恵器 蜜 SD01 ( 1 6. 50) 燈
64-26 土問器 葱 SD01 ( 1 8 . 00) に ぶ い櫨
64-27 土師器 聾 SD01 ( 1 8. 80) L ぶ い燈
64-28 土師器 楚 SD01 ( 1 6. 20) に ぷ い黄信
65-01 須恵器 壷 SD01 灰褐
65-02 須恵器 重 SD01 黄褐
65-03 須恵器 宣 SD01 灰
65-04 須恵器 宣 SD01 灰
65-05 須恵器 室 SD01 一一一L一一一一ーー 赤褐， 縄灰
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図版番号 種類 器形 遺構名 口径 底径 器高 高台高 高台径 長 さ 色調
65-06 須恵器 蜜 S001 灰褐. 陪灰貧
65-07 須恵器 軍 S001 に ぷ い褐， 暗灰賛
66-01 須恵器 重 S001 灰褐I 暗褐
66-02 須恵器 室 S001 暗オ リ ー ブ灰咽 灰
66-03 須恵器 室 S001 黒褐， 灰
66-04 頁恵器 壷 SOO1 灰
66-05 頁恵器 壷 S001 褐灰
66-06 頁m器 重 S001 灰黄
66-07 頁m器 聾 S001 暗赤褐， 灰
66-08 頁m器 壷 S001 黒褐 灰黄
67-01 頁m器 壷 S001 暗緑灰
67-02 須恵器 璽 S001 灰
67-03 須窓器 壷 S001 ( 1 7. 80) ( 1 2. 00) 1 . 1  ( 1 2. 0) に ぷ い笹
67-04 須恵器 土平身 S001 (9. 40) 1 . 1  (9. 4 ) 灰 白
67-05 土師器 聾 S001 (29. 60) に ぷ い貧櫨
68-01 土師器 相 S002 (6. 90) 笹
68-02 須恵器 杯i号 S002 (6. 70) 灰 白
68-03 須JE器 杯 S002 (9. 70) 灰
68-04 土E市器 書 S002 ( 1 9. 40) に ぷ い黄褐
68-05 須IE器 量 S002 1 0. 40 来
68-06 須jE器 軍 S002 暗t 定貸
68-07 須m器 壷 S002 定
68-08 須J草器 室 S002 夜
68-09 須恵器 壷 S002 灰
68-1 0  須恵器 室 S002 灰
69-01 土師器 杯 1 2. 40 8. 50 3. 80 櫨
69-02 土師器 皿 20. 60 4. 80 櫨
69-03 土師器 皿 ( 1 7. 80) 櫨
69-04 土師器 土干; 櫨
69-05 須恵器 土平 ( 1 2. 00) に ぷ い鐙
69-06 土師器 杯身 ( 1 2. 80) (7. 00) 3. 60 償
69-07 須恵器 土平身 ( 1 2. 70) (8. 30) 3. 50 灰白
69-08 須恵器 土平身 ( 1 3. 00) (8. 50) 4 . 20 灰白
69-09 師器 根 燈
69-1 0  飾器 椀 ( 1 0. 40) に ぷ い櫨
69- 1 1  黒色 ヒ器 椀 5. 90 に ぷ い黄櫨. 黒
69- 1 2  須恵器 杯 6. 1 0  灰
69ー 1 3 頁恵器 士平J (9. 00) 灰
69- 1 4  頁 E器 録J 1 0. 20 0. 5 1 0. 2  灰司 灰
69- 1 5  頁 E器 長n ( 1 5 . 00) 暗灰
69ー 1 6 頁 E器 主年蓋 ( 1 5. 1 0) 1 .  50 灰
69ー1 7 東播i l須恵器 提鉢 灰 白 暗灰
69ー1 8 土 市器 ( 1 8. 90) 鐙
69-1 9  土師

師
器
器

(21 . 20) Lこ ，5: � 、
69-20 土 要 ( 1 5. 60) に ，5: � 、
70-01 土師i器 (27. 40) Lこ ，5: � 、
70-02 土師 器 (25. 50) に ，5: � 、音 霊
70-03 土師 器 !!l! 26. 20 に ぷ い賛僅
70-04 土師 器 ( 1 8. 30) 4こぶ し U霊
70-05 土師器 懇 に ぷい4宣
70-06 土師器 要 (26. 20) に ぷ いJ宣
70-07 土師器 鉢 灰糞褐4 に ぷ い黄a置 に ぷ い櫨
71 -01 須恵器 露 pit 3 灰賛褐. 灰
71 -02 須恵器 蜜 灰
71 -03 簡砲泉車

窯
窯

系系青青
磁
磁

碗 I ー 1 5. 80 0. 95 5. 8 オ リ ー ブ灰
71 -04 碗 II -bcd 明青緑
71 -05 館泉窯系青磁 碗 II -bcd 灰貧褐
71 -06 白磁 碗 I ー 1 灰 白
71 -07 岡安課嘉青磁 碗 I 4. 80 1 . 1  4 . 8 明緑青
71 -08 自車窯嘉膏磁 碗 IIl - 2 明青緑
71 -09 紡錘草 に ぷ い黄鐙
71 - 1 0  砥石 6. 2 浅黄櫨
71 ー1 1 鉄器 鎌 25. 0 

71 ー 1 2 弥生式土器 葱 (27. 60) 灰黄

外器 と 内器で色調が異な る 場合 は外. 内の順で入力 し で あ る
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あ と が き
熊本 と 大分 を 結ぶ J R 豊肥線 に 、 阿蘇 山 の 入 り 口 で あ る 立野駅があ る o 外輪 山 の 中

腹 に位置す る こ の 駅か ら 本線 を 通 る 列車 は 、 日市 ぎ な が ら ス イ ッ チ パ ッ ク の つ づ ら 折 り

を 登 り 、 北 の 阿蘇谷へ降 り て 行 く o 一方、 分岐 し て 高森へ向 か う 第三 セ ク タ ー の南 阿

蘇鉄道 に 乗 り 込 む と 、 北 向 山 の 原生林 を 抜け て南郷谷へ と 下 っ て い く o 南郷谷 は 阿蘇

谷 に 比べ て 面積が狭 く 、 阿蘇 の 山 々 と 外輪 山 が迫 り 、 三 日 月 状 に 弧 を 描 き な が ら 東へ

延 びて い く 。 こ こ は 北 の 阿蘇谷 に 比べ て 圃場整備が遅 れ た た め 、 魚 の 鱗の よ う に 幾重

に も 棚 田 が重 な っ て お り 、 古代以来 の 人 々 の 営 み が息づ く か の よ う な 、 の どか な 日 本

の 原風景 を 見せ て く れ る 。

立野駅か ら し ば ら く 走 る と 、 「水 の 生 ま れ る 里 白 水高 原駅J と い う 駅 に 着 く 。 旧 高

森線の 第三 セ ク タ ー 化 に と も な っ て作 ら れ た 新駅で 、 そ の よ う な 棚 田 の 真 ん 中 に ぽつ

ん と あ る 駅で あ る o 駅名 の 示す と お り 、 近 く に は伏流水の 湧 き 出 る 池が た く さ ん あ り 、

古来治 々 と 人 々 の 生活 を 潤 し て き た 。 杉 の本遺跡 は 「高原駅」 の 目 の 前 で あ り 、 や は

り 豊 か な 湧 き 水 の 恩恵 を 受 け た古代集落で あ っ た だ ろ う o 本編 で紹介 を し た よ う に 、

阿蘇地 方 で の古代集落 の調査は 珍 し く 、 本調査 に よ っ て こ の 地方 の古代史 を 考 え る 上

で の 資料 を 報告で き た こ と は 貴重 な 成果で あ る と 思 う 。 ま た 当 時、 白 水村 で の 本格的

な埋蔵文化財 の 調査 は 始め て で あ り 、 普段耕作 を し て い る 田 ん ぼの 下 か ら 住居跡や 土

器類が出 て く る こ と は 、 地元 の 人 に と っ て も 興味深 い こ と で あ っ た よ う で 、 地元 で の

郷土の 歴 史 に対す る 関心 の 高 ま り も 感 じ る こ と がで き た o

調査 に 着手 し た の が12月 で あ り 、 田 ん ぼの 藁 こ ずみ に 粉雪 が う っ す ら と 積 も る こ ろ

で あ っ た 。 厳冬の 阿蘇で の調査で あ り 、 毎朝 、 凍結 し た 遺跡 の 条件整備 を 行 う こ と か

ら が調査の 始 ま り で あ っ た o 大雪 に よ り 調査が中 止 と な る こ と も 多 く 、 厳 し い調査で

あ っ た 。 こ の よ う な 自 然条件の 中 で無事 日 程 を 終 え ら れ た の も 、 調査 に 携 わ っ て い た

だ い た作業員 の 皆様の お 陰で あ る と 心 よ り 感謝 を 申 し 上 げた い 。

ま た 、 整理作業 で も 、 忙 し い 日 程 の 中 に 明 る く 整理作業 を 続 け て 下 さ っ た 皆様 に も

並 々 な ら ぬ苦労 を お掛 け し た 。 あ わ せ て 感謝 を 申 し 上 げた い 。

- 15 9 -
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